


15 日 間 の

テ ス ト の 答 え は

秀

床 材 P タ イ ル で す

ＳＰＰ 時間・紫外線にさらす老化試験 ＫＱＲＰ 時間・ Ｔｾ

8 %の 飽 和 吸 水 量 の 石 の 上 に お く 耐 湿 試 験+ 2 4時間・

皮 や 固 い ブ ラ シ で 摩 擦 を 続 け る 耐 摩 耗 試 験 +90kgの 重

量 を ハ イ ヒ ー ル の 践 の 面 積 に 長 時 間 押 し 圧 す る へ こ み

試 験 + シ ー グ ラ 一 式 滑 り 試 験 etc. . . 365 日 の 変 化 を 人 工

的 に っ く り だ し P タイル一 枚 に た え ず テ ス ト を 統 け

て い ま す 。 日 本 独 特 の 〔 湿 気 の 多 い 〕 気 候 に も 適 応 し

た 製 品 で さ ら に 米 国 連 邦 規 格 を は る か に り ょ う が し

ています。 i p タ イ ル な ら 安 心 」 と そ の 道 の ベ テ ラ ン

が い う 言 葉 に は こ の よ う な 連 続 し た テ ス ト の 成 績 と 世

界 的 水 準 を 上 ま わ る 品 質 と で 裏 付 け さ れ て い ま す 。 床

材 は プ ラ ス タ イ ル P ! 床 材 の 代 名 詞 と し て つ か わ れ て

います。

=f グ多ヌタタJ /' P

田 島 応 用 化

東 京 / 東 京 郵 千 代 国 区 神 田 岩 本 町 1

大 阪 / 大 阪 市 西 区 家 田 丁 堀 1 ノ

1・ 多 / 福 岡 市 万 行 寺 前 田T

エ K

T  E  L  1'166 1"¥:: 6101 

T  E  L  441 イ吃 5951

T  E  L  57  2 7 3 2  

T E し 2 2 2 8 1  

T E L  2  2 8 0 7  

K  



. ハ イ ク ラ ス の 床 材 で す
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シ ッ ク な 感 じ で は 一 番

リノタイル

マーヲ"
F "  

杏種製品・リノリューム・ビニラートタイル・ N タイル

リノ タイル マーブ ノレと F とは大町石調の豪

華な模様で、す 他 では冶れません 東洋 リノ

リユー ムが独自の技術を生かした弾性床材の

高級 品 です <3  mmX 30.  3  X 30.  3cm 9色〉

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大 阪 di I判 1>( /I !i[ !立ーIIIf j泊 り 4 ・ 三 和 ビ ル 心252 - 2921

Ｊょ［ｾＮ ms  rl' 央 区 銀 政 4 ・ 二 平11 ビ ル 沿561ー 1701

名 占 1.tJ ， 打 ， Ｋ， 区 Ｎ ｩ ＢＺＺｾ ));(I IIf 2  Ｎ 名 ￯ ｾＩ ぷ七 ンタ ービノレ 屯 23 - 5 3 80



新 時 代 の 建 設 に は 新 時 代 の 形 鋼

NKK- T 形鋼

用 . 各 種 1， H ， T  形 鋼 用

国 各種オープンワエブ材 用

途 ・ 非 対 称 断 面 形 鋼 用

特 . 溶 接 が 容 易

長 田 サ イ ズ が 豊 富

日 本 鋼 管

2252寧 川 鍬 Z 餅

本社 ・工場

東京営業所

九州出張所

滋 賀 工 湯

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の 1 T E  L  (458)  3631(代) - 5

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の 7 T  E  L  (272)  2  7  2  1  ( 代)

北 九 州 市 小 倉 区 富 野 5 4  5  T  E  L  ( 52)  4  8  ti 2  

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上 T E L 野洲局 4 0 5

4  

... 

y'  



A  

. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイノ

来 紫 綬 寝 隼 に 輝 ぐ 今年

1 = 咽 由 宇

1ii 7 ・苧Z噌"

日 本 金 異 製 作 所

融 通 ラ ミ ヂ' ( / ( " /工業徐武富誌

ボニーシーラー

型 状 優 賞

故 障 絶 無

コーキンク材にグレインヨロト

ソフトパテ己主主

テi t . 4 £化工株式曾枇 I

大 阪 市 東 淀 川 区 下 新 庄 IIIT 2 の 2 6  3  

電 話 ( 381)  1  1  1  8 、 5 5  0  9  



強し、. 美しし、

使 い や す い !

。: 竺空切望

住 友 金 属 23A5詰AJ fFZ

燃えない都市づくりのため

角形鋼管が 注目をあびてきまし

たL 欧米諸国では 角形鋼管の

シャープなもち味が早くから買わ

れ 学校やビルを初め住宅などに

もどしとし使われています 。

園すぐれた断面性能 圃パイプの

強さに角形の使いやすさをプラス

・両端を閉鎖すれば 内面からの

腐食度はゼ口 。耐久力は抜群 0

・仕上材とよく調和し加工・組立

も簡単 o

H 強く 美しく 使いやすく "

現代感覚を生かすのに最適です 。

• 

司t
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あら・た のItll 舎を聾し < Ｎ 暮 らし ｾ 帽 力、に 事を宵 てる ・・ 0 ・0 ・

ｈ 腕岡カ ｾＱＲＰ サイズ
経済的にご使用ください. グ

工 工 工
広 幅 系 列 中 幅 系列 縮 緬 系 列

40 サ イ ズ 40 サイ ズ 40 サ イ ズ

. 軍事社で は 、 般 新 鋭 の ユ ニ バ ー サ ル ミ ル に

よ っ て 50サ イ ズ の ( H 形 鋼〉 を 製 iむ し て ま

い り ま し た が 、 こ の た び ( H 形 鋼 を い 寸

そ う 料 i/ ' t 的にご f ' kl Hい た だ く た め に、 行 ウ

ェ ブrJi さ 、 フ ラ ン ジ f悩 ご と に "i さの 只 な る

サ イ ズ を 追 加l し 、介 J 十120サ イ ズの ( H 形 鋼

の 桜 造 販 売 を は じ め ま し た .

. こ れ に よ 7 て . (;[ (;[ ' お な じ ウ ェ プ ，fJ i さ 、

フランジ 闘のなか で、 ｴ ￬ ｾ ， ｮ ーに 応じ て、 ｍ Ｎ￬血

の 断 副 作 能 の ( H 形 鋼〉 を '"1山 に お 選 びに

なれるわけ で す 川 ま た、こ Ｂ ，且 ｾ I・nに 比、じて、

即 時 、 納 入 で き る よ う に 、 .!.R J;t . 大 l似 ・名

古 殿の Ｓ 地 ｉ ズ ー に各 サイス Ｇ φ 在庫 を ・ ｾＱ ｜Ｈ ｬ ｩｩｩ t 、た

じ ま し た 内

{ H 形 鋼 〉の ごf世1111 : つ いては、 株 村 di JI，¥;'iI ; 泊( . !

サ ー ビス HEへ おr. i 1介 わ せ 〈 ど さ い 。

守幸 '1全i

同 一 重量 に 対 す る 圧 縮 耐 力 ・ー・

ー広 幅 系 列 中 幅 系 列 . 帰系列

I司 一 重 量 に 対 す る 幽 げ 耐 力 ・

細 幅 系 列 中 幅 系 列 広 幅 系 列

同 一 ウ ェ ブ 高 さ に 対 す る 幽 げ 耐 カ ーー ー・ 0 ・

広 幅 系 列 中 幅 系 列 細 幅 系 列

《主 な 周 i念 事

広中孟系9IJ .. . . . . . . . . . . . . . . . . ・ ・0 ・ 4主

材 、 基 礎 杭、 山 留 材、 ト ラ ス メ ン ハ ー な ど

中 幅 系 列 ー・

ヰ主キオ 、 ( ; 1. りヰヰ 、 祈7ヰオなど

細 幅 系 列 e ・・・・・・・・・・ ... .. .・・・ ・ ・..ー は り

材 、 桁 材 、 干 集 合 材 十字 柱 、ラ チスヰ主 な と

。ハ時梨静電U …



. WHを自由に変えられる ハーフメイドサッシ

・無理のない合理的な殴計

・2量計から板付まで一貫したサービス

・安直 .・

又ピシドルの

1¥- 7/1f ザγ シ

- オーダーメ イ ド: ア ル ミ、 ス チ ー ル 、 ス テ ン レ ス サ ッ シ ドア各式

金属域型事業部

電大阪 (202) 7991 ( 代)

電茨木 (07262)4741 ( 代)

電茨木 (07262)5065・5066

電大阪 (401) 5551 ( 代)

電東京 (201) 0875 ・3605

日本スピンドル製造株式会社

大 阪 市 東 区 備後町( 綿業会館内)

大 阪 府 茨 木 市 太 田 新 田 60

大 阪 府 茨 木 市 太 田 上 野

兵庫県尼崎市湖江( 国鉄尼崎駅北)

東 京 都 千 代 田 区 ( 丸 ヒソレ403号)

大 阪 営 業 所

茨木第一工場

茨木第二工場

本 社

東 京 事 務 所

e  

完 全 な防水に・・・

ι HFU-，szz h 
• Ji ，久 に 老 化 しない

・flll ひる (iIJI ｫｾ ＮＧ＠ 500%)  

・- 30' C ｾト ＷＰ ・ ｃ の仙 ｕｉｉ でゴ己主 Ｈ二位川し得る

. 自主、アルカリに日郎、

地 盤 の 注 入に・

特許". 冨T・世'91-:1:理

( 薬液注入工法)
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ハ-ロ綜期日 Ｎ ｊ 也 ｾの図給と沈 下防止

.J也下水 の遮断限止と j騎湧防止

取締役t J 長 山 崎 悦 ニ

吐 東京臨千代田区伸 rnl l 判長町 1 的 9 ( 大平合ピル2 ｾ ｦＮ Ｉ＠

電 話 ( 20117691(代表}

大臣官民所 大 臣 市 東 区 ilI 'J 町 1 - 4 Ｈ ｾ Ｚ 持 ヒルｽ

電 話 (20216 i! 8  4  

士 事 " 崎将 司T:';' : r. t帆 惜 I{ 帆I l 町 6 の3.1>6 11[ ，日 (961¥岨 Rq

ヨド

圃 隠 道地下室、貯水池ダム等の j属湯水防止
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圃工場生産される配線工事

来 界 初 の コ ン ヒ y トf j 王U ci.. iIJ L  o  L  '_]J (  吋 J.l 唱 '1 工・1・8、時。 と1，，1" ¥

. 'I! J';: "  .. 

にさ任が 出 * :1 1" 0  iit づ ( ｉ 矧 か ＳＰ ωＧｾ ｲ ｪ ｗｬｾ［ ｲ［、 ｱ Ｎｬ 1  

P内 H ｴ 自由 ｾ ;'i 
，Ｎう［， 色 ， ｾ

'  

， 0  
2 5  k  2 0 開、

九1 5 0  5 0  "  
3 0  .. 

九1 1 0 0  1  0 0  "  
:J 0  .  

九1 2 0 0  2 0 0  "  
;') 0  -， 

.¥¥ 3 0 0  3 0 0  "  
J  0  .. パ ー カー処ＮｩＮＺｦ Ｎ ｾ主￭ｅ 勾 よ ｕ コン ヘ ヤ ーベ ［ｴＮＢ Ｉ 叫ＡＧｴ ｾ＠ j  n 可 申 7. n-: ト r ..:: 

工場。、完成 L J したの て、 現品 IJ 胃甲 ｉ ｾｾｴ ， I" f む 1) .! 

ｑ ｾ ｾ Ｎｊ＠ 3 0 11 ・?、I 5 0 11..: -::- ;、 ' 0 。、

.1 .  3 の 八 九I 5 0 A 色 合、. . •.•. ' ' ' : 仇 2 0  0 、-. 1

均 _ r 'l i J : 問 " X 興 i r' < ，nj  

主卑与_ _ 2且ι 」主主

星空止ムー主旦ー--..1..2Q.

" " 旦ム」旦ι 」 旦

』旦ι 」 旦ニム旦旦

2 旦旦ニ..!..:.2.22..ニム200

四回 コンベヤーラインに乗る完全塗装

⑨ q マガ' イ工業株式会位

大 阪 市 西 区 京 田flh!i 2 - 3 0 也 品 大 | 以 ( 4 4 3 ) Ｓ Ｔ Ｒ Ｑ Ｍ Ｕ Ｏ 点点目 Ｑ ，ＮＧじｼメ ｉ［ｾ mf 1  9 正川町点以 ( 9 1 3 ) 3 1 4 6 - 8

名古屋市 中区東脇田T7- 2 屯話名 ，'i 1i¥( 24)  0372/  f，o: m;sli 'i' );(/メ : 条泊 l'引いl院 l川八 五 ;i ij )j o; m; ( 23)  9532/ 悩| 崎市川川 Hlf 3- 26 "ιIi 川品|品J (  2  )  4777 



アスヲアルト防水ほ牟限保鐙す否

日本アスブアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ

，司

4  

(イ ロハ11贋)

所 | 電 話

| ω 458.4侃

|③7790側 35

( 541) 1974- 5  

( 871) 5311( 841) 5729 

( 551) 2676・4382

( 361) 5947・( 371) 133i

( 251) 0161- 3・1301- 2

( 541) 6945・7834

( 921) 0448・0647

( 891) 1144- 6・7155ー7

I  ( 841) 8501・( 871) 285J

i  ( 941) 0271 ・2582

( 251) 8867・7517

@7846・8476- 7

1@0496…o  

@6860・2574・0415

⑭3785-6・2721

⑮2360・2030

@ 7195- 7・4467

⑩5976- 8  

⑬0251- 3  

1 ④3567 

③2211・6302

|②8697 

②2717・8422

員 名 簿ト 防 水 工 業 会J t.. アフスア本日

住名ネ土会地 区 別 |

北 海 道 地 区 | 札幌市北三条東 4 - 1K K  卜レス本日

東京都中央区銀臨東 2 ー 13

東京都台東区沙草田島町77

東京都中央区湊町 3 ー 7

東京都新宿区相木 5 - 1172

東京都千代田区神田小}II 町 1 - 8

東京都中央区銀雄東 3 - 11

東京都文京区新諏訪町 6

東京都荒川 区南千住 6 - 42

東京都台東区新坂本町61

東京都文京区林町94

東京都千代田区神田間朋町 3

繍浜市西区高島町 l ー 1

名古屋市中区南久屋町 3 ー 12

名古屋市西区南押切町 5 ー 12

仙台市二 日町 1 - 2大 和 工 業 K K 仙台出張所

弁 よ 漉 膏 工 業 K K

伊 藤 建 材 K K  

ｾｴ 条涯膏工業 ｋｋ

Y  K 金 岡 興 業

高 山 工 業 K K  

涯 育 建 材 K K  

桑 原 建 材 K K  

大 和 工 業 K K  

マ サ ル 渥 青 工 業 K K

藤 井 工 業 K K  

K  K 三 柏 商 会

K  K 金 港 商 底

区地

地1ヒ

東

東

関

中 央 建 材 工 業 K K

日 本 建 材 興 業 K K

大阪市西区新町北通 1 ー 17

大阪市福島区上福島南 l ー 152

大阪市南区塩町通 2 - 13 

大阪市北区老松町 2 - 19

大阪市北区鶴野町34

日 新 エ 材 K K  

マ ル エ ス 工 業 K K

K  K 新 光 商 庖

高 山 工 業 K K 大阪営業所

清 水 興 業 K K  

区

地

地

1毎

畿

東

近

d  

広島市南竹屋町103

岡山市磨屋町22

豊 永 建 材 K K  

束 中 国 防 水 工 業 Y K

高松市内磨屋町 7

松山市萱町 2 - 95

4305  

8155- 6  

⑧1468- 9  

②6968・③5765

④0001- 2  

延岡市本小路74

宮崎市橋通 6 - 82

門司市大里束通 10丁目

福岡市大浜 1 丁 目新町95

鹿児島市上之園町62

業 K K  

本 商 会

日 新 興 業 K K  

大 同 工 業 K K  

K  K 工 材 社

安 藤 工 事 K K  

K K 北 原 建 材 商 会

地国中

工

山

大

K
K  

区

地

地

国

州

四

九

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

( 531)  5281- 3  日新工業 K K大阪支庖大阪市西区新町北通 1 - 18



トリコ ンは、 111:芥 で は じ め て 神 戸 製 鋼 が 開 発 し

た 、 三 角 断 IUI の 尚 必 ) J 災 形 鉄 筋 で す 。 }診の 特 長

だ け で 鋼材 を20% 節 約 ノ 材 質 の 強 さ、 設 計 施

ー ｉ ｾ の 符易さを［ＱＱＭ算すれば 、 r: t!l が 大幅 に 減 ら せ

ま す

..... 20% 大 き い コ ン ク リ ー ト 付 着 力

ト リ コ ン は 三 角 断 面 な の で 、 同 じ 重 t!- の 異 形 丸 鍋 よ

り表面積が大きくなり コンクリ ー ト 付着 力 が20%

以 上 増 加 し ま す。 そ れ だ け 使 用 鉄 筋隻 が 少 く て す み

ます。

A す ぐれ た 高 張 力 鋼

籾 性 、 耐 寒 性 、 疲 労 強 度 な ど 、 性 能 の 高 い 高 張力 鋼

をイ吏用しています。

｟ ｛ｾ ， ｾｕ ｾ ｊ､Ｑ ｈｉｉｉ ， Ｇ ｾ＠

A 加 工 性 が 良 い

ト リ コ ン は き わ め て 強 靭 で 、 幽 げ 加 工 は 丸銅と 同 織

に扱え 、 ま た 溶 後 性 の テ ス ト で も 、 す ぐれ た 結 果 を

示 し て い ま す。

新 し い 鉄 筋

'_' .I 2 : J  

々 〉 神 田 笈 銅 戸 町

建設大臣の特別認定 | リ コ ン は モ の 日 能 を 認 め ら れ 、 建 築 基 弘 去 に 基 づ 〈 桝 11む を 外 ま し た 目
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ヤハストラス

木毛セ〆〉卜板
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資重. 議勾配屋根氏

軽快た i!f: 代建築枚

8ii ヌー1¥0-;' ，ｾソイド

日海 3・ー礼子ン，I-7..f i タ

伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ ン タ イ ト

セ ロ タ イ ト

コ ー ギ ン グ 材 サ ッ シ ー ル

日 漉 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 1- 3

T  E  L  (271)  ＷＰＰＰ ・ ＵＴＶＳ ｾ Ｕ

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番町 2- 6

T  E  L  (66)  8  2  5  1  ｾ＠ 5  

大阪営業所及大阪工場

大 阪 市 東 淀 川 l夫婦七巡り 3 - 3 9

T  E  L  (392)  0  0  5  1  - 6  



- ・あなたのセンスがそのま、生きる

， 
• 

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3 つのデザイン

.  .  .  .  

ジ ュ ピ タ ー L  1  3  0  S一一一一一ヴ イナス L  1  2  2  3 一一一一一一一アポ ロ L  1  3  0  6一一一一一一一

陶器 ・金具セ ッ ト 陶器 ・金具セット 陶器・金具セット

l 級，半 15，400 並級￥ 13，900 '1級￥ 15，000 並級￥ 13，560 1級￥ 14，200 並級￥ 12，700

3 研 お1<i 乗洋陶器株式会社

本 社 / 小 倉 工 場 / 小 倉、 茅 ヶ 崎 、滋 賀

大阪営業所 / 大阪市来区高腿僑 T el (231) 4518- 9  

1  4  2  4  

z ニロ ' vl l

.(  T 型 ・ P 型 ・ M 型 )

〈種 類 〉

玄関・事務所用 廊 下通路用 。間仕切

用 連 接 せ る 間 仕 切 用 浴 室 個 室。

便 所 用 倉 庫 用 学 校 教 室 用 出 口専用

〈材 質 〉

砲金・莫銭・硬貨アルミ・ ステンレス

パック セ ッ ト 5  1 吋品 ・5 7 鳴 い 6 4 鯛品

ＧｾＺ＠ ｾｴ 勺

ＺＭ Ｎ ＮＮ ｾ寸

創 業 50 年

ヨ

固 ｪｾ

z目
谷 山 製 作 所

本 社 ・ ℃ 崎 大 眠 市 東 能 川 区三 揮 島 北 通 4 一μ 電 話 @ 代口 71 - 5  

東 京 世 描 所 東 京 蜘 地 区 芝 抄 帽 1 3  - / 5 電 酷 ⑩ 734S . @3 1・2
4 古 鼠世 揖所 名 古 島 市 中 区 大 地 町 3 - 6  電 話 ⑧ 代9281 ・97“

札 帆 ，);¥. } A 所 札 眺 市 南 三 最 凶 6 - 3 電 話 ③5241代 表 内輔 21

偏 附 討 議 所 嗣 岡 市 中 盤 町 3 5  - 1 電 話 @ 0 7 9 6  



会 告

第 2回古建築見学会

「一 休 寺 と 秋 篠 寺 を 訪 ね る 会 」

10月の古建築見学会 ・予告

東 ・西 本 願 寺 茶 室 を 見 る 会

第 1 回 会 員 作 品 展

電話番号は次の通りでず。

231- 9648*  < 事業関係〉

231- 9649番 < 編集関係>

第 2 回 古建 築 見 学 会

「ー 休 寺 と 秋 篠 寺 を 訪 ね る 会 J

日 時 9月 22 日( 日) 午前 9 時30分( 集合) →午後 4 時( 解散〉

集 合 所 近畿日本鉄道上六駅構内案内所前附近 ・目標旗

会 費 500円( 精進料理の昼食代，拝観料)

申 込 19 日までに電話でお願いします。但し，先着30名で締切り

ます。出席者で当日欠席の場合でも準備の都合上会 Ｇｉｾ を負

担願います。

解 説 者 工 学 博 士 藤 原 義 一 氏

行 程 近鉄上六駅発10. 00→西大寺着10，30 ( 乗換) 奈良包西大寺

駅発10. 30→新周辺駅着10，50ー徒歩→ー休寺11 ，00ー13. 20

- 徒歩→新田辺駅発 13 .58 →西大寺 14，13 ー徒歩→秋篠寺

14. 30- 15，30→西大寺駅前解数16，0。

交 通 費 各自負担の乙と。

一 休 寺

休禅師が康正年ヰI ( 1455) 宗祖大応園師の遺風を慕って堂字を再興

し師恩にむくいる意味で酬恩! 奄と命名したものである。主な建物「街l刷

所J i虎丘庵 ・ー休禅師の居室で庭園は村田珠光作の名勝」方丈 ・内側I

のー休禅師木像は国宝で庭園は枯山水で名勝J i本堂 ・重要文化財 J i ー

休寺納豆は雅趣ある風味で有名」

秋 篠 寺

宝包年間( 八u ! : 紀) 善珠僧正の開主主，七堂加墜が整備した大寺であっ

たが，保延元年 ( 1135年) 火災にかかり以後次第に衰えた。本堂は|卜l伽

藍の講堂を鎌倉初j切に大修理したもので，五間四面，単居，問。i ' i 造，本

瓦葺である。

第 1 回 ・会 員 (余技) 作 品 展 開 催

日 時 10fl 7 日( 月) →12日( 土) 6 日間

A  

ヨ三

作

( 午前 9 時30分一午後 7 まで展示)

場 毎日ギャラリー

'" ロロ

( 毎日大阪会館Jt 鈴と南館連絡地下 1階〉

大 阪 市 北 区 堂 鳥 船 大 工 町 5 3 番 地

日本建築協会々員の建築作品以外の余技作品

絵画/ 彫刻/ 蓄/ 工芸/ その他

第 6 回建築写真コンクール 1等→ 3 等入選作品 /

展示作品50点

持会期中にお誘い合せど来場下さ い。



第 4 回 実 務 に直 結 し た 新 企 画 の 各種 説 明 会

「新しい内外装建材と新合板 パネル説明会」

日 時 9月 27 日 (金) 午後 1時30分( 開会) → 5 時( 閉会J

L>.  

コz 場 千代同生命ヒソレ 9 附ホーノレ( 大阪 ・平野町 ・御堂筋1q)

定 員 2301'， ( お誘い合せご出席下さい)

説明題名と説明者

無機質，外壁用新建材「ポンタイ J レ」について

堂応株式会社代表取締役社長 久 保 十 郎 氏

"  
ボンタイ J レ事業部次長 鈴 木 照 雪 氏

「ボンタイノレ」の用途と施工上の問題点

堂I;:j 株 式 会 社 ボ ン タ イ ノ レ 事 業 部 技 術 課 長 久 保 乾 介 氏

「新しい建材天重工成型合板パネノレについて」

株式会社天童木工製作所取締役技術部長 乾 三 郎 氏

新しい表面処理のアルミニウム板「カラー 7 イト」について

株式会社大阪アルミニューム製作所開発部開発課長

川 口 清 氏

協 賛 堂 島 株 式 会 社 株式会社天童木工製作所

株式会社大阪アノレミニューム製作所

口 新 建 材 カ ラ ー マ イ ト に つ い て 口

カラ ー7 イトは特に建築関係への利用を目的として開発された新しい

: 6 ' 色表面処理製品で従来のお色皮膜と逃い特殊の電解法で無機金属化合

物を皮膜に吸着せしめ発着させており ，完全な耐{ 尉生 ・i t l ' 嵯粍性 ・耐食

性，均一な色調が得られることを特長としている。

従来アルミニウムの着色法として，皮膜 IJ I l 工後の染色4.3 S 系の材料等

(ζ よる向然発色電解，塗装等があるが，いづれも一長一短で染色法は耐

候性で，自然発色法は色彩が単一で色あわせの困難性，塗装は密着性と

耐摩粍性でいづれも致命的な欠陥があるのに対しカラーマイトは乙れら

の欠陥を完全Iζ 満足し，現在10数種の優雅な中間色系の色調が得 られて

いる。

アルミニウムの怪i l l : さ優れた特性，色調をもったカラ ー7 イトは近代

感覚! こマッチした新しい製品であり， 主s材だけでなく ，他方面への発展

が約束されている。

口 無機 質 外 装 内 装新 建 材 「ボ ン タ イ ル」 に つ い て 口

ボンタイルは西独クノ- ) レ社， クノーノレ氏の発明による無機質の新怨

材で，約40年自lij かるドイツで外壁及び内壁仕上げに広く使用されており

米国においても ，約10年前lζ 西独より技術を導入し，広く使用されてい

るものである。我が国においても ，去る昭和36年10月に堂島株式会社が

通産省の認可を得 て， 西 ｾｾｬ テノー ｊ レネ土と技術提携し ， 今日まで約 Ｑ 年半

lζ 亘り日本の気候風土1[ . 7 ッチした建材とするため研究試作を続けてい

たもので，ょうやく本年 6 月より国内市場に出すに至ったのである。そ

の聞大阪府立工業奨励館，大阪市立工業研究所等の試験機関において各

磁の耐候試験を行い，防水性，耐候性，耐薬品性等の優れている乙とが

立証されたものである。特』ζ 最近建築物のプレハブ化が叫ばれており ，

それ』ζ 伴っ てシポレックス，シリカリチート等の新しい軽量建材も量産

されようとしているが，それらの版材にポンタイル加工を施す乙とによ

り，直ちに美術外壁材となるので， 乙の商での研究を推し進め更に高度

の製品をより安い価絡で建築市場ICIilしていくよう努力いたしたい。

会 告 2

第 4 回 各 種 説 明 会

新 し い 内 外 装 建 材 と

新 合 板 パ ネ ル 説 明 会

ロボンタイルの業務は，10月10日よ

り新設のボンタイル株式会社が継

，ｾし て取扱う ζ ととなっている。

口天 童 木 工 成 型 合 板

パ ネ ル に つ い て口

成j巴合板の家具で，いままでの技

術では不可能だと思われていたよう

なものまで可能にさせました天竜木

工の技術陣が，インテリア lζ も役立

せたいと ，色々と研究した結果，新

しい壁面ノ f ネJ レを作りました。

美しい木目と ，ゆるやかなカーブ

を持ち，仕上げ るれた壁面は，近代

建築のエクステリヤとインテリヤを

有機的 lζ 結ひ' つけるもので，室内は

上品な豪華さに満ち，合板のもつ特

性( 剛性 ・耐水性) とあいまって，

注文主のご要望に乙たえられるもの

とli({if言しております。 ζ の皮このノマ

ネJ レを大古i 生産し，新しい建材とし

て広く皆様方のお役( [ 立てたいと発

表させていただきました。乙んどと

もーそうの努ノりと研究をかさね cさ

らに高度な技術と能力をやしな うこ

とにつとめたいとおもいます。



会 告 3

工 場 と新 建 築 見 学 会

有田 タイル工場と福岡市の

新建築見学会

口 有 国 タ イ ル 株 式 会 社 口

明治44年 ( 1911年) に現社長の先

代和久宗之助が大阪より有国に来て

「イT回製陶所」を個人経常として発

j止した。大正初年より磁器タイノレの

製造を初め，大正 4 年 lζ は大阪朝日

新聞本社の外装に純磁怨タイルを使

用し好評を得た。その後第二次世界

大戦 lζ 至る迄，わが国唯ーの純隊総

タイ J レのみの専門メ ーカーとして多

数の主要建築 (ζ 使用されると共に海

外へも大量 lζ 輸出していた。

戦後，1昭和22年末には，需要増加

に対応し て ， 生産拡充と経ｾｾＮの合理

化を計ると共 lζ 株式会社に組織を改

めた。近年 ・製品の改良，研究が実

り磁: l l i タイ J レの製法も進歩し，昭和

32年- 36年に亘り 「豆油式トンネル

窯子基J ( 色物の磁器タイル専用と

して全国で初めて) を構築し更に37

4下- 38年に更に一基増設を; 汁岡 l収で

あり ，乙の 乙とlζ より一回 ・色，J彰

状の正確さと原価の低下はみること

ができるばかりでなく ， i良品を安

く」のモァト ーを実行しつつ，需要

は悶内ばかりでなく海外輸出E も増

加lの一途を辿っ ている。

<?:t 業種目> 磁器内外装タイ J レ・

モザイタスタイ J レ・耐酸「必ぷ'

i製造販売

ZJ L 議 佐 賀 然 有 国 町 305 芯 地

第 一 工 場 佐 賀 県 有 田 町 20 1 部 地

東京事務所 東京邸千代間区神田神保町3の5

大飯事務所 大 阪 市i西区北細江御池; - ; j j の8

大 京 ピ ル

「有国タイル工場と福岡市の新建築見学会」予告

(九州支部共催)

日 時 11月14口( 木) 15日( 金) 16日( 土)

集 合 所 11月14日 午後 9 1時大阪駅中央采T巨口 I1付近 ・目標会波ー

申 込 往復はがきで下記事項を芯入の上， 9  ) ' ]30日までに願いま

す。

「往復はがき」氏名 ・勤務先 ・連絡先電話 ・住所

「返信用はがき J 氏名 ・連絡先

参 加 者 申込はがきによ り，事業委員会で持lせんをおこない参加者

30名を決定いたします。申込者K. は拙せん結果を 10月15日

までにお知らせいた します。 参加者には「参加証_ I i行程

表」をお送りいたします。

会 費 2 ，000円 ( 15日宿泊料，16日昼食 ・夕食代，その他

・知]1(. 補助があります〉

往復交通費 参加者各，: ，の負担とします。

〔行程〕女11月14 日( 木) < 第 1 日>

大阪駅発( 急行 ・平戸) 21，43 ( 車中で 1 泊)

大11月15日 ( 金) < 第 2 日>

( 急行 ・平戸〉門司駅発8 .26→博多駅発 9. 53→鳥樋! 択発 10. 32→有

田駅者 11. 58 ( 貸切パス) →有国タイル工場者12，30 ( 昼食 ・工脇見

学) 同工場発 15.00 (貸切パス〉→陶器原石山 15.05ー15 .25→有田

焼の窯元見学 ・柿右衛門 ・呑目前社15.40- 16 ，4. 0 ( 貸切パス) →約野

温泉者18・00 ( 懇親会 ・宿泊)

女 11月16日( 土) < 第 3 日>

』長野温泉発9 ，00 ( 貸切パス) →武雄駅発9 . 57 Ｈ準急第 Ｑ 弓張 Ｎ ｾＧ ｈ

ながさき) →博多駅Q ' 11. 37 ー( 昼食後 : 貸切パスを利用 ・福岡市

内著名新建築見学) 17. 00 より九州支部会員と懇親夕食会開催

19.00頃博多駅前で解散

お 願 い : 大阪 .'JR→街 EAI沢迄の来車券 ・急行券 ・寝台券

博多→大阪i以迄の乗車券 ・急行券 ・寝台券

〔参考〕

は参加者各自で購入願います。 11月15FI< 第 2 日 >

車中の朝食は各 Ｇｾｉ の ｴｊｊｆｬ といたします。

. 2 等交通' a : ( 乗車券) 大阪→有田 1，390円

博多→大阪 1，260円

( 急行券) 300円( 寝台券) 上段600円 ・.'t 段700円 ・下段800円

. 帰阪列車

t，! ] . 多駅発 19.4..8 ( 急行 ・平戸) 大阪駅行 7 .45

1/  20.09  ( 急行玄海) 1 /  8. 28 

21. 36 ( 急行 ・ひのく ( c) 1 /  9 .15  

22 .08 ( 急行 ・桜島) 1/  9 .37 

22. 15 ( 急行 ・玄海) 1 /  9. 51 



営惨波型石綿スレート・大波・小波・大平板

業炉厚型スレート

品静関西石綿煙突・普通品・特製品・火口用

目惨メタルラス・リプラス ( 日米ラス )

関西スレート株式会社

品質日本一

の
日本工業標準規格 :¥0. 1611't 型スレート

ク 1¥0.6500; 症型スレート

，去定不燃材認定番号 No.5009

本 社 ・工 場 尼崎市尾浜手: 竹原 3 5 0

'，'u:，tl; 大似 ( 481 ) 8 8 4 7  - 9 ・7 3 1 0

営 業 所 東京 ・三品・:}' ，占屋 ・r，fj 松 ・広J3



近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ートピ7 ED.

美 し い 床 …

し か も 永 い 間 耐 え る 事 が 特 長 で す 。 後れた製品と

し て 皆 様 に 御 満 足 願 え る 様 、 最 高 め 施 工 技 術 を 持

っ て 弊社でf ( 任施工を致してお 1) ます 。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責 任 施 工)

株 式 会 社 桂 商 会

本社 大 阪 市 大 淀 区 国 分 寺 町 1 丁 目 1 t存地

Z12 話 (351) 6  6  2  5 ・7 7 7 8 - 9

分 室 大 阪 市 大 淀 区 天 満 橋 筋 六 丁 目 1 2  

上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

( ピポ y ト ・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さ い)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 揃 沼 町 l の 4 6 11! 誌布施 け21) '/ 7  I  3  - 4  

東京 ts千代田区神田三前町 2 の お 電 話 車 京 ( 332) 53lO ( 30I)04Q3 



事 務 所

労 務 宿 舎

体 育 館

移 動 教 室

そ の 他

， 

アヲリドーム

ア ク リ ド ー ム は 、 自 然 的 光 を や わ

ら か く 室 内 に 導 き 入 れ ま す 。

ア ク リ ド ー ム は 、 強 く て 軽 〈、

而村良l主 に 富 ん で い ま す 。

ア ク リ ド ー ム は 、 付 属 金 具 と

セ y 卜 的 規 格 品 で 、 広 範 囲 に ご 利

用 い た だ い て お η ま す 。

λ 三 菱 レ イ ヨ ン 株 式 会 社

$  U  ・買 取 町 . . ，を怪 奇R ・ ， Ｎ、Ｎ ， 断 Ｑｴｾめ ｉ tl M (甜1 ) 5 Ml (夫代》

k' 展 望 .， d 民病' " 区. . 之・，. 、， " 僑 朗 自 ピ ル 3 ・. " ，却Z l Z 2川 { 大代1

ｾ ＮＮ Ｎ兎 ＱＦ ｾ ｩｓ ＸｉｩｦＧｪ＼ｐＧ管 区 相 肉 町・ ｾｉＨ ・ 困 ｾｓＮＮ Ｎ Ｉ 電' " 日) 1131 (伐3

式 組 立 建 築

インスタントハウス か ら 本 建 築 ま で .グ

最新の設備と

優秀な技術を誇る

設 業

設 大 臣 登 録 (チ)第4 1 3 3号

- 施 工 ・ 販 売

ウスヱ業停式奮示土

(531)  9351代 表

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 嶋 北 通 3 丁 目 2 の 3 T  E  L(5415  7721代 表

東 京 支l苫 ，!( 京 都 中 央 区 日 本僑 小 舟 町 2 同 7 .(小 舟 ピ ル ) T E L (661 ) 柑 74. 48判

工 場大阪 ｻ 繕崎 ｽ千 葉 Ｈ 酒ＢＢｾＩ名古昼 Ｈ犬 山ｽ
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一ンタI

段 E十 回 避 位 計 工 務 株 式 会 社

製 工 株 式 会 社 大 林 組

， 

l Jl被位l白 大阪市西 区制 1 丁目 115 - 119

:JjI( J也fuW! 1， 480.  166m
2  

品1理法)'Jl l史 鉄 什 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

地 下 2 lIPi  地 よ 8 附

一F冒o>l 守、 判日 31 m， 11' ; 屋高 43m 

l.ll ?拒商政 1， 288.  332m 2  

延 商 品Y 12，485.  939m2  

ユニ 却j 附fll 36.  12. 16 - 38. 7.  27 

r  

2  

- 設 計 者 の 乙 と ば

樹々の緑深い初公園の一角 K ，乙のたび唆工しました大阪科学技術センタ ーは，

騒々しい都心にあっては，まととに: m: まれた環境にあると申せましょう。また乙

の場所は，明治の初年に大阪の産業発展に功あった五代友厚公の邸跡というゆか

りの土地でもありました。

乙乙 K ，関西の産業界，学会，官庁および一般市民が一体となって，関西産業の

発展 K は科学技術の振興が絶対の要件であるとの確信のもとに計画されましたの

が，乙の建物であり ，その事業として次のような乙とが行なわれます。

(1) 産業界と学会，研究所の交流を強める。

( 6 ， 7 階の大阪国際サイエンスクラブがその中心となる)

(2) 技術者の養成と再教育

( 41若講習室，フイ J レムライブラリー， 8 階大小講堂)

(3)  : / f r らしく開発された技術と製品の P R活動

( 1.  2 階の展示室 ，4 階視聴覚室)

(4)  凶内 ，海外の科学技術に関する資料や情報のサービス

( 3 階情報センタ ー，技術セン ター)

設庁|・にあたっては，乙れらの名目 的の姿求をまとめるのは勿論のととですが，建

物i ' I 休が科学技術センターの名にふさわしい合理性と表現を持たなければならな

いと思いました。科学技術の進歩発展は，人類の福祉に貢献するのがその目的で

あるように ，建物J も，その科学的合理性とともに人間的i援みを見失なう乙とのな

いように，材料の選択，色彩の調節には特 lζ 留だ、した次第です。



2.  正面玄関前

ピロティー床ー磁器タイル貼

独立柱

4 0 mm角モザイタタイル貼

各階柱型ーポリコンモザイク貼

: 告ーアルミサッシ ，

グレーペンサーモペン

スパンドレルーアルミ桜貼

3.  サイエンスクラブ ・ロピー

( 7 儲)

1-1< ゾュウタンf A

堕 Ｍ ｾｊＡ ベニヤＨ総レオ ， タリヤ

ラ γ カー) 貼. 一部ポリマ

ープル貼

天井一架形はモルタノレ下地スプ

レッドサテン塗 ，その 他は

布貼 3  

4. 7 階のサイエンスクラブn

ロビーより食堂を見る

食堂仕上

山 一ビニールタイル貼

ｾ 一品 ｵ ベユヤＨ秘レオ，クリヤ

ラッカー) 一部ポ リマ ープ

J レ貼

天 JI' - l111モルタル下地スプレ

ッドサテン塗，その他布貼

13 
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6.  I 階エ レベータ ーホールよ

り展示室を見る

J.l、ー ビニールタイル目占

墜 テラゾープロック貼

天井 ゾノライト塗，ペンキ吹

付

階段手l刊は角パイプ， アルミニ

品ームペイントi I J . 手 111笠木 1;1

堅本，クリヤラ γ 力一仕上

d  

5.  視聴覚室 ( 4 階)

J，l< ー ピノーリューム砧

ｾ ー 有孔ベニヤ板下地 ， ヒダ付カーテン脳

天井一有孔ベニヤ下地，オイルペンキ強

ζ の郎屈は隣室の 7 イルムライプラリーと- ( 4 < となり ，

彼聴覚教育Ｑｃ ｾＱｊｭ される。

正面のレクチヤーテープル ｉｃ は映写機 ， 調光波 ｾｬ などの

リモートコントロールパネルが設備され，オーパーへッ

ドスライドも取付けられている。



7. 大勝堂 ( 8 階) ( 380席)

I末ー ピノリューム貼

壁 一 車ｾベニヤＨウオルナット ， クリヤラ γ カーＩ貼

天井 - 1{ 形，モルタル下地スプレ γ ドサテン塗， その他ゾ

ノライト塗，ペンキ吹付

坐席の待部についている金物は ， 国際会議用のイヤホーン

取付 IC用いる。
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段 針 目 建 股 E十 工 務 株 式 会 社

施 工 株 式 会 社 大 林 組
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ーーー一司酔ー- - - - - 4

圏

1 階 1 . 玄 関 2  玄関ホ ール

4. イン 7 * ーメー シヨン センター

6 耳1 r. n  7. ｾｅ 車場人口

9. 防 御 室 10 運転手飽き信

地 1 ｾ皆 ｬ 駐 車 場

4. lJj IJ} 

7. 'Ji l 草 木

10. 消火縄械:.fi

2. カーリフト

5 食 堂

8  巡転手f主主

4  

l也2 階 1. 冷H耳切機械主 2. 出 御 盤 可 {

3 展示ホール

5. 通 用 口

8. カー リ7 ト

3.  ! l ! 調 機 宅

6. ':，・神t1l .! I直前

9. 倉 院

3. 空 調 機 京

4. m ｾＨ＠ 出 5 発司I 槻ヰィ 6. ;1; ! l<地 引

7 ポ ン プ 立 8 印 刷 市 9. ｍ 除ｾ員宿

10. オイ J レタン夕立 11 カーリフト機械右

4 階 1 ロ ビ ー

4. 映 写 室

6.  ，; 舟附俗室

9. ｾ制 機ＺＮｦｩ

2. ;W 管 室 ＳＮ 特 ｾｉｊＢｾ 自主

5. 7 イルムライブラリ ー

7. 休 持 宝 8. 倉 蹴

3  階 1. センタ一事務当， 2. 中央 コントロール可， 3.  i' i車131

4. 新聞記 E 本 5. 中 継 台 6. 放 送 予

7. t本 恕 本 8. 電話交検室 Ｙ Ｎ 応 ｦｾ 宅

10. 会: 車 窓 11. 役 員 有 12. ｾ 凋機議

13 倉 Ji ll

一一1・E 里 望!!!!!!!!!!!!II .  

越 l

• • • • 

2  階 1. J. H! 示ホ ール 2. 倉 庫



ｪｾ＠

i喜屋 2 階

1. クーリングタワー宅

2. 水 栴 室

1菩鹿 2 階

1. : 1 ! 測機械室

2. エレベータ l聾械可f

t喜展屋上

1. 鉄

山

|ド司;

-

-

勾
，

.

大阪科学技術センタ 一平面図

一

室

胤

段

パ

会

倉

q

o

p

n
v

Q

d

 

2. ク ロ ー ク

5. i J j 房

8. 更 衣 室

1. ロ ビ ー

4. 食 堂

7.  mliJ 事務京

10. 空 調 機 首f

階7  

2  

高富司

2  

3  

3  3  

上2. 昆1.  ｾ羽織械室1喜 屋

6. 笠 羽 織 笠

1. ク ロ ー タ 2. 学会事都市

3. 大阪国際サイエンスクラブ集会宅

4. クラブ事通話室 5. 配 膳 宣言

7. 倉 肱

階d  
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一
一

2
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3. 小 ホ - J レ

6. 洗 面 所

2. 大 ホ ー ル

5 倉 庫

ピ ー

.-:， 

=a 

1. ロ

4. t主

階五113. 倉2. 空 調 室1. 団体市'Jl 1i5当証階5  
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設 計 赤 崎 廻 築 事 務 所

施 工 K K 新 工 務 所

正 面



工事滋所 北 区 末 広 町 31

建築面積 210. 96m'  

床 面 積 825. 00m'  

l 階 162. 10m'  

2 階 21O. 96m立

3 階 210.  96m'  

4 階 210.  96m2  

5 階 30. 02m
2  

Jr  825. 00町1
2

構 造 鉄筋コンタ リート造 . J也

上 5 階姥

附帯 設 備 電機， 給 IJt 水 術 生，冷 時

号，ガス 側 面

1階ホール

19 



智 ｉｾ 寺を叡計して 赤崎向慣

「紙闘精舎の鎖の声 ，:n行無 ';aの響あり」

平家物; mは乙の何でM; まる。祇闘精舎は仏1どが宗

教府軍j を始めて間もなく- T rHJ d' によってM! てら

れたものだが，仏教でのず] 姉の採JTJ は 6 1世紀tJi の

中国華院においてからであり 1 M史的に) 5 ' える限

り紙闘精舎で鎖の声が| 刷 ζ える慌がない。また

「諸行無 !l l J 本米の意味は， rすべての 'Ii 慢は JI 化

する J であり ，ギリシャの rr 学苫がいった「パン

タ ・レイ J と略同思凶と ;巧えてよく ， f Z術は永

〈人生は短い」とのローマ人の知恵にも通ずる。

「人生のもろさ ， はかなさ ｊ を吹くｾＧｪ［でわれわ

れの倒先がとらえたこの古申 rr . 織的に .1干のわ

れわれの生活の中で山める仏教のかなり 1'1. ' i した

地位を去明するものはない。大雫忠也の世界観 Iこ

よれば，' j ' ，1 : i は真理そのものであり ，ア' r! i精神は

仏陀 IC他ならない。「神J は人! 日lを脳越した Ii-.(Eだ

が，r仏」は人聞にとって内在的なものであり ，人

I l 日の存在や行為につらなるものである。 日本の仏

教は封組制度のもとにｾｽ口、してしまい ， それはも

うよみがえる力を持たないかに見える。しかし ，わ

れわれが仏教に期待し仰るものは ，まさに新しい

自作的な倫理であり ，判1や奇蹟を必嬰としない人

本 堂 l凶的宗教であり ，自発的なf ' ) i l j < ではなかろうか。



階

階

集会室よりバル コンをみる

2 階

集 会 室

階

道 路

道

路

21 



本 館 全 景

位計管理 大 阪 鉄 道 管 理 局

施 工 鉄 道 建 股 興 業 株 式 会 社

建築位低 娘 路 11i 駿 沢 町

構造鋭校 鉄筋コンクリー卜造 ，地下 l

階，地上 4 階

建築面積 962. 5m
o  

延 面 積 3.482. 1m
o  

工 期 昭 和36年 3 月 - 37年 12月

( 本 館 昭 和36年 5 月 - 37年 5月)

/Il: 

22 
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当院は大正 9
j

F 2  JJ 7 日姫路鉄道治療所として

発足し附和22年 7)] 太阪鉄道病院姫路分院，東

IC昭和24J 1' 6  ) ] 姫路鉄道病院と改弥され . 27年

3 月fζ はJ t 姫路1' l J ' I T部rf :'i の l 陳を改造の上移

転 J長療を続けていたが. i I ! 物は木浩で在判化に

よる It H ( が仏だしく』肖院設耐i I として不備や不悦

の点が多いので，附有134i !，l;fj から新築計阿がも 3  階

たれ駅地もＱｉ ＱＱ ，ｾ院の隣持地に決定し ， 附和 ＳＶ 年

5 月11 11 起 J: 式を行い矧37年 5 月4 日 ICは本 館

完成. 6  JJ 1211 からみ僚を開始する己とになっ

た。 ι 鋭利目は内科， 外科， 限付，耳鼻眼喉

f f . 樹件。病i I 、は58川、である。

当病院は . C れまでの 旧い病院につきまといが

ちな情い ，冷い感じからの脱却をはかり . iNl需

な. IgJ るい ，気持の良い病院として I ｩｎｾ な 他

築J巴と近代的な設 ((ij の允% 及び周聞のF型t曹盤側

ｉｃｾＨ 点をおいて投計されたものである。 Ｒ 階

玄 関 ホ ー ル

ホ ー ル

手 術 屯

階

51 

配 置 図

23 



建築の眼

.  煙をかぶろうが，かぶるまいが…・・

ある産業配置の座談会で= 怠る経済の先生はとうおっしゃった。 r西風で: 住民が煙をかぶ

ろうがかぶるまいが，堺臨海開発は，経済の見地からは必然であった。 J と。経済の論理

を押し通せば，住民の福祉は無視できるというワケである。

乙の時には，すでに煙害が起きるととを無視し， しかも貨物輸送を既存の細い道路に依

存しているような開発が誤ったものであるととは， 私たちの聞では; 常識化 していたはづ

だ。それはいわば空間の論理の一つである。伴い経済学博士の口から乙ういった空間の論

理を無視した ζ んな言葉を聞 ζ うとはゆめにも思ってもいなかった。 ζ の先生のお脳の弱

d1J目減，反人間的な ζ とを堂々と 言われる大いなる勇気K 感じいる部HC，私たち建設関係

者は，もっともっと 、空間の論理全般の常識化lζ 努めねばならないというととをつくづく

感じたものである。 ( UT)  

. 裏 方

芝居の世界と問機 IC，一つの建築を実現するためにはいろいろな「裏方」がいるもので

ある。ひろい窓味では彼も「建築家」の一人であろう。しかし彼は設計者や盟主理者ではな

く，見積りや施工の技術者でもない。といっても彼はべつだん特殊な建築屋ではない。ち

ょっとした現湯なら ，たいてい彼らの一人や二人はいるものである。彼の仕事といえば，

まず設計図や仕椴畜をたん念に調べあげ，図面の不足や誤り， I食い違いなどを発見すると

とから始まる。彼はそれらについて設計者や監理者と相談し指示を受け，自社の工務主任

と打合せ了解を求める。下請け技術者を l呼び工作図の詳細図を検討し設備工事の関係者

と会社建築工事との調整を計る。工事K つきものの設計変更も彼が処理し，工程に合わせ

て多くの施工図をどしどし現場にながしてゆく ・乙うして工程表と実行予t ' ;OCブレ ーキ

をかけられながら，一方では設計，監理者の要求を満足させねばならない彼の仕事。しか

も彼自身 ICは何の決定権もあたえられていないのが普通なのだ。工事が終りに近づくと彼

は労苦の結果を唆工図にまとめあげる。 |情れの完工式の当日 ，おそらく彼は他の現場で，

新しい図面と取り組んでいるだろう。彼は工事の中心点で: 活躍した ， しかし決して「主

役」ではなかったのである。 ( 0T)  

- 現 場 の 宿 命

ミ移動する工場ミともいわれる建設現場の宿命として手工業的部分の大きい点があげら

れ，乙れに対しては徐々に改善の方向が指示され対策が実行されつつある。しかしながら

さらにもう一つの宿命である野天作業に対する方策はほとんどといってよい程等問視され

ており ，社寺の営造，あるいは炉の築造などの際に小屋が架けられている程度である。今

後建設の工程はますます工期の短縮を要求され，われわれは否応なしにミ雨ミと対決させ

られるであろう。また ミ建設産業の近代化ミという大命題 IC沿う意味においても雨天作業

は避けられねばならない。天候を左右する大きな力の創造はわれわれの分担外かもしれな

いが、雨泌をしのぐ巨大な小屋架は立体匁構やプラスチックドーム等々の新しい技術です

でに可能の段階にあると思われる。ただ問題はその仮設的性格であろう。しかし乙れも乙

ζ 数年間のいわゆる仮設工事の進歩を思いあわせるならば，夢物語ではないのではなかろ

うか。 (0 y)  

- 伝 統

明治以来今日まで，近代的な意味で伝統の価値は，ほとんど、が西欧人の判断を土台とし

ている。外国人が日本的表現 IC今まで見たととのなかった美しさを ，そ乙 iζ 見出した乙と

は，彼等にとっては，たしかにすは、らしかった。しかしわれわれは彼等が見る場合と同じ

プロセスを歩かなければならぬととはない。われわれの立っている場所，その出発点の相

具を認識し 、押しつけられた価値を後生大事にするのでなく，抵抗し異質の創造を忘れて

はならない。明治の先覚的芸術家は，伝統を否定し，否定し続けて，なおその作品のj底深

く流れる生命が真の伝統である乙とを悟った。日本古建築に非常にすぐれた作品を残して

来たその巻IC，モダン化した社寺建築や，民芸懐古調の建築をみるとき ，もう一度振返っ

て伝統の窓義を考えてみたいものである。 (KK)

本号と次りは左記の執筆者が担当します。



• 1階エレベータホール

ム

園中央監視盤

日本生命保険相互会社本館

空 気 調 和 設 備 工 事

衛生・水道設備工事

電 気 設 備 工 事

電 話 設 備 工 事

三 機 工 業 株 式 会 社



先立n
源、 寺

般 針 赤 崎 建 築 事 務 所

施 工 株 式 会 社 新 工 務 所

‘ ・剖

智源寺の建築について 株 式 会 社 新 工 務 所

当寺は慶長五年の創立で ， 御本帯は ｾ ｻ ､ｻ 円割 Ｑ 作の釈迦如来が安

置されます。大阪でも，かなり古いお寺でありまして，境内の

一隅IC附令不明の公{ ，f i lhl の古木があり ，苔むす古11 ¥が数多く ，

それを lft 傷するととなく工事を迎ーめなければならない乙とが飽

工者として特別に配l直せねばなりませんでした。組物は鉄筋コ

ンクリート四階旭延坪 250 坪で，昭和37年10月13日儀式による

iI 厳なる地釧祭が行われ. 3811' 6 月末に完成を見ました。 i被災

iii 興の健司Eとして大阪の一刻に赤崎先生の誠 ICすぐれたど設計

の安を日々仰ぎ見る乙とができますのは ，施工者といたしまし

ても大変うれしく存じている次第であります。
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来斤 し い

空 気 調 和 設 備 特 集

1 空調設備計画 j: 安氏? r i

2 年間空調方式 ! テ ユ ア ル ダ ク トブj ;:¥'; /  u 往

U  スリー ・パイプ ・システム/ 大熊芳郎

照明空調合成方式 木 村 建 一

フレンガーシステムとテトアルワカーテン

柳 IIIJ 政之助

空前方式における設備費と経常資

-・・

、



空調設備計画について

近来わがl l ¥1 における空調の進歩発達には目を見張らし

めるものがあり ， したがってそれが研究も異状なる発達

をきしつつある現状である。 第 1 図は川崎市にある三機

工業中央研究所で，悠者は過日第 2 回目の海外視察を終

えて出IH司したばか りであるが，欧州l乙は空調と称せられ

る設備 らしきものはほんのわずかしかなく ，施工率や知

識か ら 考えると空測に関する限り世界 ｾＵ 2 位は日本であ

る乙とは臼信をもって断言できるのである。そのためか

一ヵ年前に手続して「単身訪ソ」したき旨のソ述への申

し込みがーヵ年余り音さたなく経過せる今 日ようやく許

可となったが，その許可条件に ，i jl 者l乙「ロシヤ」語lζ

て空調 lζ 関する講演をなすべき旨明J己しであるのは，ソ

述も口頃空調の不必要から生ずる研究も幾分でも補わん

とする; な味もあるのではあるまいか。

本編l立学翌II を省l絡し建築設計者がその設計 lζ 当り ，常

識として知っておいてもらいたい空調の若干注意事項を

記したつもりである。

理

担

温

度

t

; . 6.  

a問

三機工: l 1 株式会社' i iiJJS取締役

京大講師 ・工学問士

緒

ごム

J 口虎安守

早H f . 温度じ

W 2凶 tJ<迎イJ 効温度図 (A .S. H.V. E. Cmde，1932l  

Cond i  t i ons Ｚ 一風速 ＵｾＸ m/mi n  

Si t t i ng on  Chai r  

Ｓ ｾＸ＠ hr s  St ayi ng 

Cl ot hi ng  

建築構造に影響する

空調設計の予備知識

第 1 節

A 設計条件の基本事項

。室内外の温湿度

人が室内にて快感を感ずるにはI，¥;t皮，湿度，気流

の三つの条件の適当なる組み合せが必要である乙と

は今日の常識である。 第 2図 は c. P.  yoglou と

Dri nker の共同研究の研究によるもので， 図の如く

風述，状態，滞在H寺問，衣服の条件がついている。

b. 夏季の快感状態

乙れによると米国κ ては，; U季室内快感有効温度

は 18 .9 _ 23 . 9
0

C 宇 24
0

C ( 実用) ，関係湿度3 0 - 7 0

Mキ
5096三 機 工 業 中 央 研 究 所W l 図
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n木lこでは室内快感有効温度 ＲＳｾＲＷ Ｐ ｃ キ ＲＶ
Ｐ
ｃ

1/  1/  関係湿度 5 0 - .609ぢ宇5596

c 冬季の快感状態

米同 tc ては冬季室内快感有効i，TI，lt

17 .2- '21.6
0

C 土 20
0

C

M 関係湿度 30- 7 096宇 6096

円水! こでは冬季室内快感有効瓶度

18 _ 1 9
0

C宇 18. 5
0

C

11 関係湿度 50- 7 09ぢキ6096

日空気の汚染

室内 [ζ 人がいると空気はいろいろな原肉のため汚染す

る。

。人体より発散する熱量ならび‘ lこ水蒸気のE

人体より発散する熱ならびに水蒸気( 汗) のfEは

第 3表の如し。したがって床 1 m

2

当り何人を予想す

るかは空調設計の最初に定めるべき問問である。

b 屯気日立具から発散する熱Ei

屯熱 1  k W= 860kca l  

包灯の発熱iii タングス子ン 860kcal j m
2  

(床i百万' 1)

蛍光灯 930kcal j k W  

昨今照明度は 300- 350
i ノレタス」で発熱邑は2 5 W

j m2_ '3 0 W j m2  
! c 相当する。ただしW

は
Wal t ，m2 は

首¥3 表人体より発生する熱および水殺気の岳

( a ) 人体表而より放散する熱五t kcal/h  

|  体 表 面 積 1. 81m2
I  1. 5m

2  

作 業 の 程 度 1- - - - - - - ，- - - - - - - -

| k c al /h  
I  

kcal/m
2
h  

I  kcal f h 

安 静( 静坐) 96.8  53.4 80. 1  

安 静( 立位) 108. 6 ω  90.0  

歩 行 ( 3 k m/hr ) 191 .4  l(お 159.0 

グ ( 8 k m/hr ) ω7. 6 352 528. 0 

洋 服 仕 立 121.5 67 1
∞5  

く つ 製 造 166. 6 92 138.0 

大 工 Ｑ ＹＲｾＲＴＲＮＶ＠ ＱＰＶ ｾＱＳＴ＠ ＱＵＹｾＲＰＱ＠

金 鼠 ヱ 217.2 120 180. 0 

塗 り 師 ( 家 只 ) 220. 8 122 183. 0 

木 ぴ 11 452. 8 250 375. 0 

( b ) 人体よりの熱および水深気放散Et kcalル

|  

鵬 湿 度 2初脳0脱箔

|  
有効泊皮 18

0
C I  有rw，阻j胤翻度 1沼8

0
C

乾E掠ま』泊E日l皮 2幻i

。
C 1  乾球鼠度 I凶8

0

C

全 放 熱 抵 k同ω C叩ω a剖州川1ν叩 刷/ハ州
hl"

I  
1
∞ I  

1∞ 

水蒸気j似世);t g/hr  

内 訳 { 呼気托よるもの

l 皮肉

殺すEによる放熱fi t kcal /hr  

f fiji)<1によるもの

内 訳 { 皮附 11 11 

44 .7  

25.7  

18.5 

10.6  

{ 101 

0.5 

床面積。

c . ガス器具の発熱品

コーヒーアーン 容積
1. 9 ( 立)

発熱i U:
1， 250kcal j h  

1/  11 ｾ積 ＱＱＮＴ ( 立)

発熱量 12，600kcal j h

d. 太陽熱の影響

壁，屋根を通過する太陽熱の昆は多量に達し，冷

房の大きい負荷となる。とくにガ、ラス窓を抜ける直

射太陽熱は冷房負荷の最大影響物で- l J ! ガラスは-

ill ガラスの約 2 倍の「ロス J がある。一般には「カ

ーテン」または「ブラインド」を用いて
20- .30必位

「ロスJ を下 げる。

e 人の呼吸による C O
2 のJ首加

ベッドで休養している大人の".1: ! l ¥する
C O

2
の位は

0. 0118m
3
j h  

3 .2kmj h で歩いている大人の ILI 出する C 0
7の日は

0 . 0396m
3
j h  

f 臼然Iζ 浸入す る外気のための熱損失

室内外の空気の入れ替わりに伴なう熱損失もその

つぎに大きい。今一般に用い られている乙の換気誌

は第 4表の如し。との品が判明すれば熱損失ilt Qi  

( kcalj h) は

Qi=主0. 3V  (Oi - OO) 

v=室の大きさ m
3  

第 4表 ; i i の l当 然 換 気 fl1

部 屈 の 額 類

I
Ideal  Fi tt er  

I  
Guide  

I
三機工業

一 側 が 外 気 K !ili lfl せる3 !

両側 11 1M'  1M'  

左

ｾまたは出入口のない室 ＲｾＳ＠ %  

の

1: I地 ホ ノレ ＲｾＳ＠ $  

通

応 核 2主 2  2  

f.i) 11U  Ｑ ｾＲ＠ 2  

食 :hl ＱｾＲ＠ 2  

浴 安 2  

第 5表 室 内 の 許 容 騒 音 ( ホン)

箆

l
段小|平均( 辰夫

1
室 In小|平均|段大

録 音 ス タ ヨ オ 10  14 20 病 院 25 40 55 

放 送 ス タ ジ オ 10 14  20 教 室 30 35 45 

住 宅 ， ア パ ー ト 33 40 48 図美料術館館

， 博 物 館，

30 40 45 

劇 場 25 30 35 公 共ru物 ，郵 便 局 45 55 60 

映 磁 曲1 30 35 40 11< 廷 30 35 45 

公会蛍 ，割 ｩｾ 会場 25 30 40 デ パ ー ト 40 50 55 

教 メ<a 25 30 35 レ ス ト ラ ン 50 60 70 

個 人 事 i f 6 所 35 43 50 銀 行 50 55 60 

一 般 司I 務 所 50 ω  70  エ 場 65 77 90 
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Oi. 0
0 室内外の視度

g. 騒音

第 5表は米国における昼間執務中の許容騒音であ

っ て， 夜間静粛を必要とすると乙ろにては ζ の ＵＰｾ

7096の値が許容量とされ，また神経質な人や安眠の

ためには乙の40-. 6096の値がEE求される。 しかし実

際は乙の値は低過ぎると考えら れる。アメリカ人は

騒音に対 し感覚がにぶい。乙 れらの騒音を消すには

消音器を用う。高周波を消すには第 B図の如き高周

a . 内 * り グ ヲ ト

｢ セ ｊ レｾｾ 11'j if ｘｾ＠

ｭ ｓ ￟ｉ町内政 ｩｲｾ i'y Hft 

放 ｩｬｮｔｾｻ を用う。一般にダク トの内 部に ｬ 吸音 材を用

25 

20 

う。低周波を消音するには第 7 図の如く ，背の反射 15 

と干渉を応用したものが普通である。

E 士二二ご

て ーー全土当事生 ｊ 援し ］］］ｦｴｾ 協扱
2 M  Id  ..，- 0  

ｩ 二 コー ］ｲ 一 二 三ｲ］ ］］ ｾ ￯ 一寸一

ト一一 1011

m7図 低 周 波 消 世 間

第 2 節 建築に関係深い諸項目

A 空調を設けんとする目的

。三つに大別

・一般事務所，貸ビノレ，ホテ J レ，学校などの如く ，

人の居住を目的とした建物 lζ あっては在室ずi' の快

28 

適，保健，能率向上を目 的としたいわゆる暖房，

冷房方式の空調

- 生産工業lζ おいて製品の品質を高め，また工作工

場において仕上げの精度向上を計るための空調方

式

・保管倉庫において防{ i i';- を目的とした空洞方式

b. 空調方式の種類と決定

空調方式をその構造で大別し，その特質をあげる

と，

空 調 の 郡 類 |

グ ヲ ト 方 式 |

( 中央集中) I  

ユ ニ コ ン 方 式 |

( 倒別方式) t  

特 質

完全な温湿度調整ができる

故障少な〈取扱い平易。

空調のなかっ た建物にも後 日簡単1<: : 4! 澗を取

付ける ζ とができる。 個別 1<: 初節でき ，低限

である。

ｃＮ 空調設備ｾと ζ れにともなう設ＱｩＱｬｩ 言 ｉ Ｇ ｪｩｬｬｪ

最近 10年聞に三機工業 ( Cて施工せるものの統計を

示すと 第 8図のどとし。

床平方米当り単価( 千円)

2000 3000 4000 5000 6000  7000 

寒 冷 暖 房 延 床 面 積 m'

ma図 各 ER 冷 暖 房 装 官 設 備' f 1. の 比 較

B 建物と空調の関係

。乙れ らの占める床面積

建物の延而砧と機械室の割合は第 9図のごとくな

る。

b. 維持政

Ｊｲｲｾ 持政もまた設備の 方式を決定する 一つのｾ 一系 と



( 必裏目的事項)

定力，水( 地下

水) 有無のため

太陽熱の Ｉｩｾ 鰐，

風: i i l i の影響を調

べるため

ーヵ作を通じ，

風のl次く方向と

風速は煙突の位

置，排気，空気

取入口の位置決

定に重大な役割

をする

将来のi科改築の

参考のため

冷却j答，;Wi τ の

要，不豆

熱損失の計算を

行なうためで，

たとえば一枚ガ、

ラスは 5.37kcal

/m
2
h

O

C だが ，二

枚カ山ラスは2. 55

kcal /m
2
h

O

C で半

分である
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機 械3，とは次の空調刷機 誌 を 設iE して

ある3 f をいい 、 ダクトン守 7 ト、パイ

I プン刊 7 トな ど は 古 ま れ な l ' 0  

冷 凍 機、 ポ イラ ー
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b 竣工のl時期

空調工事期閣の長短も建物の峻

工，構造lζ 影響する。また春，

互，秋，冬，いづれに竣工する

かは北海道のどとく極寒の地で

は大変影響が深い。

B 将来の問題

将来増築の有無は空調方式その

他に影響する。

。増築の乙とがあらかじめ判明

しているとき

風道，配符は将来をあらかじめ

見込んで太くしておくのがよい。

また升水，水道 ，屯力，石炭/ ! l l ( れ11

1判) などの位置，大きさも考Iむに

入れておく。

また機械室の位置も ｬ 斜築を考 ｊ｟［ｾＨ

し，将来移設または二，三ヵ所，c分散させぬよう設立|し

ておく乙と。

首¥9 図 B ! 物 の rut 而 前 と 機 械 主 の 大 き さ の i'pj 作

たと しこの点では

1. ¥11動機的使用車を80% と仮定

2. - '1' 1111の冷媒の消耗I誌は初 l叫チべージ肢の10%

3. 1t- 水 は - r . 心地下ぷがmられるものとしと

4.'" イラ一 、燃料は石 ii:. を拡都とし "' 6.500と仮定E

5 従串n一人町貯金 IJ.'I'. 品J ￥1000/d. y と仮定

Ｖ 補 修 刊は 設備 ｦＧｾ x O  . 5%f ycol r とした

7 本町IdI i 怖は Y251l't とした
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tr¥10 図 EEi t l 品 目 路 方 式 の 維 持 政 ( 経 常J'I) 比較主主

なる。

第10図は数Aの方式の維持賀を比較したものであ

る。

要ーするに建築の設討に当り，あらかじめ空調に |刻する

大まかな計画を立てておくととは大変必要であって，中

途で空調の計画に変更が起乙ると，

0 機械， ｾ Ｎ ｾ只の寸法 ， 大きさ，容量が変更になるので

ムダができる。

0 風道，配竹ーの寸法変更も全面的な「ロス」となる。

乙れら空調の変更を最小限 ( ζ|喰い止めるには建築企画

の始めから以 上 の件を参考とするとともに，そのｻ， Ｑ￭ｾ 空

調専門家の; む見を求ぬておけばよいのではあるまいか。

.::;..6‘ 

E岡市吉

その他建築企画の参考

とすべき諸事項

第 3 節

29 

A 建物の立地条件の問題

o  J J l 物の立地条件

建物日 I'jillj につぎの如き立地条件を勘案しなければとき

に失敗を招く乙とがある。



年間空調方式その I
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デュアノレ・ダクト方式について

日建設計工務株式会社

大 阪 事 務 所

は じ め に

最近では，; Q涼しく ，冬l暖ければよいといった考え方

から一歩進んで，中間の季節の室内環境状態にも関心が

向けら れてきている 。

これは，外郎騒音の侵入を紡ぎ，また隙間風による空

調負荷を減少さすために，ヱ ア ・タイ トなサッ シュを用

いるとともに開閉できる窓の面積が少く なって きて，従

来のように窓を開閉して， 単純K. 室温の調整を計る乙と

ができにくく なったためでもある 。また，例え窓が開閉

できたとしても，風によっ て事務の邪魔をさ れたりする

し， さらに現在のように都市の空気の汚染のいちじるし

い状態では，外気をなんの処理も 行なはず，室内に取り

入れる乙とは，保健上 も乙のましく ない。 ( Nー ビ J レの

測定結果によれば，処理さ れた室内の浮遊座決数 500-

200 ケ/cc 程度であるに比して， 外

気は 2，500 - 1，000ケ/cc 程度であ

る)

一方，照明 ・事務機械等の内部負

荷のi也大で，冬季でも|暖房を必要と

しな い室ができた り，また窓、ガラ ス

而I立の大きい部屋では，日射の影響

で Ｍ ｮ の内でも ，冷 ・ ｼ 殴両者を必ｾ

とするものがあ ったり して，冷房j切

一中間Jlll - 暖房期といった区分すら

りH艇にでき ない乙とがありうる。

このような条件が，不利に組合わ

されている雄物では中央単一ダク ト

方式で処理 しよう とすると，系統分

けが非常に複雑に なったり ，また，

ウェ ザー ・マスタ ー， ファンコ イル
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f非主i

一一
外 ｾ ｪ Ｉ 収 入 u  

等の7 ] < 空気方式で行な うときは，単lζ 冷iffi t水の iJ iを必司E

lこ応じて制御する位では解決のつかない乙とがある。そ

の上中間期の冷暖房の切り換えが大変である。

乙れをもっとス ッキ リと解決するために，極々の方式

が考えださ れている が， オーJ レ・ヱア方式 l乙対しては，

これから述べようとする デュアル ・ダク ト方式がある。

デ ュアル・ ダ クト方式

空気調和6*用綴械室より ，二速のダク トで，未町Mの各

室または各ゾーンまで，温度の異る空気をiiEび，それを

各 々の熱負荷IC応じて，適当な割合で混合して吹きだす

方式である。その際，混合されて室内 lζ 送り込ま れる空

気のiEは一定である。

下図にその代表的なサ イク J レを示す。

リターン 7 7 ン

，--.  

C  

リターンエアーダク ト

サプライダクト

(i:，'.l 

サプライ ダクト

(冷)

ミキシ ングコーニ ット
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参考例 1 外 壁 窓 台 廻 り l次 出 U ダ ク ト 配 色 ・ 図

乙の方式において，高ilil，fill) および低温側の空気の温度

と室内への供給空気品を適当に選んでおけば，乙のーつ

の系統で冷房と暖房が同時にでき ，ゾーン別の操作や，

季 節の変り目 κ 迎転状態を変更する必ｾのないことは明

らかであり ，年間空調方式に適している乙とがわかる。

ュアル ・ダクト方式を用いた場合のその他の主な長

所はつぎの巡り。

(  1  ) 空気調和用諸設u / l iを何ケ所かに集約出来るから保

守 ・迎転が容易である。

( 2 ) 空気調和を行なう室内 lζ ，7l< . 蒸気 - fE気等の配

告を行なう必要がない。

( 3 ) 中悶j切のク ーリ ング lζ 外気を利用できる。

( 4 ) 他の方式を無理なく併川できる。

( 5  ) 極めてフレキシビリティに富んでいる。

採用の際の注意事項

デュアル ・ダクト方式を用いるときに注怠しなければ

ならない点は，つぎのi湿りである。

(  1  ) デュアノレ ・タクトにおいては，冷却L両ダク ト中を

流れる風量の割合が変化するから ，風品変化lζ 応じ

て削 l寺システムのパランスをとるための手段を講じ

なければな らなし、。その方法としては，個々のl次出

口，または個々のゾーンどと， 32. するに各末端での

ユニァトで流昆iljl) 御するのが最適の方法である。乙

の装置へは二本のダクトが取りつくので，そのおさ

まりには充分の注訟を袈する。

参考例 1 はその部分の一例である。

( 2  ) 窓台式，天井吊式にかかわらず，ゾーニング上 ど

うしても必要となる場合以外は小i Csのユニットを

多量に用いるととは避けた方がよい。そのような設

計をすると設備1 ' ( が非常に高いものにつく。

またユニットは冷l殴両商法メイン ・ダク トにでき

る限り近い位置! と配置する乙とが乙のましい。

(  3 ) ダクトが一般のもののように一本ではなく ，二本

あるので，スペ ースf均的1)*、句が多い。またスペ ースの

点でメイン ・ダクト等はどうしても日. i i l i ダク トとな

るが，ζ の高迷ダク トについては，l'(J'，圧j11失，温度

変化， 騒音等についての充分な算定資料がなく ，ま

た胞工技術も( 殊に矩形タクトにおいて〉充分とい

えない点があり ，それに対する考l必を裂する。

( 4 ) 年闘を通じての熱波、の確保についても考えておか

ねばならない。夏季ヒータ ＭｾｉｉＩＡｃ 冷凍機のコンデン

サー出口よりの水を用いる乙ともJ5- えられるが，中

間j切においては( 顕熱負荷が少なくなるときにおい

て) 湿度制御の点からは，温風温度を上押さす乙と

がζ のましいにもかかわらず，冷却水山口市i度は充

分な程高くならない点に難がある。

設 計 例

終り IC;設計例を一つ示す。乙の建物は一般的な本社ビ

ノレでーある。( 参考ー炉l参)110

小容並のユニ y トの使用を役員室等の個室K 限り，一

般事務室部分は，各ｼ賠ごとに外 ｊｾｾ 市と内郎とにわけ ， 外

周部をさらに方位別にわけ ， 各々を大 ｾｩｨｬ のユニッ ト で

扱うようにした例である。乙うするととによって，混合

ユニットの数も少なく ，二主rr の高速ダクトの部分は主と

してメ インの立上り 部)l C限られており ，デュアノレ ・ダク

トの特長を生かしつつ，その問題点をかなりカバーして

いると思われる。

〔文 献〕

以上簡単 1<: デュアル ・ダクトの 一般慨念的伝 ζ とのみを述べたが， そ

のl l l ! 論的解l I T，および' s . 際の設計については IXの文献等を容! 関されたい。
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1956)  

2， Contr ol  of  Hi g h  V el oc it y D oubl e- D uc t  Sy s t em :  

by  H. W.  Al yea.  (H .P.A.  C  A ug ust 1957)  

3， Hi g h  V el ocit y  D ual- D uc t  Sy s t em f or  Mul tト Zone
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A por i l- Ma y  1958) 

4， Ai r  Condi t ioni n g  of  Mul ti -Ro o m Bui l di ngs;  
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年間空調方式その I
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スリー・パイ プ0 ・V ス ア ム
仁I.-i>:，t作 工 業 K K技術部長 大 熊 芳 郎

i成近，大規伎の建築物が年とともに ifi えてきている。

乙れらは年閣を通じて空調を行なう場イラ，暖房と冷日を

同 ＱＱ 与に行ないたい場合がしばしば起乙る。外気 ｩｦｵｴ 度 ｉ ｾ ｉ

[H，その他絶えず変化昔る室の内 ・外部のf . l 荷の変動な

どに応じて室内温度を一定lζ 保持するという乙とは，囚

刻lな， しかし必裂な JKLで: ある。現在乙れらに対していろ

んな対策がとられている。温温度の指示J己録，そして監

制活i からのバルブe の操作など， しかしとれらのブ ｾＮｩｴ によ

ってもなかなか好結果がねられぬ上lこ設備1'1がlfl す乙と

になる。

スリーパイ プ システムは上 ［ｾ Ｇ ｇ の問題点 、 を ， デュアルダ

クトシステムとともに，ある程度解決するにはもっとも

過しているのではなかろうか。大規fAな必物内をj句・な

必求椀伎に ｾｬｩｉｊ Ｑｩｬ ｬｬ するだけでなく ， ファンコイルシステ

ム，インダクションシステム ，デf ュアノレダクトシステム

ｬ 乙 ｦｊｕｉｊ すれば維持政 ， 述 Ｇｉ ｩ�［ｾＧｩが少 ｴ ｊＮくてすむ。だが ， デ

ュアノレダクトシステムは，数年来乙の国でもいろいろ検

川され，計画され，そして胞工され，すでにあち乙ちに

jffi'l i t ; されているにもかかわらず，スリーパイプシステム

は引在まだ胞工されていなし、。米国でもデュアルダクト

システムに比べ，新しく最近注目を浴びかけているシス

テムで，まだわが国では充分検; ，1dれていないようであ

る。乙のシステムは ，A ・い Iv¥c F ARLA N CO. ， IN C のノ f

テン トになっていて，現在米国だけでなく ，欧州まで普

及しつつある。乙の杭を起すに当って，まだ充分| 尖，ij が

お了したとはいえない現状ゆえどうかと思ったが，A .  I  

・McFA RLA N からの資料とデーターによって検，;.1 した

粘来を心してみる。近い将来. 冷iJJi( ，熱並立関係な らびlζ

コイ J レなどの機25の改良も検討され，早急l己実現し巡転

データー ，その他乙の国での: J ミ続も知らされる乙とだろ

つ。

ス リーノ f イプシステムとはと、んなシステムなのか，簡

単に説明すると 第 1 図の通りである。

各ゾーン内で所要の温湿度を得るため，各コイル入口

で異なった視皮の水を自動的に混合し，要求lζ 応じで送

気温度を変化させ各ゾーン室内の温度を保持し制御する

のが目的である。すなわち各ソ・ーンにおいで '':(;1ζ 適正水

t. H  1 凶

ｉｬｬ ･ ｬ が ｩｾｬ り れ，加 Ｑ ，ＱＮＧＱ｜，冷却， ｉ リ ｊｬ Ｎ肢がｩＡＡｾＮｫ ｪｦｦｩ りに ｃ さるとい

うこと である。デュアノレダクトシステムの J;) 介は，冷j孔

とiMJ !U¥を iM介して室内』ζ 送風し，乙の似介空気がI，[jータ

クトで換気として術瓜l するのだが，スリーパイプでは似

合ぶが変わるわけである。乙のシステムは冷水を一つの

がtれに I 1，活保ノjくを他の流れに通すのだが， しかしインテ

リヤゾーンの冷却l とペリメーターゾーンの加熱を同時に

行なう必要がある場合は，潟水はヒートポンプで熱して

もよいし，また必ｾーに応じては電気 ， スチームその他の

熱源によって補助しでもよい。

一般の場合，J j _ 季には混作された循環; ) < をある段階を

ノてイパスして第二のコンデンサーを通しil ，V)<として佼川

する。したがって冷却地のム荷はそれだけ軽減する。乙

の ｩｬｮｬ［Ｉ＼ と ｊ 反発 Ｖ ｦ ｈ こよりｾＡｽられた冷水とを ｲｬｉｍ ド ｪｋｩ 民合し

て活気の所Ｑｦｾｾ点制度をねる乙とが容払にできる。

冬季 lζ は，温水が上記コンデンサーによりねた熱だけ

では不足の場合は，熱交換ＨＮｬｩ ｬ 乙スチームを供給し所ｾ温

度に述するまで熱を供給する。すべて CI 動弁の開閉によ

って作動する乙とができる。

附図 lζ 示す位置にポンプを設置し，冷水，iilit7J くの二つ

の流れをー台のポンプでj氏出する場合，つぎの組み合せ

が何られる。

u  苓. . 冷水および高温循環ノjく

qqm予・・・・ー冷水およびヒートポンプサイクルでコン

デンサーにより熱せられたね氷

冬 季 -冷水および熱交換器により熱せられた温

水，
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.:. (. ， 乙の λ リーノ、 f ノンメ片ム i .jUll-J 心( -、U
1って

.if'b; 会もっとも? 何) 11') に J /. :，ため 1;1:必 j べ ¥/ iがよ) ¥i ! IJ 主

/ . ，。たとえい， 1災保の巡定，これはとくに' ヤ%の配分，

WiF;l/J くの ijl ， コイル 1(li の』没1; 1' ，冷 II! ;l の冷却ぷ{ J 1i H己J早川す

る冷却JiI!!¥l'J をイ"JJ 変| 特にするか，J;;t1VJ!' l!;_を1"1にするかなど

L Hi:'i.t なIMJ: 出といえよう。

T  

説話

u1 2 凶

第 2図は，スリーハイフシステムの説明のために江li と

したサイクルを小したものである。いま似に，冷却日誌の

11 '，1 I/K刈 ( T
J

) を 7

0

C ， コンデンサー 11 '，1 1/]<，;，¥，¥ ( T 2)  

を ＳＵ Ｐ
ｃ ，冷 ｬｊｊ＿ｾ より脊われた熱を ＱＰ Ｐ ｒ Ｎｔｏｎ と似〉とし

たル;fT，コ ンプレッサ ーの所 t! k WはがJ 75kWというこ

とになる。もしjJ ，'i I T; ; ポンプ lζ 5 ｫｗ 必ｾとすれば ， コン

デンサーを ｪ｡ｬ す何時ＯＱ＼の制度を冷却ｾｾ 11 '，1 1/1<1[，，¥とI"j ーに

するためには，泊二の熱交換おにより: . : 1 ¥を取り L らねば

ならぬ。その熱μ; は，

(75kW十 5 k W)  X  860kcal / k W 

22. 7R. TON 

3. 024kcal / R. TON 

この ｪ 必介の ｪｬｍ ，［Ｇ ｬ で ー 般にＲＱＺするポンフのＡ日ｉｪｽ ｊ を ｾ［ｉｊ にし

て与えると，冷却J2Hより除去される主任と， コンデンサー

を経て然災倣ＺＱｾて除去される余剰然との比は ， 約 Ｕ ・ Ｑ

となる。以上は特徒の純I l H内て lji 段11訂正総ii l &むを採用し

たＧゼ， ｊ ， ｩ ，Ｉ渋川の ｪ Ａｅ伝 ￜＱｾｪ がピークに ｩ 主した ｊＱｊ 介の働さを周 Ｑ

" 命的[ 己分l J j' したものである。

っさに， もし冷却ｾｾを ＱＱ ｾ るノ ｪ くを Ｗ
Ｐ
ｃ とせず ， ｔ Ｑ の ｪｬｬｬｾ 肢

を T
3 の11，，¥&より 2 ， 3 & 以下とすると ，当然コンプレ

y サーに白石Iがかからなくなり， したがって第二の土品交

換以 lこより除l ょする然は lii j.i!sの T l で 7

0

C ，T zて35

0

C (こ

比べていちじるしく下る。すなわち冷 IJ<とコンデンサー

の ＱＱＧ ，Ｑ ＱＱ Ｑ ，，｜水の百 ｬｴ ぷ仁左を少なくすると ｾｾｾ ｩ［［Ｇｌ I乙対する. f ' H; 1が

それたけ下る乙とになる。もし，乙のえE低サイクノレに少

し変* しでもぷ支えない花皮の余総があれげ，コンデン

サーおよび冷却11;; の伝?!¥f: . . . I(li を拡大できるし ， ｬＡ ，ｾ￟［Ｇ ｉｉｊ＼Ｚ 止

をj刊すという乙ともてきる。また T l およひ: T " の2: 三を 2
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• Ｓ ＱＧｈ りえになる ｫ うにｾ￬，ｊ飢し ， コンノレッサーにかか

i，j il (;;j を 100 '".10 止で11"' 1しr とすると ， ｽ， ｾｩｲ ，ｾ処珂Ａ能ノ ｊ は ＱＰＰ

R. TON 以上となり， liijili の比ヰ，; 5  1 もずっと大きいも

のとなる。

冷/)<;r，;¥皮 7¥が 13

0

C，泌合ノ，) < T "が 18

0

Cの45J や?をJ うえで

みると，もし伝熱市iを効率を上げるよう工作し，コンプ

レッサーにD. 荷がかかるようにして充分な/ ) < : ! . u : を循環さ

せ，冷υ} U1; 日がピーク H告の約 3 分の 1 の程度の場合は，

こつの士号しい& 伝段階から なる冷却]波itt の ・段| 純だけで

l' F1YJ するわけである。どんな冷却装自のサイクルにおい

ても［ＡｾｾＶＺ ｩ と桜縮誌のサイク ｊ レの差が縮まると， ζ のサ

イク J レのIi 包 ) J は上 りサイクル& 転l乙2f : する 1i! J ) J は減じて

くる。以 上の よう な Ｑ￬ｾＩｊ の ｗｉ 大を ｊ ｉ ・るためには水冷却 Ｑ 総

およびコンテンサー ｉＩｾ の Ｑ ム非 ｾｉ￺ ｩ を ｊＱ ｙ Ｏｽｊｉｉ する乙とが ｬ￬￭ｪ 提 と

なる。

［令ｩ｜ｾ

f11 3 図

退 l ;iCそ壬

p  

: 守m.

合

No.2  

第 3図は，スリーパイツシステムを示したものである

が， ＡＺｦｾ＠ 2 1::<1のサイクノレと' 人質上はいJ . f みである。異なって

いるのは冷水系統に熱の) J nわる No. l コイ J レがあり ， コ

ンデンサーからの焔/ ] < ，系統に熱を JI ) ( り去る No. 2 コイル

があるというぷである。乙のJ つのコイ J レを泌j f 0する J!li¥

11をコントロー J レすれば， ζ のサイクル lよ仰 2 1';-:¥とまっ

たく| 司綴lこバランスが 11能である。両 ) j のコイルを通過

する空気の1，';1&が ':!J しL、初代に，冷/ ] < " If，V) くの温度差を

小とすればするほど，所t!:!i! J ) J hl は少なくてすむ。

第 4図で典型的なス リーパイフシステム( クロースド

サイク ｊ レＩをぶす。乙のシステムではＡＺｦｾ 31';':¥のシステム

に余点1)分の然を除去するためκ ダフツレコンデン サー (二

_ i l i : J i 1 ¥路コンデンサー) と冷却地を加え，またイ41i: 分の士' ! ¥

を怖うために見交換総をぷけてある。名コイルの1)<入口

IJlI¥にス リーウェイパ J レフ' をi制、J' り，j M水と冷IJ( とを適当

に混介し ｩ 差以制度のＮｊｩＧ ｊ 整を谷弘にしている。釦 Ｔ 凶は［［Ｉｾ



デ＾ＺＮｾ ，Ｎ

m 4 凶

IYJ を郎FIH乙するためにダフVレコンデンサーをもIUr J した}

段ｼ糾の ｩｬｬＧｬ 去について説明したが，令冷却設 ＱＱ ［ＱＱをてｾＧ［しく二

段| 仰こわけ，そのうちの ーつがI j J 附} 切に相当する iげなと

与えた場合，一般の互不におけるピーク時の侠気用に J適

当な外気を取入れた JおfTのその外気負荷と l司じだといえ

るだろう。

さて，循環ポンプによる Jl<hl を A 冷泌トン当り 11j 分を

作jill のこiた以上にした J1，j作( ただし三段| 特巡目| 去のうち一-

つは& 転しないものとする) を与えてみよう。もしフル

ロードl時におけるコイル内の ;Ki 日L上引を ー般の拐ののよ

うに Ｓ Ｐ ｃ｟ Ｎ Ｗ Ｐ ｃ ｾＱ 伎でなく ＱＳ Ｐ ｃ となるようにコイルを設

JI すると ，従来の) j i J;，による協介と比べて大きなコスト

の節約となる。もちろんコイルは} J r I %. ! ¥にも冷却にも同じ

コイルを使用できるわけで，また同級にフルロード時の

所t : ノド品が小となり， したがって設備ｾは低減できるこ

とκ なる。もし， これがフノレロードを処沼! するように正

政 lζ 設計できたとするならば， コイノレは全部 100 96の冷

水をjill す乙ととなる。

も い コ イ ル の rt(ζ 安全本を只えている場fT，あるい

はit 物のー ) j のfillJ で太陽熱のJ F汚をうけ ，他IIl iではうけ

ないなどのl'li 山でソーニングを行なうとかの拐のには，

ｪ 以Ｈ， ｊ けられた ＫＺｾ｜ｩｦｬ Ｎｩ サイズよりノえきいコイルの印刷レミノレブ

は，コイル| 付の冷水量を若干減らし，温;K系統から若干

机 ;Kを引き込む乙とになる。

｛ｪ｟ 守主 ｪ 山忌 ｉｦＧ は ， 第二の熱交換総からｾＺＡ｜が ｊ 卜ｊ }JII ;される ，

すなわち加 ｦｬｨ をｾするら ［ｦｔ はないのであって，もし ｆ 付加 ｬ

される熱があるとすれば， ζ れは夕、ブノレコンデンサー

( 二主回路のコンデンサー) からくるものに| 似られる。

もしEi ノ'Ki f u ' ，度が冷却地よりの氷温以下に下っているとし

たら，すでに凝縮ね度が下っているということになる。

すなわち ζ のシステムの能ノJ はlf 1: 大し所: 反応ノJ は少なく

てすむ乙とになる。

凝縮温度を下げ/ 反発砲度を上げてやった場合，ili 心式

コンプレッサーはいづれも ri!?:)] 上ねるところはほとんど

同じだが，往復動式コンプレッサーその他のj彰式の j訪介

は種々能ノJ を上げ，かっi Yi t : 馬ノ3 を百1) 械できる。

スリーパイプ・ノステムにより ，加熱と冷却を同11与に行

なう必Eーがある場合は，冷水系統の7J<iful をできるだけ高

くし，ｩｬｾ ｬｊ ｋ 系統の ｊｋｩＺ［［ｬ を最低に臼Ｑｩｉ ｊ 調節 ー する ζ とが望ま

しい。すなわち ，各コイノレ( ( . つけた制御弁の働きを短長

させれ[ まよい。コイル入口の冷JJ<Ol IJ の( 印刷l弁が全開して

るにもかかわらずw日空気fillJ にあるサーモスタットの指

令通りにならない場合は， JK冷却] 誌の山口ノ' . Kjlnt を下げれ

ばよい。そして出 ｵ 空気 ｦｩｬｬｊ のサーモス亨ット企 ｬｾｓ の指令

通りの温度になっている場合は，ｊ Ｉ＼， 冷却 ｊ＿ 持の ［ｬ｜ｬｬｩｬ ，ｾ皮を

上糾させ， コイ J レの '1
'

のと. れか一つをi流れる J)<i J，; lが，サ

ーモスタ γ 卜の指令以 上 になってしまうまで ｩｬｾ ｕＮ ｬｴ が上が

ればまたふたたび下降を始めるという ζ とになる。ノlJ<jful

調節上，J )<，冷却総の ;J1口水温を種々に変更できるという

ととは望ましい乙とである。

| 夜回サイク J レで』淵3をする窃合も同級で， ｊ ｊｲ ｬｬＺＡ｜ をｾーする

コイノレがね; ) <，系統slIJ の制御Jjpを全/ } 日にしているのになお

サーモスタ y トの指令通り ( U)<，泌が上討しない際は ，fli'J 

街l弁は回転を続け第二の熱交換誌のスチーム( l ; IJ 街Jft-を1¥目

く。 J J<，i:;; lが上がり過ぎるとスリーウェイパノレブは閉鎖を

始め，熱交換ｾｾのスチーム ｦｬ 日 ｬ 街 ｊｪｰ を絞り ， コイ Jレ入しIIJlI J

のス リーウェイパノレフーにより j品氷系統のJKi 立を下げるこ

とになる。乙の作動が lii ji ! s した冷水系統の温度をできる

だけ高くし，ーブ'Ji I;，lJK系統の温度を可能な| 級り下げると

いう門動操作の目的を述するわけである。また乙の方法

では余剰jJ¥を II 動的に冷却l地lζ よ っ て 除 去 し ま た コ ン

デンサーからの兆を温度調節に利用できる。つまり年閣

を辺じて熱源として利川できる。夏季冷JANJ 間 '1. に乙の

泌を利用する i易介は凝縮温度は冷却地だけの協介より低

くなるゆえ，このような熱をぷIJmすることはねになって

くる。

コイルの入 ｩ ｊ ｊ Ｉ＼， ｩＺ［［ｬ が，山口の空気 ｪ ， ｾｩ 度｛乙近づき，また

ｗｉ ｾ ｊ ［Ｉ＼Ｇｩｬｬｬｬ が入 ｵ 空気 ｪ｛ ， ｴ 度ＨＨ近づけは近づくほど，冷水系

統の JJ くilnt とil ，VK系統のJ)<，il ，;l が舷近する。乙の点がスリー

パイプシステムでは主裂な入札である。

コイノレの設; i ! ' ( こ当って，スリーパイプシステムの場令

コンプレッサーの)1: 紛過程を多段階式にし，かつ， Ｗｽ＼ｾ｜ｉ，＠

上外J . Q11Iの! ムい，つまりコイル山口のノ')<i E; lを設計; J <，温よ

りずっと日い水n誌にする乙とのできる 巾をもたせたコイ

ノレを使用することによってコンプレ y サーのi Yi 2t 馬ノ'JI よ

2 5 - -40忽{ 立節約できる乙とになる。乙の点はコイ J レ0)11，'(

段が若干高くなっても多段階式および閉h'i サイクル( ク

ロースドサイクノレ) システム [ζ おいて年間を通じて利必
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となり ，また主1" ' i: ，断熱，ポンプ "モーター ， ｾｬｩｉ ｊｩ ｍｊ 弁お

よび コイ ルの述絡 K ついての設備vl が安く なる。以上は

閉鎖、ンステムについてだけであっ て，すなわちコンデン

サー からの熱を空調の熱綜と して利用す る場合である

が，乙の隊JjJ'j サイ クノレにおいてはこfill iUiの水泌を制作さ

せる乙とによ り数 多くの目的にか な い ， また経 Ｑ ｾ 節減と

なる。

いづれにしても ，まずどん なシステムを前提とするか

を依ill: 1( 決定せねばならぬ。たとえばある極のシステム

38 

ではムダが多い場合でも他のシステムでは経済的であ

り，その上，冷房，暖房の両方をワンポイントコン トロ

ー ルにし ， か つ ， 単一コイノレを使用して ｩ ， ｾｴ 伎ならびに湿

度コントロールの問題を解決しね る場介があるわけであ

る。

(附図は一般に行なわれているいろんなクーリング方

法を示し，乙れにスリ ーパイプシステムを採用した場合

の説明図である 。)



照明空調合成方式について

"陥III 大学担l築 学 科 助 手

砧 築 設 備 研 究 室

木 村 建

1  照明空調合成方式の意義

泣作とくに事務Ｉｊ￮ ｬｴｾ 誌において ｉｒｅ 患の所ｾ照度がます

ますj科大しつつある。; r : j照度j照明lの場合屯灯の発熱は; 11

'，:;¥"1こ大きくなり ，従来のように照明による発生熱がその

まま宗内の冷房負荷となるような照明方式では空調の述

。! まが不経済になる。そ乙で天j H乙設けられる照明装民か

ら発生する熱をできるだけ天11: :W:で111i えて除去するとい

う方式が考えられている。 ζ れには! 照明と宅; 聞とを- -{，f.:

とした夫 ｪｬ 四而および天ｊｉＢＮ哀の設計をｾｾ定的に行なう必変ー

があり ，乙ういう設計を照明空調合成ブj 式 ( I nt egrat ed

Light i ng-Ai r  Condi t ioni ng Syst em) による jltJ トという。

その抜本的な原理を官百 Ij11こ際| 解したのが 第 1 図 であ

る。冷日の羽合，IhU11J としては天J I : " ¥i I に乙もる照! 日! の先

生然をレタン空気で取り去り，乙の ｉｉｾ まった常気を尽外

へj.WII' ，してしまうのである。| 支| のようにー怖を再術開さ

せる乙ともできる。1 I11i7Jの場合は屯灯からのJi:/!: 処を怒

ったレタン空気をできるだけ利用するようにし，外気の

取り入れは換気に必ｾなだけ ｬ こする。

従来の i町並行なわれているさE川) j ; _ J ¥. . に比べてこの照明

白川合成方式のもつ利点Lとしてはつぎのような山門を上

げることができる。

(  1  Ｉ同Ａ照度 ｊｬ 日 ｉｙ｝ｉｃ 適する。将来さらにｾ求Ａ限度が ｪ ｆｩ し

でも空調設備の設計変更をしなくてすむ。

( 2 ) 屯灯の発生熱がJ?:' 住空間 l ζIUてくる lii jに1JHI '，され

るので，室内の冷房負荷は少なくなる。

( 3  ) 乙の然を l吸収した空会Lをl段J去に利用することがで

きる。

(  4  ) 鐙光灯周囲の空気焔皮をもっとも効率よく光を放

射するよう な適正楓度 l乙調整する乙とができる。一般に

位)t ランプでは竹盛j慌度が 40

0

C 前後のとき必iCi 効率を

允柿する。

第 2図は吊下ffi lP
1形の場介の屯J，Rの};';j 問/r，U. ! : t と比光点

との関係を示したもので， ＴＰｗ ｴｾｩ ｩ｜在位光ランプ ｬ こ比べて

i(:jll' ，ノJ 後光ランプはより低泊でi f : iいがIJ fがを1dWする ζ と

がわかる。

室内

( a ) 冷 JJ: の 場 介

室内

( b ) 暖 房 の 場 合

W， 1閃! 日11則 明 :Jli ! 合 成 )j 式の ｉ ｪｾ ｾｉＡ＠

100 

(%)  

《

噌

，

時

比

光

来

由。

。 10 20 

周 囲怠 f主

W， 2図 m光 ラ ン プ の 剖 1!.l: ー比J ' 6 M! 特 性

( 文献 6)
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2. 所要照度と電灯の 発生熱量

m笠の単位床而砧当りのむ灯の発熱五U -I と限度 E と

の関係は次式で表わされる。

C. b 

H 一一一一=- E

- j(.マ

ζ 乙l乙K は照明率で恭兵の型式( 出銭，rm抜，半日i 伎

などＩやＩ司 Ｑｴ Ｚ［ｩｾ ， 天井 ， } ぷの表面仕上げの反f WH- .r って

さまる。およその1，古としては，間接 : Ｐ Ｎ Ｑ ｾＰＮＲ ， 半間後

・0 .2 - '0. 3，全般拡散 : 0 .3- ' 0 .4，半[1按 : ＰＮＴｾＰＮＵ ，＠

直接 : 0. 5- 0. 6程度である。 甲は電球の照明効瑠で，単

位nm屯ノ'Jil1当りの光東 (1押zj Wol t ) である。位光灯の

ｊｾｾ 合 ＶＰＭＷＰｉｭ ｪ ｗｯｴｴ ， ( ! 熱灯では 10- 25l mj Wot t 程度で

ある。 C は減光布I i fJ' iネで，; ωt :KJ では 1.5- '1.8，1' 1然灯で

は1. 3- '1.5程度をとるのが約通である。 b は蛍光灯の協

会のパラストの発熱i u : の割増しを考えるための係数で，

場合によって ＳＴ なるが ＱＮＱｾＱ ＮＲ 程度である。 Ｈｉ［ ｬ［Ａ｜灯の場

合はノミラストがないので乙の他はもちろん 1 である。

たとえば半間筏照明として照明不 1( = 0. 3，高/ J ¥)J 蛍

光灯 FLR- 110HD を使用するとすればマ= 68l mj Wo↑t，減

光補償率 C = 1. 6， パラスト係数 b= 1. 2ならば， (  1  )  

トι X 1. 2 

式の C bj K r; = 寸プ沼τ = 0. 094 となるから ，単位Jぷ而

w当りの照明による発熱fi' ( H は，

照度 E = 300 l x のとき

I-I = O. 094 X  300=  28.  2Wot t j m2 = 24.  3kcol j m
2
hr 

E = 500 l x のとき

I-I =  0 .094 X  500= 47.  OWot t j m2 = 40.  4kcol j m2hr 

E =  1，000 l x のとき

H = O. 094 X  1，000=  94.  OWot t j m
2
= 80.  9kcol j m2hr 

となる。したがって乙のように莫大な熱がど ￋｬ Ｂ，ｦ ｓｾ 長内へ入

ってくるとすれば， 乙れが冷民u 荷のうちで Ili める '，I;iJ 合

は非常に大きくなる。

もし仮に乙れを (1熱灯

で行なうとしたならば，

甲= 20，C = 1.3， b= l と

して日 I. f t ! すると，

E =  300l x で

I-I =  65kcolj m
2
hr 

E =  500l x で

H  =  108kcolj m
2
hr 

E = l ，OOOl x で

fE光灯

大きくとる乙ととのために ー般考にえられているほど，

内熱灯 lこ比して数供。も屯力消費が節約できるというわけ

ではない。光の色の問題もあるので，白熱灯もその利用

倒的を維持しているのである。

3， 電灯の発生熱量

最近の' 打1五本のー般の照明にはほとんと位光灯が用い

られている。乙れはｩｉ Ｇ￭Ｑｾ｜ む力当り放射する光点がＨｬｽＮＡ｜灯

に比べて 3 - ，4 ( たも大きし、からであるが，場合 lζ よって

は ￭ｌｾＡ｜ 灯も川いられる。しかしいづれの場合 ｬ こも裸屯球

を露 ＱＱＧ ，で ｭ いる乙とはなくなってきており ， 灯 Ｖｾ と出 ＱＱ み

令せた J レミネア ( Lumi noi re) と呼ばれるものが多く使用

されている。したがって電灯からの発熱がどのように分

散するものであるかは J レミネアの形や色によって見なる

ので， ζ れを知ることがfE灯発生熱除去のための空調;it

［ｮ に必ｾとなる。 第 Ｓ 図 は必光幻ーによる ｊ レーバーっきの

半U'I 筏照明の場合を伊lにとって電灯からのエネルギーの

分散状況を| 司にし たものである。本内の照明に必要なの

白il 3! 刈 ラ ン プ 先 制 の 分 前

75. 5えz 止へ

3 7W '" 

計 4 011' {

十 9 W

(，i切り

721; 。室内ヘ

6 0 5包宅時 a

'10市 八 1 、

主十 1 5 DW 

I-I =  216kcol j m
2
hr 

となる。一般照! 日j ( C位光

灯を用いるのが常識とな

っている班 Itl は乙 ζ にあ

るが， このような数字で

比絞してみると ，後光灯

ではパラスト J口火熱があ

るζ とと ，減光補償率を

W， 4図 ラ ン プ か ら の 11( 111 エ ヰ ル ギ 一 分 散 比 較

(!Wifl ヰ150%とした場合)
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l二可視光線のみであるが，その一部は非可視光線ととも

に灯 !*O体を11:12める 。また電球自体のjgt 度が上がるため

にノレミネア内の周閣の空気をl凌め， さらに対抗，伝導で

乙れも灯 ｾｾｾを収める 。したがって灯器が二次的熱 源 とな

って天井哀の空間や天井仕上材をlIaめる乙 とになる。ま

たパラス卜 からの発熱も天子1' :哀の・温度を上釘さ せる 。 ζ

れ ら天11二哀へ移動する熱が冷風あるいはレタ ン空気で摘、

集する ζ とのできるものである。室内への照明負荷とな

るものは可視光的のもつエネルギーと，それに伴っ て放

射される紫外線，赤外線のエネルギーと である。

l孟lま閉じ2 ，500- '3，000)レーメ ンの光来を発散する 4 0 W

の蛍光灯と 150Wとの 白熱灯について J レミネアの照明率

50ものとき ，電灯から ，' j ' ，るヱネ J レギーが どのよう に分散

されるかを表わしたのが第 4図である。上向きの矢印の

ある分が調整可能な?I¥で，下向きの分は冷房i'.!. 荷と なる

ものである。

4， 照明発熱の除去方式

上lζ 述べたような照明発熱をいかにして除去するかと

いうことが照明に とっても空調にとっても主要な問題で

あるので. 両者の要求を同時に満足 Eさせるよう な方式や

天井哀の構造などに特別な工夫が必要となってくる。 第

5図は現在考えら れている基本的な照明会' ! I 除去方式の型

を図解したもので，実際にはこ

れ らの変形ある いは二つ以上の

型の組み合せも用 い ら れ て い

る。

第 5図の説明

(a) 埋込型ル ミネア ( Recessed

Lumi noi re)  

ノレミ ネア{ 乙吸込口を設けたも

ので，1吸込空気は電球の特墜を

直接冷しl照明器具の1 . 1¥を吸い取

りながら天11・哀へ抜ける。天井

裂の空間全体がレタンチ ャンパ

となり， ) レミネアから伝わる熱

で暖まる天11: 面も哀伽lから冷却

する作用をもっ ている。 l次出口

は従来のものをそのまま日 IJ の位

置に設ける乙とができる。

(b) ルー ノt ロール照明

( Louve同 11 Li ght i ng)  

ノレーパー の細い隙聞から一段

に空気を吸い込ませ， ラン プと

ノレーパーとの聞の空聞に乙もる

熱を吸い取らせ，同時にランプ

の ｲｾｾ Ｆ も冷 し ， さらにスリ ｹ ト

( a ) 程込裂J レミ ネ ア

官E

( d ) 吸込型トロ ツ 7 7

ｾ＠

から 上郎の排気風道へ導く方式である。 (0) の湯合で

は室内 からのレタン がラン プの管墜に直接当るので場合

によっては官- 壁が冷え過ぎて照明効率が洛ちる可能性が

あるが，乙の方式ではランプと J レーパーとの聞の空間の

空気と ノレ ーパーを通った空気との混合空気がラン プの管

墜に当るのでランプのためには有利である。天 jj: 空間が

二重となっているので，決のと乙ろでの処理がむづかし

し、。

( c) 光天井 ( Lumi nous Cei l i ng)  

グラ スファイノミ ー，アクリル樹 JI 旨あるい は鉱 i技ガラス

など半透明拡散性ノマネルの哀s ! IJ にランプが配ダIJ されてい

る場合，その聞の空間をそのままレタンチャンパとして

ラン プの発熱を吸収する方式である。ラン プの管包f にき

る空気温度は jお所によってかなり差が山てくる可能性が

ある。吹出口は (b) の湯合も問機であるが，川lこヨ5'}.' 包L

しなければならない。

( d) 吸込型 卜ロ ッファ ( Troffer with inlet )  

J レミネアの周囲に沿っ て設けられたスリッ 卜から 室内

空気を吸い込みノレ ミネアの外s ! IJ から| 暖まった穏貝の熱を

除去し，乙れをレタンダクト{ 乙送り込む方式である。も

ちろん (0) のよ うに天W:&全体をレタンチャン川とす

ることもできる。スリットの 巾， 長さ ，吸込空気lful 度，

吸込風: i i l i などを調節することによって， ラン プに とって

もっともよい条件を作り 出す乙とができる。

Ｈ ｢ Ｉ ルー パロ ール町 ｾｉ 珂 (  c ) 光 天 子l

1 ・

百 ｆ 守トーｾｲＭぜド

ｂ 不 自 ヰ ・ｾＢ午 .. 1.. 小小中

i. 主

Ｈ･ Ｉ 吹 ｉＺ ｈ ｾ 目 トロ ｙ フア ( f ) 冷水管付J レミヰア

i  室

第 5図 照 明 熱 除 去 方 式
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( e) 吹出型 卜ロ ッファ ( Tr of f er wi ↑h  outlet )  

(d) の場合と大体同じ構造であるが， 吹出空気を通

すことによっ て! 照明発熱を除去する方式である。吹出空

気 W;-A皮は低く ，風速もー般に大きいので， レタンを通す

よりも冷却l効果が一層大となる。したがって図のように

ルミネアの殻を適当に半断熱的な構造にしておく。吹出

空気温度も乙乙での熱取得を計算lζ 入れて決定しなけれ

ばならない。より高照度照明に適しt: 方式である。この

ように J レミネアと吹出口あるいは吸込口とが一体となっ

ている器具は卜ロッファ ( Trof f er ) と呼ばれている。片

方のスリットを吹出口 ，もう一方のスリットを吸込口と

する乙ともできる。 トロップァの種類と型式については

極々のものが考案されている。( 文献( 2  ) 参照)

(f ) 冷水管付きル ミネア ( Lumi noi re w ith cool i n9 pi pe)  

ノレミ ネアの殻にパイプを接着させておき ，乙乙 lζ 冷水

を通す ζ とによっ て熱を除去する方法である。もちろん

非常な高照度照明にのみ応用され得る方式であっ て， 一

見大がかりに感じられるが，文献 ( 7  ) に乙れを実際の病

院建築 l乙適用した例が紹介されている。 ζ れによると

.8001x 以上の照度が要求される場合は，ダクトのみによ

って照明発熱を除去するよりも経済的であるとのととで

ある。

以上のように照明発熱除去の方式はいろいろあるが，

全体の発熱量のうちどの位が除去できるかという乙とに

ついては個々の装置について実験してみなければわから

ない。 文献 ( 3  )と 文献 ( 4) とにその実験例が発表されて

おり ，ζ の概略を文献 ( 5  ) の中で筆者が紹介した。文献

(  3  ) のものは前記 (0) ，ζ 準ずる型のもので， 蛍光灯の

照明効率を泌さない限度で吸込風品を増すと照明からの

会発熱E の50- .70Sぢが除去できたとされている。また文

献 ( 4  ) のものは天井吊下露出形のものであるので除去率

は少なし企発生熱に対して天; 11: パネル1二吸収される割

合は 15- .2
09ちと なっている。もしラン フ。の下1/ : .)レーパー

または拡散ノマネノレを設けて空間を仕切ったとすると ，乙

の除去率は当然増加することが予想される。したがっ て.

ζ の照明発熱を室内空聞に入れずに除去す る乙とが高照

度照明にとって必要であることがわかる。

5. 天井のモデュラープラン二ング

従来のようにレタン空気を廊下やドアガラリから取る

のではなく ，すべて天井へ導くというのが，乙の照明空

調合成方式の基本的な考え方であるから，建築設計に当

っても特別な考慮を払わなければなるない。とくに乙の

方式が多く適用される可能性のある事務所建築では事務

室内の用途に応じて間仕切が随時変更されるので，間仕

切の最小|ヌ回毎に天井lζ は照明，空調の吹出口および吸

込口を設けるととが必要 l乙なる。そ乙で平面計画 lζ おけ

42 

る可動間仕切のモデュ - )レ!こ合わせて， 天井面の照明，

吹出口 ，! 汲込口を合理的 lζ 配置する天井のモデュラ ープ

ラン ニングを行なうことが要求されている。単位の大き

さの天井ノ守ネ J レはと・の位が適当か，将来の増加を見込ん

だ所要照度l C 応ずる霞球の灯数と照明器具の大きさ ，吸

込口 ，吹出口の数と大き否 ，パ才、ノレの残りの部分を占め

る吸音材のもつ必変ー吸音カなどを考慮して設計しなけれ

ばならない。 第 E図はその例として2 .400 X  3 .600の大き

さのパネルを考え，600 X  1  ，200のノレミネア lζ 4 0 Wの後光

灯 2 - 6 本入れることができるとして乙れを 2 個使用し

た場合を示したものである。吸込型， 吹出型，吸込 ・吹

出型のトロ γ ファの浮か!ζ 別の吹出口，吸込口を設ける

場合も合んでいる。図中 5 はサプライ ，R はレダンを示

す。

乙れらの各々の

特性を簡単に比較 ( a )  

日fs U

してみる。全照明

発熱誌を HL， そ

のうちで除去でき

る割合は吸込によ

る場合も吹出によ

る場合も同じであ (b)  

ると仮定してとの

汀 』
除去率を F R‘ とす

ると ，第 6 図の各

々の場合について

除去熱E . 室の照

明負荷( 室内へ入
(c) 

る照明熱量) ，冷凍

PS2s 
機負荷( 照明によ

る全冷房負荷) は

第 1表! こ示すよう

[ζ
なる。

( e) は従来の

方式を単にとのバ

(d )  

?口湖町
s

ネJ レ!ζ 収めただけ

のものでもっとも

性能は惑い。 (0)

が結局は負荷とし

てもっとも少ない

ので恕論上は有利 (e) 

である。 ( b) と

Di D 
( c) とはこの表で

は同じであるが，

実際 lζ は設計 lζ
よ

って変ってくるし

天井裏ダ ク トの配
第 B図 24∞X3ω0の そ デ ユ - j l.- R

置によってt i f I 合の ' よる天井バヰル
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第 7 図 照 明 空 測 合 成 方 式 の 天 井 mの 構 造

|糊112|… | … Ii Ml! l1.iI tt r. ii 

( a )  
F R H"  

。
山 | 山 H " [  (山

( b)  )4_F R HL  )4_F Il H L  F n HL  i  ( l - Fn) H L  [( l -)4_F R) H L  

(  c )  )4_F R HL  )4_F nH L  F R HL  (l - F n) HL  (l -)4_ F n) H l  

( d )  
。

F n HL  F R HL  (l - F R) H L  H L  

(  e )  
。 。 。

H L  H L  

良し悪 しがあ る 。 ( め または ( c) よりさらに (d) は

除去特性が悪いが，より高照度! 照明になっ て発熱量が大

きく ， レタンのみでは除去し切れない場合 l乙用いる。吹

出空気で熱を除去するということは，空調装置から出る

冷風温度を実際! ( 室へ吹出す温度より ノレミ ネア のと乙ろ

で熱を怒っ て| 殴まる分だけ低くとる乙とができるので，

ダクト断而が少な くてすみ，建築全体の容私も少な くな

るという 利点はある。

要求照度が増したといわれるわが国のこれからの事務

所建築 lζ 適用される可能性のあるのはやはり や) の型

で，天井哀の空間全体をレタンチャンパとする第 5 図

(0) のよう な方式であろうと恩われる。

6.  天井裏の構造

天井裏 lζ は主ダクト ，分岐ダクト ，電気配線，i国J込照

明器具，スプ リンクラ配管，天井吊金具や湯合 lζ よっ て

は給緋水配管なと、大小枝葉のように種々雑多 なものがか

らみ合 って おり， しかもとれらを邪魔する大小の梁が厳

然 と横たわっ ている。従来の方式でも施工上窮屈な上に

乙の照明空調合成方式ではレタンダクトも乙乙へ通さね

ばならないのである。とくにレタン空気は低迷のため大

きな断面積を必ｾとするので ， いきおい天井哀空間の拡

大が要求さ れる。ダクトの梁貫通はよ く行なわれている

が給気，辺気ともに梁貫通のダクトによる方法は両者の

交差する部分の処理をあらかじめ適切に考慮しておかな

ければ一般の場合無理である。

第 7 図は前項 lζ 記したようなもっとも考えられる方式

の天井哀を簡単 lζ 図解したものである。天井哀全体をレ

タンチャンバとするため栄下は 20c m程度の開口をとる

よう心儲けることが建築設計の上で重要である。 :花下関

口をと らずに決 lζ 大き な孔をあけただけではレタンの効

果的な吸い込みが行なわれないのではないかと考え られ

る。

7. お わ り に

今後わが国で建てられる超高層建築 lζ は乙の照明空調

合成方式が必然的 lζ 用いられる乙とになるであろうが，

これには非常 lζ 多くの変った設計の可能性があるので，

将来いろいろと優れた工夫がな される乙 とと恩われる。

最後に本稿執iP:;ζ 当りいろい ろ細かい点にまでど抱導

下さった 早大教授井上字市先生 !ζ 厚 く 感 謝 申 し上げま

9 。
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プ V ンガ一志/ ス テムとテトアノレヲカーテン

柳 町 政 之 助

フレンガーシステム る。

ￎｩｸａ 怜 Ｇｾ｜ｉ 凌房法が普通暖房 ｩ 法ｻ乙比較して街Ａｬ的であり，

経済的であり ，多くの利点があることは，相当以前か ら

認識されている事実であるが，パイプコイルを使用する

従来の手法では床H麦房でも 天井暖房でも，とくに近代的

建築には胞工上不適当な点が多いため多く採用されなか

ったが， フレンガーシステムは乙の点まったく近代建築

フレンガーシステムというのは，天井市の全部または

大部分を細い穴明きの金属製板( 主として厚さ 0 .8 - '1. 0

mmのアルミニュ ーム板) をもっ て 構成し， 乙の表面温

度を室温よりも高くしあるいは低くして，乙の表面を熱

放射式冷暖房装置として使用し，かねて吸音天井に利用

し， しかも金属板が3 0 0 mm角あ

るいは 300 x  6 0 0 mm jiJ の桜準寸

法で着脱自在に構成されている

というもので，でき 上がったも

のはみたところ，わが国でもす

でに比校的高級な建物に採用さ

れている，ア ルタイル吸音天井

( わが国では甲藤技研の甲藤氏

が10年以前からこれに打ち込ん

で開発をすすめている) とまっ

た く同級で，異なるのはアノレタ

イノレ天井は主としてア ルミ光沢

を出しであるが， フレンガ一天

井では熱放斗Iの効果を増すため

に白あるいはアイボリ ーな どの

塗装が施されている点である。

乙の 7 レンカ ーシステムは約

10数年も以前に北欧のノ ールウ

ェイで， フレンガー氏の発案と

ガンダーソン氏の協力との下 lζ

完成され実用化されたもので，

すでに枇界の主亙ーなる国々 !ζ 対

し特許権を獲得している。欧州

の各国ではすでに放射天井| 暖房

として各極の建物に相当多数採

用されて好評を博しているが，

冷房に対する応用は冷房自体の

普及が少ないから実例も少ない

が，米国ではノイーガス ・マンニ

ング会社が冷暖房用! こフレンガ

ーシステムを数年前から各種の

建物に施工して年々その実績を

向上し， 用途を拡大しつつあ
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首¥1図 パーガス ・マンニング会社胞工のフレンガ一式抽放射天井暖冷房荻紅の説明図
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! こマッチした方法であり， 10数年も前に当時は冷房の必

要性など少しもない北欧の地ノ - )レウ ェイにおいて熱放

射天井を眼目ーのみならず，冷房用 !ζ も供し， しかも吸音

の点，胞工の点、にまで深甚なるう5' 1，むを計って完成された

フレンガー， ガ、ング ーソ ン諸氏の先見の切には敬服驚撲

に値するものがある。フレン ガー システムは突にこれか

らのものである。

祭者は夙』ζ 放射熱冷暖房 lζ 大なる関心をもっていたか

ら，フレンガーシステムもその誕生後まもなく発見して

調査，研究してみると ，その優秀性に! 忠良した。当今で

は外国との技術提携など比較的容易となったが，当時は

冷暖房関係な どでは到底許可を得ることが困難であった

ため，何と か同様の熱放射天升ニが特許! こ抵P]!!t せずにでき

ないものかと随分苦心研究したが，よいものができない

でいた。最近になってようやく技術提供の微が熟して，

わが国におい ても，フレンガーシ ステムを採用すること

ができる巡びとなったのである。

フレンガーシステムの経験と技術とに，前述のアルタ

イノレで多年の経験ある甲藤技研の技術を加味して，もっ

とも優秀なる口木式フレン ガー システムが生れつつある

とζ ろである。

フレンガーシステムの表面温度を高めたり ，低めたり

( 天井高2 .7m 前後の普通事務室では冷暖房時1(. は約30
0

C

で放射熱量は約 5 0 - 6 0kcal j m
2
hr，冷房時には約 18

0

C で

放射吸熱量は約35- 4 0kcol j m
2
hr である〉する機構につい

て簡単に述べると ，アノレミニューム寂のサイズは 300mm

角が校: 準で板厚は 0. 8mm，内径 15mmの亜鉛鍍鉄管を300

m m の間隔に平行に吊り込んで，へッターパイプで連絡

したノマイプコイルにアノレミニュ ーム板が金属的 lζ 伝熱的

に良好なる接触を保ち， しかも着脱自在となっている。

パイプ lζ 夏は平均 16

0

C 内外の冷水を，冬は平均温度 53

_ 40

0

C の祖水を通ずる乙とにより ， アルミニュ ーム板

の表面に伝熱させるものである。吸音と 上部への熱損失

防止とのために， パネJ レの上方! と厚' 2: 25mmのグラスフ

ァイパー布を敷きつめる。

第 1図は米国パーガス ・マンニング会社がやっている

フレンガーゾステムの標準的構成を示すもので， ζ ζ 』ζ

乙れをかりで1洋細の説明にかえる。

暖房はフレンガーシステムのみでもできるが，冷房あ

るいはいわゆる空調と なると ，フレンガーシステムと空

調装置との併用を必豆ーとするもので，大体冷暖房負荷の

うちの顕熱負荷をフレンガーシステムにもたせ，潜熱負

荷と最小限度の換気の負荷とを空調装置にもたせるもの

と考えて大差はないものである。

テ卜アルワカーテン

テトアルワカーテンというのは，議者が放射l .A冷i凌房

法と関連して開発した放射熱線反射の性質を多分 lζ もっ

たフイ J レムゴうるいは布地などを窓の関口部 lζ カーテ ンの

ようにかかげて ， 内外面ともに ＩｪｸＡｬｈｾ｜ｾｉｾ を反射させ て，

一方 lこは屋外からの悪影響を遮断し，他方では室内天井

面その他からの放射熱線を反射する。すなわち冬は室混

よりも高い温度の天井からの放射熱が窓を通じて外部 lζ

逃げ出すのを防ぐと同時 lこ，その熱線反射のために在室

者に温i凌を感じさせ，夏は室温よりも低い温度の天井か

らの放射熱線を同じく窓を通じて外部への放散を防ぐと

同時に，その冷熱線反射のために在室者に涼気を! ぷじさ

せるようにし，乙のカ ーテンによって在室苦 l乙対する 冷

暖房感覚を天井市のみの場合よりも ，すなわちフレンガ

ーシステムの)jxM熱効果よりも一層の欣射熱効果を与え

る乙とを目的として作られたものである。

透明なフイノレムまたは多少透規のできる程度のが円、布

地!ζ アルミニュ ーム の点空蒸着)J 日工を砲したもので，外

部よりの直接の白井} はもちろん天空からの間筏日射や周

図の高温度国からの放射熱線 lζ 対しては，カ ーテンの怒

類によっては森易! こ 80- 90 96 の反斗} 率のものが得られ

る。室内では同様に天井面からの以斗I熱線を80 - 90?6も

室内へ反射が可能となる。

目下市販されているテトアルワカ ーテンは生地，仕上

げなどの点で筆者の理想とすると乙ろ! とまだまだ程遠い

点もあるが，放射熱線反身、I率の値! ま優秀である。

以上の よう なカ ーテンができると ，西ffll J窓のように直

接口射をうけるものはもちろんであるが，そうでない窓

でも窓という窓は夏 ・ 冬ともに ｾＺ＿ｊ Ｇ ｉ 時使用すれは然経済を

高め， しかも快感を増す乙とができ ，窓函私の大きい乙

とはさほど問題とするに足らぬこととなる。ただし; 常時

カーテンを使用して外がみえずでは面白くないので反射

効果があって， しかも大体透視のきくような生地と，俊

美にして柔軟なカ ーテンの味 とをもったものでなければ

ならない。今後乙の方向 t(. 改善の予地が十分にあるもの

と思う。

以上で フレンガ ーシステムとテトアノレワカ ーテンの説

明を終るが，乙れに関連して筆者がささに冷凍協会誌23

35巻 398 号!ζ 発表した “ 新しい冷暖房法の提11日" のうち

の一部である “室内の平均放射熱温度を調節する新しい

冷 ｊｉｾ 田 ｩ 去に ついて Ｂ を転載しますから読んでいただきた

し、。

室 内 の 平 均 放 射 熱 温 度 を 調 節す る 新 し い

冷 暖 房 法

従来の冷暖房法，とくに送風によって冷暖 jj5を行なう

空調法は，主として室内空気源度を目標 lζ 乙れを上昇あ

るいは降下してH夏房もしくは冷房の目的を達しようとす

るもので，I凌! 万時には気温高きに過ぎ， したがって関係
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湿度が低下し乾燥状態となり ，冷房時には気温が低く，

したがって関係湿度が上昇し，湿潤状態となる傾向があ

り，室内の混度分布も均一性に之しく ，冷暖房の感覚性

効果も良好といえない。かつ必然的に互 ・冬ともに室内

外の温度差も多くなるので熱損失を増大し，経済的にも

感心のできない点が多いものである。

冷暖房を行なう場合 lζ ，室内の平均放射温度 ( Meon

Rodi ont  Temperot ure) と空気温度と温度感覚との相関関

係についてはすでに幾多の研究も発表されており ，暖房

時には平均放射温度を高くすれば，空気温度は低くてよ

し冷房時には平均放射温度を低くすれば空気温度は高

くとも差支えないどころではなく，むしろその方が快感

度が高い乙とは明白な事実であるが，従来はし、かんせん

ζ の平均放射温度を自由 IC調節し得る適当な方法がなか

ったはか りでな く，認識も少なかったのであった。

普通の暖房法では平均放射温度は 15_ 1 6
0

C の程度に

下がるので空気温度を 22- 23

0

C 程度に高めなければ満

足ができないし， 普通の冷房法では平均放射温度が 27
0

C程度に上がるので空気温度を25

0

C 位まで下げないと満

足できない状態であるが，もし暖房の場合には平均放射

温度を 22

0

C 程度に上昇することができれば室内空気温

度は 17_ 1 8

0

C でよろしく， 冷房の場合にも平均放射温

度を 21

0

C 程度に下げる乙とができれば空気温度は 28-

29

0

C でよい乙とになる。

平均放射温度を調節するためにとくに負荷を増す ζ と

がなければ，室内外の温度差が冬は 5

0

C 前後，夏は 4
0

C

前後減少するために貫流熱負荷を減少するのみならず，

冷暖房の熱負荷中もっとも大なる部分を占める後気負荷

をいちじるしく 減少することができ，す ζ ぶる経済的効

果も大きい。

平均放射温度を自由 l乙調節できる方法のーっとして放

射暖房法，放射冷房法がある。わが国では放射暖房は床

暖房と呼ばれるものが多少行なわれている程度で，放射

冷房に至ってはほとんど例がない位である。

他の一つの方法は平均放射温度の成り行きにもっとも

関係の深い窓 lζ 対する処置であるが，ガラス窓は冬は外

部の低温な気温と低温な周囲よりの冷放射とのために，

いちじるしく室内の平均放射温度を低下させる原因とな

り，互は外部の高温な気温と日射あるいは間接放射のた

めに平均放射温度を高める原因となっておっ て， ζ れに

対する適切なる対策がなかった。

放射冷暖房装置についてはかねてより 着目調査研究を

続けていた，世界的に有名なノ ーノレウェイ国のフレンガ

一式天労ニ放射冷暖房方法の日本における特許権の譲渡と

技術提携とが成立して，わが国においても優秀なる近代

的の放射冷暖房装置を実施する乙とができるようになっ

たことはわが国の冷暖房界にとっ てまことによろ乙ばし

い乙とである。
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また窓 IC対しても数年来研究と実験とを重ねて完成さ

れたソーラーロン ・カーテ ンあるいはソ ーラーロン ・フ

ィルムの如き優秀なる熱線反射率の高い新製品の登場ーに

よって，これまた容易に平均放射温度の調節を可能なら

しめるに至った。( ソ ーラーロンは初期の名称)

以上二つの方法はいづれも平均放射温度を上下するた

めにとく lζ 熱損失を伴う乙とがないから ，夏 ・冬ともに

熱負荷を軽減する乙と大で，ボイラ ー設備，冷凍設備費

については3596. 経常貨についても 同じく 3596程度の節

約となり， しかも冷暖房ともに最高度の快感状態を得る

ことができ，技術的には送風系統の縮小のために設備配

置の容易化など幾多の利益を伴うものである。

冷暖房を行なう室内にて在室者に適度の温度感覚を与

える室内空気温度と平均放射混度との関係については内

田秀雄氏の発表された第 2図がある。

a  はアメリカで ｲｾＡ ｬ￭Ａｉとされている関係でとくに ｴｲ ］ ＱＸＮＳ Ｐ ｃＮ t m=  

21. 7
0

C をょいとされている。

b  はとくに高い有効温度を必要とするときで普通の場合1 1 : は高沼 ｉｾｾ

ぎる。

c  1孟比般的部厚の女類を着た場合伝道する。

d  はイギリスの綴準の一つで. tr + t m= 40 で表わきれる。

e  と f はイギリスの様単であって室内気流を O.075mj s とし. te=  

第 2 図平均肱射混皮と空気温度と温度感覚との関係

( 内田秀雄箸「空気調和の診ド計画J )  

16 18 20 22 

室内空気温度

@ 全反射式放射暖房の範囲

③放射暖房の範囲

。普通暖拐で愈 11:ソ ーラーロンカ ーテンを使用する範囲

@普通暖房の範囲

@ 全反射式放射冷弱の範囲

@放射冷房の範囲

@普通冷房で愈 11: ソーラーロンカ ーテン を使用する範囲

⑪普通冷房の範囲
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0. 58tr + 0.48t m- 2. 2 で表わされる。 e はte= 18' C とした場合で

f  はte= 20' C とした場合て' ある。

わが国では e の関係すなわち t m+ 1. 2l tr = 42あるいは tr = 18.2'  

C.  ｴｭ ］ ＲＰ Ｇ ｃ が ｩ 西当であろう。放射冷房 ｉ ｾ 対しては ｧ の関 係が Ｗ

〆リカではよいときれている。

ただし乙の場合は相対湿度を45% と規定している。

以上のよう に記述されてお る。筆者は乙の線図に湿度

を551'6程度と して h の関係線を 511， 、てみた。なお A. B  

C .  D.  E .  F .  G などの範囲を入れて大体つぎの如き

関係あるもの と仮定した。

第 1表 冷暖房方式と室内の平均飲射湿度と空気抑UJl: との関係

冷 暖 房 方 式 ｼ平均 放 ｴｮ 射 Ｑ 。側 ｾｾｉ 笠気 ｴ 温 ｲ 。度 c  

@ 全 反 射 式 放 射暖房の簡閤 22 18. 0 

③ 放 射 畷 腐 の 縄 問 20 19. 3 

@  普通暖使房用で窓にソーラーロンカ ーテ

ンを する範囲
18 20. 5 

@  普通暖房の範囲 16 22. 0 

@ 会反射式放射冷房の範囲 21 28. 5 

② 放射冷房の範図 23 27. 5 

@  普通使冷房用 で ｾｉｃ ソ ー ラ ー ロンカ ーテ
ンを する範閉

25 26. 2 

@ 普 通 伶 関の範囲 27 25. 0 

すなわ ち. 1暖房の場合には普通I暖房法が平均放射温度

で最低であるが，窓lζ ソーラ ーロンカ ーテンの如き熱線

反射の強いものをかけただけで，最低放射温度の窓函を

被麗し室内他面よりの放射を反射するので平均放射温度

は上昇する。

室温より高い表面温度でしかも比較的大なる面積を占

める天井もしくは床の放射l暖房では一層平均放射温度が

大となり，こ れに窓にソ ーラーロンカ ーテンを使用すれ

ばさらκ 平均放射温度は大と なる。

冷房の易会は i暖房の羽合と反対に普通冷房法が平均放

射温度が最大で，最大放射JE度の窓にソ ーラー ロンカ ー

テンを使用すれば平均放射温度は下り ，放射冷房および

放射冷房とソ ーラー ロンカ ーテン を使用する全反射式放

射冷房では一層平均放射温度は低下する。

したがって冷暖房ともに方式の異なるにつれて同ーの

温感状態をう るに室内空気温度が異なるた め冷暖房負荷

にも変化を生ずる乙とになり ，全反射式j氏身、I冷暖房法が

いづれも まl荷が最少と なることは明らかである。

第 2表 窓の草E類と熱l ' ! 流率と放射熱透過率 との関係

熱白k紙caヰil  

直5∞接- - ロ放k1cTJ a  n  射-1  r  -

間 接 放k 射

I∞ cal  

窓 の 趨 類
百 可r ' C つn: ! hr

透 過 聯|透過熱tn透過 聯|透 jliJ熱2

A ガラスのみ 5. 80 5. 40 85 425 85 85 

B ガラス K ソーラ

ーロン カーテン
2. 10 2. 05 15 75 15  15 

tf， 3 表窓の極類と方位とによる冷房負荷と所要冷凍

能力と冷凍投 ｵ ｮ ｾｾ との関係

( 冷凍殺備f ' I は 100. ∞0円I t on とする)

ま| 窓の方位| 冷 房 負 荷 k al/m2hr |州 冷 凍 殺1

悪 質 流 熱 古1 I麟l思議|小剖 質円ml ー

A  I!南I ! 或或は北西 5 .4X  (32- 27)  4お 85 537 

は =27 27 - 1 85 112 

B  ｉｾ 南拒 ｅｅＴｴ は北 商 2. 05X  (32- 27)  
751  15 

は = 10. 25 10. 25 - 1  15  25. 25 

C  ｉｾ 南 ｅ 或或 は西 1. 12 X( 32- 27)  751  15 95. 60 

はＺｪ ｾＱ = 5. 6 5. 6 - 1  15 20. ω 

D  東南或或は北函 O. 86x  (32- 27)  651  13 82. 30 

は = 4. 3 4. 3 - 1 13 17. 30 

E  車南或或は西北 5. 4x  (32- 27)  3251  65 417 

は = 27 27 - 1  65 92 

* ζ の際は温度差は一応 32- 27= 5' C として計n したが，冷房方

式が異なる場合Iこは方式の異なるにつれて温度差も変化す るか

ら貫流熱訟にも 変化を生ずる ものである。

第 4 表 ガラスのみの 窓 ａ およびガラス ｉｾ ベヰテアンプラインド

の窓E と比般して冷凍設備費の軽減額 ￥enj m
2  

意 A と 比 紋 I E と 比 較 I ａ と比較ｾと比絞 ｩ

A  A は16. 000 E は12.5∞ A は3. 350 E は2. 750

B  

16. ∞0- 3. 100 12.5∞ - 3. 100 
3=，325，059ー0760 2，75，0ω-o 760 

= 12.9∞ = 9.4∞ = 1  

C  
16. ∞0- 2. 880  12. 5∞ - 2. 880 3. 350- 620 2. 750- 620 

= 13. 120  = 9. 620 = 2. 730 = 2. 130 

D  

16.∞0- 2.480 12. 5∞ - 2. 480 3. 350- 510 2. 750- 510 

=13. 520 = 10. 020  = 2. 840 = 2. 240 

E  
16. 000- 12. 5∞ 3. 350- 2. 750 

= 3. 5∞ = 600 

外気状態の設計基準としてつ ぎの如く定める。

茸ｾ 5表 役目十外気状怨( 東京一名古屋一大阪)

暖房円
ワ | 叩 恒 也

5o 1  - 4. 0 1  1 1  1， 

“ I  27.0  1  20. 1 目

室内空気の相対湿度は冬は4096. 立は 5596と定めると

冷暖房方式により熱負荷計算の蕊礎となる。室内外空気

の温度差，全熱邑差などは次表の通りと なる。
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節 7表窓の種類と冷暖房方式とによる 1雪崩t?! l 負荷の変佑

kcal j m
2
hr  

男 | 窓 の 紐 類

112 I  A  I  B  I  c  1  D  I  

|伊阿@I 一 i「十γ2引 山l以X I叫と笥鵠叫i L h叫叫7刊イイ84J!卜l川 I吋 d刈0イJi「門0附 飢 X I8詑払叫3心μ 9
1

一

暖「一一一一一一一一一一一一仁てーで7
て一，一一一一一- _ーー一一一

@5 8 X Ei i 1 02 1× % 3 7 17× L 8. 5門寸i? 。| -

@I  _  1
2

.
1  ｸ Ｒｾｾｯ＠ ｮ ｬ ｬＮ Ｑ Ｗ 叩 ｾｾ ｮ ｉ ｏ Ｎ ＸＸ ｘ 竺 ｾ ｊ -

ＱＱ ＱＱ｟ 一一一一一一一一二 二 ｾ ｉ｟Ｍ 二 二ご し ー」こど し一一一

円 376 一 1- ト |ー

岬J 212 町 二
@S .4

X
4与 。16 MJ A J 1.12× 4f r ，i0 . mf q Q| 一

回二回玉三亘|三
@|5 4 × 74 7 81 - | - | - i5 匂 s

;:ns:& 窓のmi 類と方位と ICよる放射熱負荷の変他 k c al j m
2
hr  

冷
方 位

A I B l c l D I E  

)jj 

思 日 影 時 | ぉ I 15  I  15 I  13 I  白

l判 北 而 | ぉ | 15  1  _ 15  I  65 

;:nll t.< 冷暖窃方式による換気負荷の変 ft> k c a Ij l， OOOk g hr  

ただし昆外空気取入ii¥1，∞Ok g j hr l Cついて

|  冷 暖 房 方 式 | 担見 主t 負 若ｾ

6.4  X  1，αlO = 6，400 

暖

6.9x l ，∞o  = 6，9∞ 

@  
7.5X l，αlO = 7. 500 

m 

③ 8.2X l，αlO = 8. 2∞ 

⑤ 5.0X l，∞o  = 5，∞o  

7告

@  5.6x l，αlO = 5，ωo  

@  
6.5X l，αlO = 6.5∞ 

防

@  
7.3x ]，αlO = 7.3∞ 
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百i 9友 窓 の 五E頬と方位と冷暖房方式とによる熟負荷の変化

kcal j m' hr  

…式 1 A | B | C | i | E

緩

; 片岡主主三
お

L11H!?|二言|圭辛|二

( 1 ) 東西岡の窓IC対して上下二段の放筒は日射時と日影時との仰を

示す色ので ， 所要冷凍践の能力を算出する ｉｾ はいづれか影響の

大信る方の窓 ｉｾ 対して 上段 の数値を 使 ｭ し ， 他の窓 ｉ ｾ 対しては

下段の数値を使用する ζ と ， たとえば東側の窓荷積 ｗ ｅｭ Ｒ •

i!!i ullJ の窓而積W W m' で W E> W Wの際は W E IC上段の数似

を ｗ ｗ ｉζ 下段 の数他を 使 ｭ する。 ｗｅ く ｗｗ なら ｗｗ ｉ ｾ 上段，

W EIC下段の数他を使用する。

;:nl日1< 外望商の方位と冷暖房方式とによる ft 流然負荷の変 {む

と屋恨面の冷媛房方式による 1't出国然負荷の変化

ただしいづれも貫流ヰlを l と仮定した場合 k c a lj m
2
hr  

笠

方 式 東 西 前 | 雨

lR 

I @卜8. 0+ 2. 5_ M .118.0+ 0  =刈8.0+ 5.0 附 5.0

= 20. 5( U' ・ = 23.0十 = 23.0

暖 @ 卜9 3+ 2 5 |193+ O r M 9山 19.3+ 5.0

= 21. 8( J . J '  U  - .J ，vl  = 24.31  = 24.3 

@-|12909  山 1
2
0.5 ト0 =付。山

20.5 ト5.0

房

= 23. 0

1

・

= 25.5 ユ 25. 5

③ 22.0+ 2.5_ o， <1
22

.
0

+
0  
］ ＲＲ Ｎ Ｐ ， ＲＲＮＰ Ｋ ＵＮｾ＠ 22.0+5.0 

1  = 24 .5( "' u ， U  - " " ，ul  =幻O = 27.0  

@ 3.5+ 2.5  = 6. 0.3.5+0  = 3.53. 5+ 0  = 3.53. 5+ 10  = 13.5 

険 1 1 1  i  @14 5+ 2.5 = 7. 045+ O Z 4 5f ・5+ 0 = 4. 54 .5+  10 =  14.5  

pトL s +2 5 4 5 M 吋 8+ 0 = 5.8

1

5.8  
房 1 .  T '  .  1  

1
7.0+ 2

…
5  =門= 9吋9



空調方式にお ける設備費と 経常費の問題

K K必井迎築設備研究所噂窃取締役 宮 川

1. t既
吾O

E岡

;青

一般に設u1I i工事では設備t1. が的i大すれば，経常世もそ

れにともなって憎大する。

近来建築設備の分野は，ますます複雑となり ，その種

籾も多施多様を極め，あらゆる而lζ 利用されてきてい

る。乙のよう な多 くの近代設備が現われ，建築計画 Ir.取

入れられるにしたがって，その設備' 1 . ' 1 は遂次膨脹する。

それと同時に乙れを駆動，逆転l乙必EEな諸経常 Y-!l も当然

ふえて来ている。

; 前々耳にする乙とであるが，設備内科がよりよく なり

ｩｬｩ 官な租類があるため ， 建物を計画する場合，経常 Ｑｾ が

おばる乙とを考慮にいれずに，各種設備を取入れてしま

った結果，峻功後迎転して見て，余りにも経常' 1 . ' 1がかか

るのでせっかく設けられた設備も，むざむざと殺してし

まって利用されない乙とがある。そのために建物として

の機能が半減されて しまう場合も生ずる。しか しながら

人閣の欲望には限度がないため，より高度なもの，より

便利なものをｾ求し ， これ にとも なう設備ＧＱＮＧＱも 際限 が な

くなり ，経常世もますますかかる傾向となる。

乙乙で例々の設備について設備 Ｗｾ と経常 ｭ の問題を追

究し，少しでも経常 7:'( を節減する乙とを日| り ，その節減

できたぶんについて他のよりよい設備を取入れ， これを

有効lζ 巡転することが望まれる。

乙のような乙とからも少しでも経常伐を少なくすべく

努力すべきである。

空調設備では，その効果と設備内容を考え合わせて経

常 Ｑｾ を検討する乙とが特 ｛ζ 必豆ーである。即ち建物の経常

' l : ' ( を見た場合，最も大きな袈索と なっているものは空調

設備である。年間経常mとして，空調用の経常mは坪当

り5000円前iがと なっている。空調設備のヨj 命が20年とし

ても坪当り経常mは，10万円に も登り ，乙れを 4 分の l

節減するために坪当りその設備胞を 1 万円増加 した所で

充分保算がとれる。

さらに空調設ul 1 i の効果では或る一定の限度があり ，乙

れよりも粕度を上げる必2 f ーもなく，また無駄な乙とであ

る。しか しながる空調の方式を検討する乙とは経常mを

左右する大き な: 1f 系となる。

空調方式も ，いわゆるセント ラル方式: こて 1 台の凋和

ｾｾ ，＠ Ｑ 台の冷泌機などで計画した場合 ， その設も ｉｾｾｨ ［ｴ他

の方式lζ 比駁 して設備mは安くなる。しかるに個々の部

屋 ｋ ウインドタイプのような空調 ｭｾ そ設けて ， 室内条件

を同じにした羽合，設備Y ! ! ! 立相当高価になる。しか しな

がら経常貨の方かる見た場合，各々 の部屋の使用条件が

異ったl時，セントラ J レ方式ではそれに合わせた運転は不

可能で ある。個々の空調ｾＱｬを設けだ場合Ａこはそれぞれ止

める乙と も可能と なるため，各部屋の使用l時間 lζ 比例し

て動力政を節減する乙とがで‘ きる。

2.  空気調和設備の方式

2-1 空気調和器の配置による分類

単一方式 全館の空調設備に際し l ケの羽下旬器て‘ 行う

方式で，極く小規模な建物では余り大きな苛題は，包らな

いが ， 部尾数が多くなったり，面 ｾｊｾ 均三大きくなった場合

lζ は色々と不都合がお乙ってくる。この方式の特徴とし

ては調和( ，1; が一つであるため保守監理が代易であり ，他

の機器と一緒lζ 一つわ機械室 lζ 収めることができ ，運転

の監視も楽である。 ( 1  1ヨ， 21ヨ)

方位別方式 建物の四方が部屋として，用いるれる場

合，各方{ 立日1] 1 己負荷状態が異なって くる。即ち午前中は

東側が冷}) } f . l 荷が日 照によっ て最大となり夕刻は凶側が

最大とな る。乙れを先の単一方式で行なっ た場合，負荷

の少ない方位は過冷現象が起り経常t1. が非常・にJ員とな

る。乙れを各方位別に調和器を設けることによって凋和

務負荷を1時間の変移! こともなって調節することができて

室内条件も経常民 もともに有利 とな る。この羽合は先の

単一方式のものを東，凶，南，北， の方[ 立別にそれぞれ

設けたものといへる。

使用別方式 同ーの建物の内部を各種の職1 i l l で使用す

る場合，即ち食堂あり ，商j苫あり というときは，その使

用別 lζ 調和器を設ける方必で:j うる。これは各テナントの

使用時間が異なる乙とが大きな妥素であるがその使用条

件，室内の環境をも佼用 }jl] に変化せしめた方が省平I j であ
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1  

3 0五日;

1図 単 一 方 式

( 冷政機，ボイラ一刻君1保を地階1<:

! . l l めた均合)

外J ，t 一

2  

2図 単 一 方 式

( 空気調和銀のみ屋上 lζ 怨えた場合)

3 図 令 階 ユ ニ ッ ト 方 式

( 機械室を各階1<: 設ける場合)

50 

5  

6  

4 図 各 階 ユ ニ ッ ト 方 式

( 各階 1<: 機減室は別に設けない場合。

小規股与ものに採用)

1.zょl i 1主主二二三上

5図 ユニット方式

( フアンコイルまたは誘導式)

6図 混 合 方 式

( フアンコイルユニット方式と単一方式)



るため，それぞれ! ( 専用の調和 を設ける。

各階ユニ ッ 卜方式 建物の延函杭が大きくなった場合

一つの謂和器で乙れを空濁した場合，立上り，立下りダ

クトのスペースが大きくなると同時に調和器が膨大なも

のとなって取扱も困難となるばかりでなく ，温度調節も

誠に具合が惑くなる。そこで各階にその| 結[ 乙対する調和

様を設ける乙と ｋ より，調和 ｩｬｾ の受け持つ風 ｅ を少なく

する乙とが可能であり，さ らに立上 り，立下りダクトの

スペースが少なくてすむ。なお各階別 I( 調和器を運転す

ることも可能であるため，不必' ! J I な| 峻は止める乙とがで

きて経常貨の無駄が少なくなる。 ( 3 図 4 図)

各個ユ ニット方式 各部屋lζ 調和器を設ける方式であ

り，乙の中には次のような種類がある。

1.  バ y ケージ方式

2  フアンコイノレユ ニット方式

3. 誘導ユニット方式

パッケ ー ジ方式は冷凍機をも自納した調和ｾｾを必要な

各部屋に設ける方式である。乙の方式であれば不必要γ

場合，冷凍機をも含めて迩転をやめることができるので

経常質的には最も有利である。しかしながら機械部分，

特に冷凍機までも各部屋に設置されるため，騒音 ・振動

等が直接部屋 I( でるための難点がある ，小規模な建物で

は最も設備1t が安く ，操作が容易である。

フアンコイルユニ ット方式はユニットへ冷温水を供給

して各ユニットにて室内空気を吸引，冷却または加熱し

て送風するものである。乙の方式でも各部屋での混度調

節が簡単にできるが，中間期 I( は多誌の外気を送入する

ことが不可能であるため，1 i X る程度の冷房をしなければ

ならなt 、。また ユニットが比較的小さいので，その数が

多くなりフィルタ ーの掃除，ファンの点検等，保守に手

数がかかる。

ダクトのスペースとしては最も少なく てすみ，冷iffiV) く

配包のみで殆んど空調のための刷i引スペ ースを必要とし

ない。

この方式で新鮮空気を何等かの方法で別 lζ 各部屋に送

入すればよいが，フアンコイルユニットのみにて空調し

た湯合，室内の空気が汚染され，冬季は加湿が不可能と

なるので室内原境としては最恵のものとなる。

誘導ユニット方式はフアンコイルユニッ卜と全く聞い

ｾＮＱ＠

7図 7 アンコイル 8図 lIIS導ユニツ p

ユニット

ような方式であるがa 各ユニットにファンを内蔵せず，

新鮮外気を或る程度調整して，乙れを高圧ダクトにてユ

ニットへ導入し，その吹出口をノズル! こして室内の空

を誘導して，さらに冷温水コイルを通じて室内 lζ 送風す

るものである。この長複はフアンコイルユニ ッ ト方式と

殆んど同じであるが，各ユニッ トlζ ファンがないため，

多少保守が容易になる。 ( 5 図 6 図 7 図 8 図)

2-2  i令熱媒供給方式による分類

冷熱版、の供給方式としては大きくわけで二つの方式が

ある。一つは冷温風を各部屋に送入する方式であり，他

の一つは冷温水を各部屋に送る方式である。冷温風を送

入する方式はいわゆるダクト方式であり，ダクト配 E? の

方式lζ は次のような種類がある。

単ータクト方式

二重ダクト方式( 年間空調方式の項参照)

外廻ダクト方式

モデユ ーノレ方式

高速ダクト方式

冷温水を送る方式には次のような庖類がある。

複管方式( 往き管と返り管のみ)

三官方式( 年関空調方式の項参照)

四百方式( 冷水，温水，ともに級住にて配官する方

式)

以上の内，外廻ダクト方式とモデュ ーノレ方式ついて簡

単に説明をしよう。

外廻ダクト方式とモデュ ール方式 往物の空調負荷と

しては通常内部負荷( まそう大きく変化しないが，外部l よ

りの負荷が時刻，季節!こよっ て大きく変化する。そこで

外s! IJ のみ別系統の空調器とダクトに て，それぞれの方位

について外部負荷を処理し，内部については別個の空調

器とダクトで空調を行えば年聞を辺じて室内状態が余り

変動する乙ともなく ，小部屋lζ 対して冬季 lζ しばしば見

られる不都合も解決する。

この内部ダク卜を各スパン内に或るモデュ ール( 乙仕切

れるような吹出口 ，吸込口の配置にした場合，いかなる

大きさの郎屋でもそのモデ ューノレによ って仕切れば，最

適な空調効果が上げられる。 ( 9 ，10， 11 ， 12図)

3. 設備費 と経常費

先IC各空調方式について概念的な ζ とを述べた乙と !こ

より理解されたと思われるが，空調設備につい ては，発

生負荷lこ対して如何: こすれば，均一な室内状態が得られ

るかということから ，各種の方式が考えだされてきたの

である。乙れが即径' 品質を安くするこ とに結びついて く

るのである。即ち室内状態がアンバランスであれば必ず

いづれかの所で冷し過ぎ，温め過ぎの所ができ て しま っ

て， 無駄な熱源、を使っ ている乙とに なる。さらに細かい
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9図 モ デ ユ ー J レ方 式 の 平 面 図 ←|→ 9図 ニ mグ ヲ ト 方 式 の 平 面 図

11図 二E ダヲト方式系統

ヨL

10図 モ デ ユ ー J レ 方 式 の 断 面

L且4 乙/ ¥主主A

12図 ニmダクト混合ユニット

第 表

淵 節 方 式 | 設 備 費 | 経 常 資 | 附2削 | 風 抵 の 変 化 | 室 沼 糊 室 | 内 空 間 | 工 事 の 脇

:j jJ lw lrFl  

熊高 い安 い風岱ダンパーを用いる場合

難

難

中 間 | 高

中 間 | 高

全 ダ ク ト 方 式 | 再 熱Ef をmいる場合

llj 熱日昔，再冷却燃 をJ T i いる場合

I  15i i nU 方式| 各ZZL;iffi; 羽合1=少高: : | : :i;;;| |::z:|; 少:|;2
変化する

な し

|剛 ユ 円 相U1 1 ; 少 六 ; ; : : | ;  l  
し

変化する

|二虫 内 ト 方 式 1 1非 同 い | 安 い | 容 易 ! な

12Z|; 』立

「--;--lilF'''i Ic叶 難

合 せ 方 式 | 繍 ユ ニ ッ ト 方 式 方 位 吋 高 い | 安 い 1 ｾ＠ し | い ど 不 可 | 良 ぃ | 仰

罰12r f d主1 Ｑ 高ｾ， 1 安

| 判明| ー

| 可 | 良 い | 易

「;-1 良 ぃ | 易
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る。なお鍋板製のボイラーの大型のもので直接iAtJ l <ボイ

ラーとして使用する乙とは避け なければな らない。

温風炉 直接空気を焔で加熱するものであるが比較的

小規模な設備に適している。

iJ iitl l < 炉の最大の特徴としてはボイラーその他，即 ち燃

焼熱を熱! ! J ょに当える機器が不要であるので，機械室が小

さいときなどに有効である。温度調節は最も困難である

ため，ifrA風炉以外の個所で何等かの方法を講じなければ

ならない。

iAt 度調節を満足せしめるには，その系統を増す乙とが要

求される。乙れにともなって，巡転 上不必、E・1J.所(i 停止

することが可能になって来るのである。

設備 Ｗｾ も経常 Ｗｾ も建物の種類と地域差 ， 方向 ， その他

あらゆる要索によって大きく変っ て くるものであるため

各空調方式による比絞をどく概念的に第 1表lこ示す。

次に冷熱源について，設側' imと経常7J _ ( の関係が相当変

って来る。乙の冷熱源、 となるべき，ボイラー ，温風炉，

ヒー トポンプ，冷却塔等について簡単に述べよう。

電熱器 比較的温度調節を精街 lζ 必要な建物では，電

熱器による加熱が反適であり ，設{11mも最も安くすむ。

しかしながら経常1J _ ( が他のものと比較にならない程高価

なものとなる。同じ熱並を発生する場合，高圧ボイラー

によるよりも Ｓ ＭＴ 倍の Ｗｾ 用がかかる。

ヒート ポンプ 冷凍機を使用して高圧倒IJ の然をもって

空気を加熱する方式である。乙れは; 11:*が簡単! こ得られ

る場合ti 最も経常貨が安く 上がる。設側i7J _ ( もボイラ一等

が不必蛮であるため比較的安くなる。 ( 13図)
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高圧蒸気ボイラ ー 蒸気ボイラ ーには高圧蒸気と中圧

涼気を発生させるものがある。高圧ボイラーには水管式

とｾ＿ｅｲｲＭ式のものとがあり ， 特に高圧 Ｈ ＱＰｫｧ Ｏ ｣ｭ Ｒ 以 上 Ｉを

必豆ーとする場合とか，非常に高効都 ( 8596以上) なもの

が妥求されたときは水管式を用い ，中j王 ( 2- 5k g/ c m
2

)  

程度で効率も 70- 809o前後では煙竹式を用いる。

7l<n式ボイラ ーは設備訟の上で非常 lζ 高価なものとな

り，取扱技術者としても高度の技術者が必裂となるため

相当大規模な設備では有効であるが，一般のビソレ程度

( 3000坪- 15，000坪) では怨位式ボイラ ーの方が有効で

ある。但し病院であるとか，地域暖房ーを行なうような長

距離な純聞にわたって蒸気を供給しなければならない場

合には高圧蒸気で供給した方が配竹・も細くてすみ，配管

損失も 少ないので水管式ボイラ ーの方が設備i7l_e，経常7l _e

のjjtijuij で有利てある。

ブJ ，大きさからも水管式ボイラ ーは非常に高さが高

くなるため，独立したボイラ 一室が屋外に設けられるよ

うな窃合は問題がないが，建物の中に設ける湯合は7岐に

困難なことであり，このため建築資が尚むような乙とに

なる。 ｾ士ＧＯ｜Ｑ時間とし ては両者共閉じ程度でこれによる経

常1J_( の面でさして変 らない。

_ l _手 サイ 7 ，{.. 

13図 水 : 水 ヒ ー ト ポ ン プ

才-::';. 7

0  

ザ イ ク 11-
ｾ 、

低圧蒸気ボイラー ζ れは迎 '':;'，" VJ 鉄製分割式 ボイ ラー

を使用し，蒸気圧0. 5- '0. 7kg/ c m
2

程度のもので，比較的

小規伎な建物 lζ 使用される 。ボイラー効率としては5 5 -

7096程度のものであるが，設備7 l _ e が高圧ボイラ ーに較べ

て安 く，建物への阪入のi潔小さく分担lできる乙とが大き

な特徴とな る。また高圧ボイ ラーに比絞して耐用年数が

長い乙とも考へ入れるべきである。

冷却答 冷凍機の冷却7 l <K. 以前は井戸* を使うのが; 常

識であったが，近来井水が日E単lこ得られないため，冷却

塔にて冷却し循環して使用している。設備伐の点では，

井戸をj屈った場合との比較では jl: 戸の深さが50米以上 lこ

温水ボイラ ー 蒸気ボイ ラーと巡ってi的及が容易であ

る。しかも蒸気では流量の調官ii が刻iかしいがiffit 7l <. では簡

単にできる。

余熱n荷は比較的大きいため大規般な建物には適しな

い， しかしながら蒸気により熱交換器を介して温水をつ

くり ，これによっ て空調用の熱源とすれば，余熱負荷を

比較的小さくする乙とができるし，流量調節も容易に な
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なれば冷却塔の方が安くなる。経常 'i'l の函では冷却搭使

用の湯合，冷凍機動力が大きくなるので，井戸の深さが

120米以上にならなければ井水の方が安い。

次lζ ，高圧ボイラ ー， 低圧ボイラー，冷却塔，ヒート

ポンプの設備 ＧｩＧｬ Ｎ 経常 ＧｦＱ の比較をＡＱｾ 2 表に示す。

宮12表 空 気 制 官1投[ 植民 Jnける中央式低圧ボイ ラー 高圧ボイラ ー

ヒートポンプ方式の設備政および経常貨の比般( 昭 37.12.5)

条件 1. 0∞ 坪 ヒツレ m力 料 金 4円/I k w ¥ 

オイル111価 13円/Ikg I  

方 式 |  設 HM(円) I  μ(中と凶肌冬の経除航肝(吊円〈け)  )  

( 1) 低圧ボイラ 一 以lOkg/Hr

( オイル焚)

冷 凍 機 120R T  
38. 2∞ .0∞ 1. 820. α泊/ 年

きく弁 6α 旧石/ 日 (200万円)

( 2)  ( 1) と向じ機情

ト7.4∞ o∞ 1 1…
合ーリングタワー 使m0 20万円)

( 3  ) 高圧ボイラ一 切0kg/JレH焚r  

( オイ )  

冷 凍 繍 120R T  
39.7∞ ，似l O 1. 710.α Xl ! 年

き 〈 井 6(削 石/ 日

( 4 )  ( 3 ) と同じ機憐

|… 1 1. 77 ヲーリングタワー 使用

( 5 )  ヒートポンプ

冷 凍 機 150RT 37. 2∞ .0∞ 1. 550. 0∞/ 年

き く j 'l' 12.0∞石/ 日

4. 建築計画と空調の設備費， 経常費の

関係

建築計画の上で空調:こ対する考慮がはらわれているか

いないかによっ て乙の設備 'J![ . 経常71が大きく異なって

くる。

最初に配置計画では，東西 !ζ 長い建物は南北lこ長い建

物に比絞してその設備費は 3 分の 2 程度ですみ，経常 'i'l

にいたっては 2 分の 1 でまかなわれる。乙れは日照の関

係か ら直角 lζ 日射を受ける面が少ないか，多いかの相迭

によるものである。外壁，屋恨等 lこ有効な断熱材を使用

する乙とによっ て， 経常貨はもちろん，設1i1ll '!!1も相当節

i威ができる。

近来，空調のダクト計画で梁! こ穴をあけて，限られた

スペースにダクトを通さ なければな らないような場合，

高速ダクトによるダクト計画が多 くなっている。乙の高

速ダクトでは，送風i殺の動力が非常に増えるのは衆知 lの

ζ とであるが，乙れによっ て冷凍機容企も増加する。 即

ち送風機はその送圧を「静圧」であ るわすが，静疋 1粍

〈水柱) ，こ付送入空気温度が 0. 014

0

C上昇する。乙れは
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静圧が250粍水柱になった場合 3. 5

0

C の上昇となる。通

常空調において冷却コイル入口出口の温度差は 10

0

C 程

度冷却されるので，その約353'6も損失する乙ととなる。

またaの穴が300粍の所と 250粍の所で同じ摩擦損失で

空気を ￬ｩｬｬ した場合 ， 風昆は Ｒ 分の Ｑ ｾＳ 分の ｬ 位となっ

てしまう ，一方，同じ風i u : を通す場合には摩擦損失が約

2. 5- 3. 0倍と なる。乙れから見ても如何 lζ ダクトの径を

小さくする乙とは経常: 7 ' . ( 的 !ζ 多大な損失を与えるかが解

る。

5.  空調計画のあり方

空調を計画する! [ 当って，その効果を最大 lζ 生かすこ

とは勿論，経常D というものを最も大きな要素として計

画すべきである。

先 lζ も述べたように年間建物の経常政の653'6前後を空

調設備でしめている現状では当然の乙とといえよう。

各種方式の撰択にしても設備費が相当詣んでも ，あと

の経常 Ｑｾ が節減できるよ うな 方式であれば決して損失と

はならない。

また近来，自 !WJ i制御装置にしても室内条件を一定にす

るとか，外部よ りの負荷』ζ 敏感に対処するというよう な

考えもあるようである が， 人体の感ずる室内気象は各々

異っているので余 り有効な乙と ではない。 自動:I] IJ御，自

動操作のあり方と しては少 しでも経常7 ' . ( を節減し，有効

な空気調整が行なわれるよ うに計画されなければな らな

し、。

建築設備の中でも大き な位置を決める 空調設{情は，建

築計画と平行して立てられるべきであり，建築工事で取

入れるれる純箇は空調設備の一部であ っても空調工事よ

り建築工事で施工された方がよりスム ースなものもある

のではなからうか。また建築計画上， 空調設備の泌さ れ

る建築として計画されることによって，より有効な，経

常1 ' . ( が比較的安い建物が完成されるものと信じてやまな

し、。
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座談会= ビノレ管理者からみに空気調和設備

と き 昭 和 38 年 6 月 28 日

と こ ろ 近 畿 建 築 会 館

ビル管理者 新 住 友
ヒ.

ノレ

電 通 ビ J レ

関
'tヨ且r， ビ.

ノレ

新 阪 会、 ヒ‘ ノレ

日 生 ビ ノ レ オ ミ 館

天王寺ステーションビノレ

施 工 者 高 砂 熱 学 工 業

機 工 業

司 会 者 団 京 都 工 芸 繊 維 大 学 教 授

口 述 大 阪 事 務 所 次 長

大 林 組 設 備 ; 部

i 空調方式の特徴が満足されて

し〉るか

司会 空気調整の目的は，ｾするに室内で快適に作業

ができて，働く人の能率を高める乙とにあります。日常;

ヒソレヂf理にあたっていられるみなさま方は，その辺の事

'ti'J . K詳しいと思います。まず最初に空調方式の特徴が満

足されているかどうか。あるいは乙ういう点はうまくな

いというようなと乙ろがどざまいした ら，なにかひとつ

お話をいただきたいと恩います。

小山 ( 日生ビ J レ) 当社の特徴としましてドアー ・グ

リルによるレターンの外，各スパンイ写の窓fJll J下部l ζl汲込

口を設けてエキゾス卜しておりますため，従来の建物と

比較致しまして空気分布が非常1ζ よくなっており. ます。

乙の方式を今後の建物にも可能な|浪り考慮されたいと思

います。

; 竜弁 ( 電通ビノレ) わたしの方の場合ですと ，今迄全

世 Ｇ ｉＺｾ 一つのボックスのように考えていましたが ， 部分的に

残業するとか，会議室の使用時聞を延長すると言った場
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施 設 課 長 佐 藤 鉄 雄 氏

機 械 係 長 小 山 貞 夫 氏

機 械 課 長 吉 岡 佐 氏

第 二 技 術 課 長 秋 岡 実 則 氏

冷暖房第二課長 中 義 雄 氏

石 原 正 雄 氏

生 方 文 次 氏

宮 脇 毅 氏

合，各隣のユニット( C. 供給する冷潟水装置を全部動かさ

ねばなりま せん。必' ! J ! I併のみ，稼到J を行なうと 言 うわ け

にはまいりま せ んので ， 途中で改造しまして空調ｾｾど と

に冷潟水供給官の入口 lζ マグネットパルフ、を切込んだん

です。空調23は各フロワーのコーナーに 1 台づつで，計

4 台あります。 7 クネットノミノレフ. は，地下 2 階のfljlJ 御室

よりリモート，' L ¥来ますので， 乙れを使い分けて不必要階

は閉め，必2 f 1併は開ける事によって，合理化を計ってい

ます。

司会 レタンは共通で ございますか。

;竜井 共通でどぎいます。屋上と地下 2 階 とK ありま

す。乙のフワンのアウトは各階空凋探を置 いてあるミッ

クスシャフト lζ 送り込んでおりまして，屋上のフワンは

フレッシュエアーの吸入兼用で， レターンのダンバーと

フレッシュ取入れダンパーとは 180 度の相差角をもって

おります。

司会 基準階の聞でも使用差ができて参りますか。

; 竜井 基準階の使用差は非常 lζ 多いのです。それぞれ

の営業部門が異り ，例えば 5 階は会計官官で， 乙乙は月末

になると ，夜 8 11寺， 9 1時まで全員が残業するため，Q の

場合冷房が必E となる。
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秋岡 ( 高砂熱学) その場合外気給気ファンとか， レ

タンファンを回さないとダメですか。その階だけの各階

の給気ファンだけで- は無主主ですか。

滝井 すこし足りません。吹込み口はノマンカー ノレーパ

ーで口径が 45mm でワンフロワー約60個付いており，ノ

ーズル附近では風速 6- . 7m位になっています。

秋岡 やはり外気ははいりにくいわけですね。

滝井 はい，フレッシュエアーシャフトはコンクリー

トそのままですい空調器の置いてあるミッ クスシャフ

トはコンクリートブコ γ クを積んだままですから 抵抗も

あり ，叉リー クが多く ，圧力差 lζ 依 っては隣接の排気シ

ャフト からの干渉も めるようです。

司会 ビノレによりますと ，各階のだけを回して，上の

1 次はと めてやってい るビルもあ ります よ。

i竜井 吹出口の型式はたくさんありますが，それぞれ

の特性を活かした使用が最も条件なですが，わたしの方

はパンカ ールーパーを使用しています。当初はオ ープン

フロワ ーと言う乙とで条件通りでした。発煙筒で実験 し

でも ，笑!ζ 良く換気したんですが，その後， ロッカ ーと

か，スクリ ーン，間仕切等がどんどん増え，換気が悪る

くなり ，一部のゾーンでは著しく惑い所も出てまいりま

した。乙れも業務拡張，増員が原因でして好ましい傾向

なんですが，われわれ保守担当者にとっては乙まったも

のです。

司会 関電ビソレさんの最初の計画はヒートポンプ方式

であったのが， さきの井戸7] <. 汲上げ祭止令で、ク ー リング

タワーに改造されたんですね。

天羽 ( 関電ビ J レ) さようでございます。

司会 改造をされたために，なにか問題になる点は。

天羽 別段ありません。クーリングタワ ー状態は良好

です。補給水は最近1日60 トン位です計算上では296を割

っています。

中 ( 三機工業j ヒー トポンフ。ですから凝縮温度は非

常に高く取って ζ ざいます。冷却絡になっても ， その範

囲内では十分でございます。当初から冷却塔を入れると

とも前提で考えてやっているわけでございます。まあブ

ースターポン プと配管さえつければいけ るというよ うに

当初から基本計画の結果考えてあるわけでございます。

司会 ボイラーはどう い うふ うに。

天羽 今工事中ですが設計施工は竹中工務庖と三機工

業です。

中 ボイラーの方も，まずボイラーをおける施設を考

えておきましたから，その点も問題はなかったという乙

とでございます。

司会 電気ボイラ ーもあったんじゃないんですか。

天羽 6 0 K W の電気ボイラーが 2 缶ありますが，手洗

いの給湯舟です。深夜の余剰電力を利用して夜間 ICrPjrこ

して貯湯村lに入れ昼間使用します。

j竜井 わたしの方の場合，蓄熱水惜をおいてレシプロ

のヒートポンプにしたのは，スペースの問題でして，地

価の高いところで機械室を極度に小さ くするためです。

又蓄熱水柑の効果はヒートポンプの容監を少く出来る。

つまり深夜包カの安いもので蓄熱しようと言うつもりで

したが，包力会社の方で市内では特殊電力ケ ーフツレは無

いと言うんです。それで使用電力の方から見ても，中間

期 4 .  5  . 10月と 3 ヶ月位で後は大電力使用月となってい

ます。それで電力会社も常時契約にしてくれと言う乙と

で常時契約にいたしました。市内には深夜屯力はありま

せんか。

天羽 深夜電力の取扱いは現在ないようです。

司会 新住友ビ J レさんの方はいかがですか。昨夏いろ

いろと調査をな Eさったようでございますが。

鈴江 ( 新住友ビ J レ) わたしの方は，一応まあ特徴 と

いいますか，冷却用の7 ] < . は河水から取っております。最

近は河水のヂ過を十分にして，うま くいけば雑用水κ も

使うという構想ですが，なんせ半年の簡に非常に水質が

変化しているようでございます。 P 過を十分にするとす

れば. iP過i幾はひんぱんに掃除の必要があります。満潮

時なんか汚れが特にひどい。水温も 3 0 - 3 2度くらい。そ

れを予測して冷凍機の容量もふやしておかねばならんし

コンデンサチューナも ふや しておかねばならんし， 乙の

点は非常につらいと乙ろでもあります。

司会 河水が32度くらいにあがりますか。ク ー リング

タワ ーと同じ条件なんですね。河水! ま最近質がわるく な

った。最近，乙ち らの責任じゃ ないが，寝屋川の沿岸で

鍍金( メッキ) 工場がふえたため， ｾｪＨ分 が大分 Ａζ 出てく

るので弱っています。

鈴江 一時薬品，硫酸ノてン土， セパ ランを入れまして

きれいになるだろうとやってみたが，なるほどきれいに

はなりますが，そのかわりにコンデンサーチュ ーブにモ

ロモロがたくさんつまる ，それはノイクテ リヤじゃなし、か

というので，いろいろ検討した結果水酸化第二鉄である

ことが分り ，かえっ て冷凍効果をわるくしたようなわけ

です。毎日薬品を 1 万 5 千円も使わねばならず， 乙れで

はたまらんというので，そのかわりに毎週 コンデンサー

チューブの掃除をしまして一応解決しているわけです。

司会 濁度は参考のため，何度 くるい までになります

か，非常に条件のわるいと乙ろで，たとえば，雨の降っ

たあととかになりますか。

鈴江 濁IJ[ - そうですね。相当濁るんですけれど

120度位になりますか。

司会 雨の| 跨ったあとは 100度以上にはなるんですね。
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天王寺ステー ν ヨンピル

鈴江 J } ( i J : の絶対不足がいちばんこたえますね。とい

う乙とは，夜間徹夜でヂ過終の逆洗をやります。

司会 総用 I}<. としては使っていないわけなんですね。

鈴江 市水を使っています。

司会 天王寺ステ ーゾョンピルの方はし、かがですか。

吉岡 ( 天王寺ステ ーションビ J レ) わたしの方の建物

は南北に長い建物でございまして，北側IJ の阪和総の部分

がJ也下 21仇 地 上 51; 皆， 1  ｾ郡広屋 ＿ 階 ， 南 ｦ ｊｬｬ ｊ は阿倍野橋

上にあり ，地上 51着の特殊 な建物であります。従いまし

て空調設備は企部北fiilJ 地 2 階及 9 階地屋部分にあり ，ダ

クトも南g; /，i 150m以上もあり ，冷町ー効果も南の方が余り

よくない現状であります。

自動制御方式 とその運転結果 i

司会 ｃ ｊｬ日 ｉｊ［ｉｾｊ 御方式 ｬ ぉ、ろいろとありますが，それら

は計画どおりに運転されておりますか。

佐藤 ( 新阪急ビノレ) わたしの方では湿度の fl 動コン ト

ローノレは，はじめからあきらめて視度のI ' l illI J コントロ ー

ルのみにしております。湿度の遠方術IJ 街lはやっておりま

す。乙のほかモータ ーは全部リレーをilli して24ボルトに

直しまして，乙れを電話のように細い包線で全部中央管

制l室にもって行って，24ボルトのその両日子からいろいろ

と机介せをやりまして，たとえば事務所だけを動かすと

きは，こういう順序で逆転するとか，そういうプログラ

ムを決められるようにしました。これは相当なリレ ーを

使いますので心配もしておったのですが，その; 切りに最

近のリレーはよくなっております。故障が少なくＧ， ｾｾｊ 合い

にｉｩ ｾｌ 鴻にいっています。

司会 関軍さんは湿度調整を手動でやっておられるん

ですね。なにか使っ ていられて， どうも故防がちだから
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そういう下i l l IJにされたんですか。

天羽 最初から下; r i)J です。各昨今に湿度計を取付けてあ

りますが，だんだん誤差が多くなっ て困っています。し

かし 3 - 4 ケ所良い湿度: 11ーもあるので，これを回線 lこ湿

度調整をしています。

司会 ヒュミディスタットは設けてあります九。

天羽 先程申上げた各階の湿度計は ヒュミデ ィスタッ

トです。大体誤差が2096もあるので使用出来ません。

小山 ( 日生ピノレ) i民度はサーモスタ γ トによって大

体う まくいっ てい るようですが， ヒュミディス タッ卜に

よる加湿については，作ｩｬｬｉ ｊｾｩｴｩｬｭ (上下2096位) が大きく

11寺間的ズレがうまく L 、かないようです。又，私の方の場

合加湿がスチームのためかノズ J レが詰り 596位しか増加

しなかったのが，ノズノレのrm口部を l 協- 2 協 lこ従; 大し

た乙とによって& 高6596f:立まで可能となりました。

佐藤 わたしの方で湿度の 自動コン トロー ルをやら な

いのは， ｾＧＨ用の点とそれに湿度のコントロ ー ルは下ｩｬｬｉ ｊ で、

調整する程度でも実用になる，という考えが強かったん

です。

司会 コントロール室で遠方操作により手助制御され

ているわけですね。

佐藤 そうです。遠方操作をやっ ています。まあ朝や

昼に湿度をはかりまして，そのときに凋節した程度でい

いんじゃないかという乙とでした。

滝井 わたしの方は基準併の中央階， 4 階の南側IJ と北

側IJ ，それに! 区上にソーラボックスを置き ，これを電子百

パ才、 ノレで検出し，各| 併の空調器[ 乙送る冷温水をモ ーター

ノミノレブでコントローノレしてエアコンを行っております。

エアコンの羽合 I i，T(l 良; は rl illIJ で行えますが，湿度は手五JJ

です。つまり外気取入れ口にあるワ γ シャ ーを使う沢で

す。湿度インジケーターのエレメト，乙れがとてもやっ

かい なものでしてアク リル板にリチ ューム 塩を JJO工した

もので，少しホコリが付いてもエラーを起乙す，外気用

は屋上の百葉箱に納めてあるんですが，ホコリに湿気が
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付くと，インジケーターは全然スケーノレアウト。それで

どうしてホコリを取るのか聞いて見たととろラクダの毛

で拭くと言うんです。それ自体が仲々ないもので，毛筆

ではどうかと言うと，毛鋒でもいけない( 笑声) 。発注

しても半年以上かかって 1 個何万円もするんです。そん

なやっかいな物はど免と言う乙とで，現在使っておりま

せん。測定しようとする空気自体をP 過す る必要があり

又，乙のエレメントの取付位置が問題で， リチューム塩

タイプのものは佼えませんな。

司会 自動制御の方式 iζ は電子管式とか，また空気管

式とかありますが，どん な方式をお使いですか。

中 温湿度調整ですね。まあ恒温恒i. ! W. のような場合，

電子管式を使って室内の温湿度の差をすくなくするとい

うζ とは意義がありますが，冷暖房設備においては，電

気方式で自動制御が満足されるんじゃないかと，わたし

は考えます。

佐藤 われわれの方でも，電気式の方が故障もすくな

いようです。それでできるだけ電気式を使い，どうして

もできない分だけは包子管式をという方法です。

司会 自動方式 lζ なれば入手は不要といわれるが，そ

乙には高度の技術者がおらないと ，せっかくの方式も微

ヤマタケ

底しない。山武に頼む場合と ，自分のところでやる場合

とあります。ア フタ ーサービスはうまくいっています

か。

司 会 者 団

ビル管理者 ・施工者

佐藤 割合によいようで，思ったより故障がないよう

です。

; 竜井 私の方の制御パネ J レは真空管を使っているので

充分私達で保守が出来ます。球の性能低下とか， レベル

用乾電池等l乙注意すれば後はリレーの接点だけで，最近

のマイクロリレーな ど良くなりましたのでほとんど故障

はありません。

天羽 関電ビノレも故障は少いです。今年は 4 年目です

から 1 ケ所三方弁の内部点検をしましたが異状はありま

せん。

司会 自動方式は，エレベ ーターなど，ほかにもいろ

いろと方式がどざいましょう。それとメンテ ナンス につ

いて。

天羽 山武の 自動温度調整ーがありまして， 年 1 回全

体の定期検査と毎月 ＱｾＲ 回更正補修をやっています。

スポットメンテナンスです。エレベーターは各メーカー

のオ ーノレメンテ ナンスです。

i 各機器の特徴 と管理一設計容 ;

; 量と実際のちがい

司会 その他の冷凍機とか，そういうものについて，

石 原 正 雄 氏

京 工 大

生 方 文 次 氏

8  9J! 

宮 脇 被 民

大 林 組
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新住友ビ ルディ ング

階 数 12F B 4 F  R 3 F  

氾l策面積 5. 776m
2  

j j ) ; 面積 90. 270m'  

空側方式 セントラルシステムで全館を 25

系統に分ち ，モーターパルプ，

モーターダンパー ，技師c子モ ー

タ一等のm子管制御に依り温湿

度調盤，低気集鑑穏に依り邸挨

処理をし，叉 l F信託営業率に

はI l i l 射暖房. 2 階以上の外周部

( 窓辺) I( はフアンコイルユニ

ット( 北側) 及ペリメーターダ

クト 1( 1& り総て遠方銀作を行っ

ている。叉，冷温水nの配n系

統については . 2  F - 6  F 一般

i J 1: f 6室及厚生系統，会議室( 共

通) 食堂系統は習熱情回路. 7  

F - 11F はクロス回路となって

いる。換気は機械室，車五11. 厨

房，配稽室，湯沸，陥室，倉庫

便所等の45系統となっている。

他 I( パツケ ーヲ型I( 依る特設空

洞 IC依るものもある。

冷凍機 540R T x 3i1&

ボイラー 3宮 x 5法

日生ピ ル 本館

階 数 B 3 F 7 F  R 3  

m物面積 2. 鈎4. 456m
2

延 商 務 28.  551. 826m
2  

ｾ淵方式 階別による方位「ゾーニング」

60 

方 式 ( 各階 4 系統) 常i l ! : 1 包金

五1I 室，全世F笠 ，各階1J J : f 6笠，会

lIii室，計算機械室等31系統各空

調総は冷暖水コイル，送風僚，

加湿ノズル， キヤピヰツト型m

ｾＡ担盟告書及ひＮマルチパヰルフィ

ルター等 K より 椛成きれてい

る。

その他特殊な室内の空間ldとして

計算検械室 (7070) コントロ ー

ル室，機械， I-U気係員室，保安

貝 室 等 昼 夜 専 用 の 「 バ Y ケ-

;;J エヤコン 11台を設備 してい

る。

天王寺ステ ーションピル 関 電 ビ ル

階 数 5 F B 2 F 一部 9 F 階 数 12F B  3  F  R  4  F  

m築面積 6. 739m
2 ru築面積 3.ω 1m

2  

砥 而 積 35. 230m
2

延 面 積 36. 825m
2  

: 1' 側方式 空調方式

セントラル方式 A  冷房}刊熱龍i

地 2 階機械室 IC ターボ冷凍機 6∞R T ターギ冷凍機 3∞
R T X 2台

1台. 470R  T l 台，計1. 070 ( 昼間一般司1f . 6所用〉

R T  11 80R  T X l 台

H  ポイラ 水 管 式 つ ね き ち ( 夜間食堂，関低ホー

ポイラ 2. 8T 2台 ルJ Tj )

11 空気調和 ｍｾ A 系統 l 台

地 l 階及中 2附

B ， 11 1台

2階北白IJ

1/ B 2  11 1台

2階南側

C ， 1/ 1台

3 階北側

//  C 2  11 1台

3 階南側

//  D  //  1台

4階南側

塔屋 9 階機械室 IC E ， // 1台

4 階ホテル w会室. 5階

東側

//  E 2  11 1台

5階結略式樹，西側客室

ーーーーー・. .. . . . . ーーーーーーーーーー園田ーーー・・ーーーーーーーーー'

新阪急 ビルディ ング

階 数 12F B  5  F  R  4  F  

ru築面積 3.4ω .25m
2  

揺 面 積 52.947.76m
2  

空調方式 窓側系統分離各階ユニット万

式 一 部 蓄 熱 会 系 統 自 動 温 度

絢m 冷凍機 550冷凍屯 480

冷凍屯 330冷凍屯 ボイラー

3屯 2基. 2屯 l i1& (111油燃焼)

全館電気w盛怨使用

電 通 ビ ル

階 数 9 F B 2 F  R 4  

ru築面積 833m
2  

m 面 積 9.1∞m
2  

空側方式 各階ユニット方式 ( 冷溢水. dlt 

故調節式) 冷氾水帯熱 空 気 然

源 ヒー トポンプ( レ ν プロ) 方

式

レシプロ グ 44R T X 2台

( 昼夜間通信，給m

JTj) 

を投殴し凝縮際，冷却水はヲーリ

ングタワーによる。なお ，一般司E

f . 6 所の所要冷凍機 容 訟 は 帯 熱 憎

0 .2∞m
3

) を役けー自民付 3 時

間程度の延長i!l! 転を行う ζ とによ

り2/3 I( 減少されている。

B  暖房用熱源

ill 泊燃焼による煙管式マルチパス

ボイラーを給湯負荷を合め蒸発ill

2宮/ H x 2台を役限し熱交換掠 IC

て蒸気対温水の熱交換を行ってい

る。

C  系統分け及空側方式

( 1 ) 一般1J J f . 6所系統

マルチフアンコイルユニ Y ト方

式とし各階各方位BUI( 区分きれ

計43台のユニ Y トが般尽きれて

L、る。

( 2) 食堂，関mホール系統

全空気中央万式

( 3) 通信，給m. I B M系統

恒凶，偲湿装むにて一日 24時11日年

中i!l! 転となっている。
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最初の設計容量と実際にお使いになった結果はいかかで

すか。

滝井 わたしの方は高速多気筒を22KWか ら110KWま

で 4 台設備しまして，それぞれを負荷に応じて使い分け

ているんですが，この内70 トン 110KWと言う大型機は最

近増設したものです。

初めか ら容量は l 対 1 のものではなく ，蓄熱水槽を使

って深夜蓄熱運転をやる設計です。あまり冷却し過ぎる

と水槽床面 lζ 結露するんです。配線ピット内の結露が

番困まる 訳です。反面，暖房期 lζ は床面が熱いと言う乙

とになります。床上は電気室と倉庫があるんですが，電

気室はとも角，倉庫が困まるんで，置き忘れた酒が酢に

なっていたと言う乙とがあったんです( 笑声) 。

操作としては互の場合， クーラーはt奇抜式蒸発で特殊

ポンプで冷媒を送り込み，ガスと波と混じったものを分

離器を通して圧縮機に吸入さ せる方法です。そのため，

膨脹弁が無いんです。ど乙で調整する か と言いますと ，

クーラー の水量を加減するわけでして， クーラ ーの出口

( ( 自動弁を 2 個つけて 180 度交互に開閉して一方は蓄熱

水槽l乙落とす。一方はク ーラー の入口に戻してやる方法

で圧縮機の高圧を一定に保っています。

司会 床の断熱は?

滝井 泡コンだと思います。 150 粍厚位で上塗りして

床面はアスタイ ノレ張りです。水面から床まで50センチか

ら60センチあるんです。エアスペースを伝熱する 訳でも

ないし，夜間結露するので何度も泊り込んで研究したん

です。水槽( ( 浸っている柱の根本に伝熱して，その柱を

中心として附近 [ζ 拡がって行きます。今後蓄熱水槽を設

計されるときは，特に断熱材料をよく検討なさる乙とで

すな。

司会 関電さんはそう い う問題は ございませんですか

天羽 当初の間，換気量が少 くて廊下の一部 lζ 結露し

た乙とがありました。

滝井 日曜は冷房を停めますから，月曜の朝はなかな

か回りにく いんです。火曜日 くらいからですか，それ者

もったいないけれど，わずかでも日曜日もやろう か とい

う乙とにもなっています。

司会 電気集塵機の必要は多いようですが，その効率

機能はし、かがですか。

佐藤 電気集塵機を使う以上は9096以上でな いと意味

がないということで設計いたしましたが，その結果，市

の衛生試験所と国立病院の両方で測定をしてもらいまし

た。市の衛生試験所の方でやっていただいたのでは， や

はりそれだけの効果があるように思います。それからも

うひと つ，国立病院の方ではノミイキンの検査をやりまし

fこ。電気集箆機の効率をあげますと ，細菌まで取れるん

ですね。 0. 1 ミクロンくらいまでの粒子をとりますので

相当な細菌も取れる。ヴィノレスなんかもやっぱりゴミに

くっついているのが多いんでーしょにとれるようです。

わたしの事務所は人がすくないので，そういう部屋のな

かでは開腹手術をしても大丈夫な程度( ( 細菌がすくない

といわれました。
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室 内 環 境 に つ い て
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司会 室内 l);i 境の問題， 乙れはいちばん居住者に直接

不満や苦悩の出てくる点だと思います。室内の空気の分

布，温度と か，そういったことについて。

天羽 関電ビ) レは役員室が11 1槍にあります。 12階が通

信と給電で，乙乙は241時間勤務ですから，冷暖房は一般

事務所とは別 lζ ，塔屋 2 階のレシプロでやっています。

乙のレシプロの燥音がエレベ ーター シャフトを通って役

員室l乙響くので， 乙れを防止するためレシ プ ロ室内の壁

の防音を強化したり ，廻転機はもとより ，配管支持物に

至るまで，全部 lζ ゴムパッキングを入れまして現在は良

好となりました。

佐藤 昭和26年どろは冷房は冷やしておれば文句はい

われなかった。それがだんだんと変わってきていまは適

度の温度でないと ，寒すぎていかんといわれます。極端

な図では自動車の排気力、ス亜硫酸ガス等都心の空気の清

浄化をどうやって行なう か等問題もありますが。実際の

誌としてはまだ問題になるほどではないと思います。

司会 外部か らの日射，室内の質的なサービスについ

てなにか。

天羽 関電ピ ノレの吹出口はアネモが少くて，殆んど窓

ぎわのスリッ卜 ( S L ) になっています。乙の吹出口か

ら; J . ' J ; 直ぐに空気が下がると ，一寸エヤカ ーテン [ζ 似たよ

うK なって窓 lζ 接近した人か ら互は冷え過ぎると言 う苦

情が出ました。乙の対策として，細長いブリキ板を縦lζ

「へJ の字型lζ 曲げて吹出口 lζ 吊り下げました。乙の反

射板 ? で空気は窓と部屋の中央』ζ 二分してi流れ，苦情は

なくなりました。

窓ぎわに吹出口のあることは冬期窓ガラスが企る乙と

がなく ， 乙の点は非常 lζ 良い乙とと思います。又， 日射

につきましては，建物の周辺に各階共 2 mの庇が出てい

ますが，大いに防熱しております。窓カ‘ ラスはアンチサ

ンで' す。

司会 最近は窓の多い建物ができました。いろいろと

61 



ピル管理者からみた空気調和設備 川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111山川111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

帽井I熱の影響も相当大きいと思います。特 lζ 窓| 療にはエ

ライ人がおられますから文句のタネになりましょうね。

滝井 わたしの方は南側に事務室があって窓ぎわ lζ 偉

らい人が座っています。 ミ暑い，なんとかしろミと言う

わけで， フロワーの中央と温度計で計かり比べたんです

が何んら変わりない。窓からの穏射ｾ｜を感じとるんだか

ら，ブラインドを下ろすように説明して廻わると言う事

がありました。わたしのように南側に河函があるような

建物は断熱カo ラスが必要です。

司会 その対策お考えになりましたか?

i竜井 防熱カーテンを考えました。アルミ深活のテト

ロンか何かですね( 註テ卜ア J レワカ ーテン) 。双方から

の熱は全部反射する。しかもある程度透けて見える ，イ中

々良いものですが，燃え易すいのが欠点です。

司会 あれは衣料とカ ーペット兼用です。

滝井 もっといいものができて，安ければね。

司会 特殊な室， 1  B Mを 1 日中使うとか。従業員で

時間外の使用，そういう問題は ?

天羽 関西包力の通信と給電は昼夜劫務ですから ，一

般事務所とは別個 lζ レシプロで冷暖房をしています。

滝井 食堂，交換室，電気室のような特殊な所は，5J 1J 

4ζ タライメータ ーをおいて吸熱し，7.1<1ζ 捨てそれを手洗

器の協に利用しているんですが，乙う暑いとあまりお湯

が売れませんので( 笑声) 熱交換が惑るい。そこでサー

モスタットを使って45度になると ，再びレシ ーブタンク

4ζ 戻す方法をとっております。 1 日の全使用品が 120 ト

ン以上もあり，全体の水K .j診脅すると言うような乙とは

ありません。

秋岡 窓のない部屋におられる場合，空調は完全であ

っても，感じわるいなどの苦情は出ませんか。

i竜井 心理的には新入社員などは圧迫感をおぼえる乙

ともありましょう。

天羽 関電ビ J レの 2 1法の関電会館の集会室lこ窓のない

部屋がありますが，陰気くさいと言うような音防はあり

ません。又地下 3 階の社員食堂は光り墜を作つであるた

めか好評を得ています。

秋岡 空調さえよければ窓がなくても苦情はあまりな

いという乙とですね。

天羽 そう思います。それと明かるい照明が必要で

す。

滝井 照明も大きな問題です。当初床面80c mで 2201ux

でしたが，社員が増え，器具の谷聞のような所にまで机

を置いたので，苦情が出まして，総具を士自設するわけに

は行きませんので，鐙光灯を反射型 ( C変えましたと乙

ろ， 300l ux 以上になっております。電力は変らず照度が

.503'6以上も増えるのでなかなか好評です。
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吉岡 冷房期間中は最初はよかったんですが，冷房を

やめると ，あつい，あついの文句が出て真冬でも暖房は

いらないというので 3 階は l暖房は通さなかった。どのく

らい電灯がついているかというと 2 階で坪当り 1 カ月

50キロワットアワ ー 3 階で 1 カ月 74キロワットアワー

乙れではl暖房なんかやってもらっては困るとの乙とーご，

真冬はいいが，中間 j切は冷房が入らんのでどうにもなら

ない。 4月27 日から冷房が入るので，その聞は外気を 100

5ぢ入れて切抜けました。

司会 新阪急ビゾレさんも食堂などがあり問題もあろう

かと思いますが。

佐藤 地下l乙食堂がありますが全昔日外気を入れ，暖房は

いりませんが，そのかわり 3 月には冷房をしませんと追

いつきません。暖房より冷房の方が必豆ーになってまいり

ます。差引き冷房の方が高いから ，その点経済的にも問

題になります。ビ J レ全体でボイラ ーもはじめ 3 トン 5 台

が内部発熱を考えると 3 トン 2 台となり ，半分以下とな

りましたが，予備とお湯の分として 2 トン l 台を追加し

ましたが，だいたいそれでいけました。

滝井 クライメ ーターを置いて，食堂なんかのあつい

と乙ろの熱を取り水に転換するのです。 ζ れで結締お湯i

が取れて一挙両得です。
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司会 つぎに設備機械室の問題，大きいとか，小さい

とか，配置の具合，器具修理や取替などについて。

; 竜井 わたしの方は良くまとまっています。地 2 1絡は

約 830 坪位ですが，倉庫が? 1 で，機械と電気とが，それ

ぞれMづつとなっています。メンテ ーナンスの場合も充

分です。修理業者も此所は作業が楽だと言っています。

司会 潜水艦などあんな狭いと乙ろでやっているんじ

ゃないかという極端な言い方もされますが，あれは 1 航

海のもので，メンテーナンスをやるためにはある程度の

スペースが必要です。ヒソレ巡営部の心臓ですから。

小山 事故防止上，機械室スペースは，或る程度確保

して頂きたいと思います。私の方は延面積の 9pdを占め

ています。

滝井 設日| ーをされるうえに何3 '6という基準はありませ

んか。

司会 だいたいの統計ーはあるにはあるんですが，内容

でそれは変わります。

佐藤 機械に関連して，ダクトスペ ースですね。消音
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の問題がありますが，将来はどうしても高速ダクトとし

て，ダクトスペースを減らしたいですね。

［竜井 安 ｾ Ｒ 室戸台風でＷＮＱ＼が玄関前約 ＵＰ｣ｭ 高さまで河

水が来ましたが，堰板で泣:7 . 1 < を止めたんですが，浸水の

恐れあるピノレは，重要機器の場所を考える必要がありま

すね。全機械を階上 Ir . 設備というわけにはいきませんが

せめて電気室を水密にするとか，金がかかますがね。関

電さんは自家発電は上の方lζ 設備されているんですね 9

天羽 レシプロとディゼ J レを塔屋lζ 据付けました。

i竜井 必要ですな。今後の浸水対策は。

天羽 関電ピノレの防ゆi対策は，台風時に防栂l壊を南と

北の道路に沿って組立る設備と ，万一多少在ソk した場合

lζ 備えて，地下 3 階lζ 排水ポンプを設置しであります。

第 2 室戸台風も乙れで完全に防水しました。今後の防水

対策としては，昨年山上げされた河川の| 釣潮堤より ，ビ

J レの防i Wl堰を高くすることですが，現在は見送っており

ます。

話は変りますが，受電用の変圧器は最初は乾式を使う

予定でしたが， ピJ レが中之島で両側が川ですから ，水害

tr . 備えて普通の油入自冷式を購入しました。

i竜井 乾式にすると，火災保険料もうんと安くなりま

す。また ｾￌｉ をもっていると危険物取扱所の検査の対象に

もなります。しかし乾式は温度上昇がはげしいので大容

量はファンが大きく従って音も大きいですね。

天羽 関電でも乾式変圧桜は発，変電所で沢山佼って

います。実績は決して悪くはありません。
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i 保 守 管 理 の 問 題 i
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司会 保守管理の方式は業者にお任せになっていられ

ますか。または自社でおやり κ なっていられますか。そ

の人員，システム，また管理主Iの問題 ζ ういった乙とに

ついて。

滝井 わたしの方は清掃だけは外注しております。そ

れ以外は全部自社の方でやっています。

鈴江 保守員は311{，で，ほとんど直営です。外注とし

てエレベーターは full ma int enance ，冷凍機のオ ーバーホ

ール定期補修は年間契約でやっています。

司会 空調設備の管理について外注されているところ

はございますか。

小山 うちで出来ない調整とか空調器関係の清掃，機

器のオ ーパーホ ーJ レ等すべて外注しております。乙れK

ついては年間予算を計上 して定期的に行っております。

中 定期的によく整備をしていだく ζ とは効lt1の向上

について，われわれ業者側としては非常にありがたいと

恩っています。

司会 維持竹型というものは，設計の基本的な問題に

はいって参ります。実際にたずさわっていられる方には

そういうデーターは整備されていますか。

冷房なんか，主任時管理費のデーターは相当あると思い

ますが。

中 電力料の問題はやはり 40}，6 くらいは，いるでしょ

うか ?

滝井 わたしの方では，ヒートポンプですから冷暖両

季共，電力を使います，月使用総包力の50}'6はヒ ート ポ

ンプに使用します。 1 例を申上げますと ，昨年の 8 月で

は総使用電力 186 ，0 0 0 K WH で，その内，冷房電力は5 1%

でした。今年の 1 月は総使用電力 137 ，0 0 0 K WH で! 暖房用

電力は4796で，やはり冷房季は負荷が大きいです。

有効坪当り電ノ3を見ると，大体ですが， 1 シーズン

冷房期 130- 140k WH  

暖房期 100- 1 1 0K WH  

乙のようなデータ ーを示しております。
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i 設 計 施 工 者 に 対 す る 要 望 i

司会 l時間も迫って参りましたので，最後に管理者と

して設計胞工者に対する要望でございます。建築を含め

ていただいて結構です。忌悔のないと乙ろをひとつ。

鈴江 われわれとしては設計管理の面で工程の管理と

いうものを十分にチェックしてほしし、。というのは一応

製品とか，できあがったもののチ ェックはしやすいが，

全体の工程とにらみ合せて，乙の時期には電気機械関係

其他の各業者の繊の速がりをにらみ合せて，乙 の時期に

は手持ちが起乙ら ないという状態でチェックしていただ

きTこい。

それから新しいものができると，それはいままでのも

のを改良して，わるいと 乙ろをよ くしたものには逃いは

なかろうが，それを使うのには非常な勇気がいります。

新しいものについては，使用以前 lζ 十分検訪をしていた

だきたし、。それと保守面に つ い ては十分調べていただ

く。

さらにいまひとつは，できあがってからの 1 年以内は

負荷等が設計当時に比して変動する場合が多い。そうい

うときは十分チェ γ クしてあげて，11- 任をもっ て直して

いただくという積極性がないわけです。乙の点，ど乙と
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も悩みがあると思います。

鈴江 例えば建築面からいえば，12階の屋上から水が

落ちる。原因は ヒサ シのと乙ろからダクトがはいっ てい

るが，そのときにハ リに穴をあけてないために，ダクト

をハリの上を越して通しである ，そのために R1 階のス ラ

ブが簿くなった。 3 カ所とも薄く な っているところから

もっている。結局，当初そこに貫通の穴があいていれば

そこへダクトを通せば問題なく屋上のスラフ. が平均の厚

みでいける。又，重役ゾー ンのファン コイルの取付が保

守の面で非常に困難なように設置しである。結局当初の

全般的な各業者の工事の割合いが，はじめに予定を組ん

だとおりにやっ ているか， どうかというと ζ ろが非常に

むずかしいわけなんです。追い込み，追い込みでかかる

とシワ寄せになるんじゃないかと恩います。

司会 工事の取り合せがうまくいかないという乙とで

すね。

吉岡 結局あとの保守が楽に出来るという事を考へて

ほしいものです。このためには設計者および施工者は竣

工後一定期間後に管理者側の座談会を開いて，その意見

を取入れ，次の設計の資料とすべきではないかと考へま

す。

; 竜井 建築屋さんの内部を見ていると，設備部の方よ

り建築の方が優越感をもっているんではないかと思う。

建築の方はすべて美的に考える。設備の方は哀方のよう

な仕事ですから ， 自然に建築， とくに内装 lζ 比重がかか

る。わたしの方もあまり美的観にとらわれたのか，設備

は押込められたような気がします。

司会 それは使用者の方からも特にいってもらったら

いいと思います。最近は建物の機能というものが設備に

よって大分左右される乙とを皆に認識して立わねばなら

ない。われわれも建築関係者をけいもうするよう努力い

たします。

滝井 オーナ ー側にも責任があります。外観のみにと

らわれず，設備に充分考慮する乙とですね。全体の工費

の4096も設備に使うんですから ，建築屋さんの設備部の

方連も充分プライドを持って仕事に当ってほしい。

小山 建築屋さんは竣工時のことを非常川ζ 気にされま

すね。その自に自分の作品がよりよく見せたい気持は解

りますが，点検口一つにしても中 々承認されない。結果

的には点検出来ないため漏水事故等で竣工後間も ないの

に昧 り工事を行っ て， 復旧か点検口を設けるかというこ

とになります。

また建物使用の段階に なりますと ，居室者は設計者の

意図にお構いなく ，都合のよいように什器その他を設置

されるというケ ースも多いのですから ，竣工| 時にとらわ

れず，保守管理に必要なものは作って頂きたいと思いま

す。

天羽 冷凍機もだんだん古くなると ，オーバーホ ール

しでも調子の惑いと乙ろが出 て来るように ，{ 也の機械も

同様であります。今年一番困 ったのは，各階のヒータ ー

クーラーの排水でした。

長雨で湿度が高いので，ク ーラーにコンデンスする水

量が多く ，排水管K ゴミがたまると排水が不良となり ，

結局，水があふれるという乙とが点検するような状態で

した。排水管を大きくしておけば問題はないのですが，

メーカ ーの計算上の設計では，年数がたってから管理者

が困ることがあります。

佐藤 設備屋さんが建築をリードするくらいにやって

いただきたいという ζ とと ，新しい乙とをやるのはよい

が，非実用的になら ないようにしていただきたし、。また

工事の面で，もうす乙し合理化できる点があるんじゃな

いですか，まだまだ改善すればもっと工事金額も安くな

るんじゃないかと思います。

司会 時間もすぎましたので乙のへんで。お暑いとこ

ろお集まりをいただいてありがとうございます。使用者

の立場からいろいろなど批判をいただきまして，建築，

設備会般の質の向上に参考とさせていただきたいと思い

ます。どうもありがとうどざいました。
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プログラム方式による空気調和設備の自動運

転とスキヤニング装置について

K K大林組投開部電気製長 中 坊 俊 夫

1  . ま え が き

近年建築 ブーム に乗 って， 多 くの

近代的ビ J レが建設 されつつ あり，そ

の中 』ζ は欧米に も 数 少 ない延商品14

100 ，OOOm
2

にも 透する規模のものさ

え出現するように なっ た。このよう

な傾向 lζ 伴っ て，建築設備もますま

す近代的かつ複雑と なり， これらの

迩転保守をできるだけ簡易化す る乙

とが 管理 上 必 ｾと なって きた。当社

では今回大阪神ビノレにおいて線記の

ような 自動fl;IJ 1 i 却を計画し，おおむね

所期の目的を達したので，その概弘1

を説明する次第である。

2. 自 動 制 御 計 画 上 の 問 題 点

ビ、 ノレの自動fj; 1摘 lを計画するには，

技術的 lζ も，また管理上からも解放;

を要する非常に複雑な諸要素を含む

もので，なかなか簡単には達成され

ない。その二，三の伊lを上げると つ

ぎの ようである。

( イ) ビルの使用目的に関係する問

題

建物の規棋が大きく なるにつれて

ビソレの使用目的が事務所専用とか，

百貨l苫専用とい った単一目的ではな

く，大阪神ビノレにみられるように，

百貨庖，貸事務室，飲食庖などが同

居する ，いわゆる多目的ビノレとなる

傾向がある。 ζ のような多目的ビル

ではそれぞれの営業時聞が，部門毎

K まちまちと な り，画一的な統合連

転を行なう乙とができ なし、。

66 

( ロ) 冷凍機の並列自動運転

このように部門毎に営業l時間を異

にする多目的ヒソレで経済巡転を行な

うには， どうしても数台の冷凍機を

おいて，負荷の増減 K. 応じ自動的』ζ

迩転台数を選択する 方式，いいかえ

れば並列自動巡転を行なう 必要があ

る。

( ハ) 蓄熱槽の採用の問題

最近望書士ｊＮ｜ｦ， ｾｩ を設けて，負荷の ｩｬ 墜い

H寺聞に冷水を蓄え，乙の熱を昼間の

ピーク l時に還元してやって，冷凍機

の容量の軽減を|丞lり，建設費の節約

を図る方式が一般化 してきた。こと

に多目的ヒソレでは早期ないしは夜遅

くまでiZ業する一部のために( たと

えば飲食j苫) ，大容量の冷凍機を逆

転する乙とは非常に不経済であるの

で，蓄熱糟 lζ 替えら れた冷水を汲み

上げて，乙れを冷房に利用すること

が必要と なって くる。乙れがために

冷凍機のｾ転は循環サイクノレだけで

な く，蓄熱サイクノレも必要と なり，

その上汲み上げ巡転も必裂と なるの

で冷 ・ifu17. k 系統のパ J レフe の複年uな切

替操作を行なわねばならない。

( ニ) 各種継電器に対する信頼度

全館に亘る自主lJ illi 転のため には，

数百個~千個に近い各種型式の継電

器が必要 となってくる。乙れ らの継

電器はできるだけ故障の少ない，信

頼するに足る 精度のものでなければ

ならない。

3. 設 計 上 の 基 本 構 想

これ らの諸問題の解決κ は非常な

努力を必要としたが，幸いに して関

係者各位の協力 によ って何と か製作

設計を行なう段階 lζ 到達する ζ とが

できた。

( イ) 使用目的に関する問題

テナントによってそれぞれ袈求の

異なる営3長時間を分類，整理し，空

気調和系統をつぎの第 1 表 lζ 掲げる

12系統にまとめ，それぞれのi割引時

間をこの表のように 7 種類に限定す

る乙とができた。乙れによって起動

は朝 Ｗ Ｑ 時 Ｍｬ ｬｊ ｾ￝， f . 争止は 161時- 2 3時

の間lζ 行なえばよいこと lζ なり， プ

ロクラムの設定が非常に容易となっ

Tこ。

捌系統 戸司嗣ー土-空

Z? ?三|開放出転

( 口) 冷凍機およびボイラーの並列

自動運転

空気調和設備工事に おいてカ ロリ



ーメー ターな るものを採用した。乙

の装置は，冷 ・温水系統の出口およ

び入口の混度差ならびに流量を ill iJ定

し，これを電気品K 変換して，乙の

二つの盃の相乗積を求める。 ζ のw

が建物の要求する所要熱品に相当す

る。一方，冷凍機( ボイラー) 1 台

分ないしは設備台数の合計容量に相

当する標準電気f訟を，あらかじめ設

定しておいて，前者を乙の標準電気

量と比較する乙とによっ て，冷凍機

( ボイラ ー) の所要巡転台数を決定

し，指令を行なう ζ とができる。こ

れらの計算，比較，運転( 停止) 指

令を自動的に行なう装置がカロリー

メーターであって，乙の装置の採用

によ乃 て，巡転台数の自動選定が可

能と なった。

(ハ) 蓄熱槽の採用にもとづく問題

占

切替操作を必要とする冷水系統ノて

J レ7' はすべてモー ターパルフ' を使用

した。乙のモ ーターパ ノレフe の切替操

作のためにパノレフe 自動llilJ 御盤なるも

のを設け，循環，蓄熱，汲み上げの

各指令をうけてそれぞれ自動的に必

要なノ心レフe の選定ならびに切替働作

を行なわしめるとともに，絶対誤働

作のないようそれぞれの閲にインタ

ーロァク をjjをした。

( ニ) 各種継電器に対する信頼度

電話用自動交換機の発達 lζ 伴い，

非常に信頼度の高い各種通信用継電

器が開発され， しかもこれ らの継定

器は差込型として取替えを容易なら

しめるよう な構造に なっている。信

頼度について一例を上げると ，ワイ

ヤスプリングリレーと称する継電器

は 100 万四の使用頻度に対して，そ

の寿命を保証されている。

したがって本装置は操作電圧を直

読 24V とし，乙れ らの通信用リレ ー

を大幅 lζ 採用する乙ととした。

4. 遠 方 制 御 盤 の 構 造

匹装置は， ピン ボー ド式運転指令

機構と制御機構の二つより構成され

る。制御機構はピンボード式運転指

関 係 パ ル プ 間

無 関 係 パ ルプ rR

第 1図 冷 凍 機 な ら び に 納 繍 起 動 願 序 表

令機構の指令をうけ て，関係機器の

述繋動作一一ーたとえば冷凍機を運転

するためには第 1 図のような順序で

関連機器を巡転してやらねばならな

い一一乙れらの機器の巡転表示，故

障の際の事故表示を司るものであ

る。

( イ) ピンボード式運転指令機構

ピンボ ードは第 2図および第 3図

に示すように，一枚のプ ラスチック

盤上lζ 縦横十文字lζ 多数の小孔が穿

たれ，その機軸は第 1 :表』ζ 示した空

諮系統帥と してそれぞれの系統をlili

転するための制御機構lζ 接続され，

縦軸は時間軸として時計機構lζ 接続

されている。

乙の小孔lζ 起IVJ もしくは停止用の

ピンを挿入すると ，桜i軸lζ 指示する

系統 ｬζ 属する機械が ， 縦 ｾＴｵ の指示す

るH寺聞に起if!}J または停止するよう電

気的指令が発せられる。

l時計持主将iは自動交換機のように多

数の継電器群を組み合せて製作され

親時計よ り発す る電気的パJ レス (30

秒に 1 回) を うけて，乙れを蓄積し

15分に 1 回の割合で，ピンボード l乙

電源( 電気的ノマ/ レス) を供給するよ

うになっている。親11寺計は放送局よ

りの電波規正をうけているので， 24  

時閣を通算した誤差は僅少であっ

て， 乙のI時計機構の誤差はほとんど

問題にならない。

乙のピンボ ー ドは，平日用( 月 ，

火，木，金，土) 1ζ 1 組，水曜日用

( 百貨庖休日) Iζ 1 組， 日 曜 日 用

( 事務所休日) に l 組，予備 l 組，

計 4 組を設け 1 シーズンの述転プ

ログラムはあらかじめ全部設定する

乙とが可能で，また迩転計画を変更

する必要ーがあれば， ピンの位置を伸

しかえればよい。

乙れらのピンボードは盤面lζ 取付

けられた曜日切替スイッチによって

切替えるよう考慮されている。した

がって管理者は一週間K 3 回，この

切替スイッチを操作するだけでよ

い。後は乙のピ ンボードが勝手lζ 所

要の空調機械設備を選定し，必要な

運転( 停止) 指令を発してくれる乙

ととなり ，ワ ン7 ンコントロール方

式のように毎朝夕多数の仰ボタンを

操作する繁雑さから解放される。

( ロ〕制御機犠

ピンボ ー ドか ら 発 せ ら れる運転

(停止) 指令は第 1 表ないし第 2 ，

第 3 図lこ示さ れたそれぞれの系統に

つき ，各々一つだけしか与えられな

し、。

と乙ろが ζ れらの各系統lζ 属する

機械は 1 台だけでなく ，数台ないし

十数台である。一例を上げると帝人

西空調系統に関係する 機械は， ファ

ンコイルユニ ッ ト ( 熱交換器) 15台

冷 ・温水循環ポンプ 3 台，給気およ

び排気用ファン各 1 台，計20台であ

って， しかも乙れらの諸機械は同時

! こ一斉起動するのでは な く，あらか

じめ定めら れた順序にしたが って

定間隔をおいて整然と起動せしめね

ばならない。

したがっ てピンボ ード装位よりう

けたーケの巡転指令を乙の系統l乙属

する各機械毎の個別指令に分解し，

さらに これ らの個別指令は上記の起

動順序に応じた数秒のl時間関漏をお

いて発せら れるよう変換されなけれ

ばならない。

乙れらの変換IVJ 作は第 4 図lζ 示す

ように，別K 設けられた継電器群に

よっ て行なわれる。乙の装置がtljlJ 御

機構である 。

なお制御機構には，乙れらの諸機

械が指令通り確実にiili 転されている

か否かを確認するための巡転表示装

置( 表示 ラン プおよび表示用継電

器) および故障確認のための故障表
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一- ーー一 種紙m令

--- ー一一 "示m令

いうものを備え，装置内の継包器の

故障，表示ランプの断熱を自動的 lζ

点検するように考慮されている。

また乙の装置には温度指示計，温

度記録計が併設さ れていて，スキヤ

ニンク装置と切替えて，各点の温度

測定，長期間の訊IJ 定記録をもとる乙

とができる 。

第 4 図 自 動 制 御 盤 働 作 税 明 図

乙のスキヤニング装置を自動制御

装置に併設する ζ とによって得られ

る利点と しては，上記のように各室

の温度を自動監視するばかりでなく

自動制御装置に現われない故障，た

とえば: モ ータータ' ンノマー， ファン コ

イルユニット lζ 附J i t ，の冷 ・温水調節

弁などの故障をも検出できる乙とで

ある。

示装置を併設している。

また乙の機構l乙はピンボード巡転

指令装置が万一故障した場合に備え

て，手動遠方操作が可能なよう手動

州ボタンを設けている。乙の押ボタ

ンは上記の迩転表示ランプと兼用，

いいかえれば，押ボタンの内部Icilli

転表示ランプを内蔵せしめたような

構造とし，盤面の小型化を図ってい

る。

5. スキヤニング装置

乙のlll l J 街] 盤には館内主要室の温度

があらかじめ設定された範閣内に調

和されているかどうかを自動監視す

るために，スキヤニング装置という

ものを併設している。

館内 ｬζ は要所 Ｑ ｛Ｕ Ｗ 個の温度検 出 ｾ

(サーモエレメン ト) をおいている

が，乙の倹出器によっ て検出された

温度は電気量に変換されて， 乙の装

置に送り込まれる。

乙れらの部屋はそれぞれの用途K

応じて，許されるべき許容温度範囲

があるので，乙の装置では第 5図κ

示すように，各系統別( 前項参照)

ｬζｾ ｴＭ容飽聞に 応 じた温度の 上限 Ｈ最

高) および下限 ( 最低) 標準を電気

品として設定できるよう ，上下限設

定回路というものを備えている 。

検出探よりの57個の入力は入力切

替回路によっ てつぎつぎと切替えら

れ，順次比較増幅 ｾｉ ζ 送り込まれる。

比較増幅器 lζ 送り込まれた入力は

上下限設定回路の標準電気品と上

限，ついで下限といった具合につぎ

つぎと比較される。乙れらの入力の

中で，設定温度範囲を外れたものが

あると異常記憶回路というものが働

作して替報を発すると同時に，故障

点を記憶し， 乙れらの故障が排除さ

れて， 正常な状態に復帰するまで故

障表示ランプを点灯する。

乙れらの点検を指令するものは11;IJ

御指令回路であって，入力切替回

路，上下限設定回路，比較増幅穏に

それぞれ必要な指令を与える。乙の

点検K 要する i時間は 1 点 1 秒，つま

り全官官; の温度点検に要するI l 寺閲は57

秒である 。

なお乙の装置には自己点検回路と

6. あ と が き

乙の装置は，多目的ピ J レの自動運

転，監視装置としてわが国で始めて

計画し，施工したものであるが，細

部』ζ 亘 ってはいろいろと改良すべき

余地が多分に残されている乙とと思

う。 何分lζ も，つい最近完成したば

かりで，長期間のilli 転データーが得

られないのが実情であるので，追々

乙れらの欠点を発見し，改良を加え

完全なものに仕上げたいと念願して

いる次第である 。

なお乙の装置の完成K 当り絶大な

ご支援を賜 った阪神電鉄関係各位，

その他関係者各位に対し深甚の謝意

を申上げる次第である 。

制 御 指 令 回 路

第 5 図 ス キ ヤ エ ン グ 装 [ 1 働作 説 明 図
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天井面吹出しについて

、

員リ

①天井哀をプレナムチャンパーと

するための天井白地などの気密

性を保つ施工上の問題。

①絵図でわかるように天井面l次出

しの場合はダク トは廊下の天弁

を通し，各プレナムチャンパー

には短い枝管で述絡するのが普

通であるが，乙のプレナムチャ

ンパーや校管のサイズの決定，

実岡秋高砂熱学工業株式会社大阪支応第 2 伎術課長

点状のl次山口 ，あるいわスロット裂

など総状のI火出口 lζ よってこれを解

決しようとしてきた。

面状の1次出口が乙の要求に，より適

応したものである乙とは当然考えら

れ，すでにわが国でも二三の実施例

を見る乙とができるが，乙れが一般

』ζ 普及されなかった理由は次のもの

であろう。

調整空気を室内 lζ 供給して冷暖房

をする場合，その結果の良否を左右

する大きなフアクターの 1 つは，所

要の風E を熱負荷の平面分布{ 乙応じ

て分配することであるが，同時にそ

のとき人体 lζ 当る気流は 4 --8 m/ mi n 

の聞に保つ必要がある。

今までは乙れをアネそスタット型

吹出口やノズ J レ型のものなどいわば

怒
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Fi ssur ed  

またチャンパー内に梁な どの障

害物のある場合，この梁下のす

きまあるいは梁貫通孔の寸法の

決定などの設計上の問題。

乙の施工上の問題を合理的に解決

し，そして実験を繰返して乙の吹出

し方式の設計法を確立 したのがア ー

ムストロングのi湿気吸音板である。

( 乙乙で吸音板と称 しているのはこ

の天井面吹出しと従来の吹出口を同

一条件のもとで比較した場合，約 3

phon程度の減衰が考えら れるからで

ある。)

その吹出しの状態は絵図を見れば

明らかであるが，各吸音板には 4 周

{ζ 凹凸があり ，これを天井下地の軽

量形鋼と順次つき合はせていく乙と

によっ て気密性を 保 つ ζ とができ

る。

乙の吸音板の模様には図のように

Fi ssured， Embossed， Cl assi c， Full 

Random の4 種類があり ， また材質

":'，' 闇 ..'" ;  

Cl ass ic 

は何れも鉱物質繊維( ロックウ ーノレ)

であるが，不燃性のものと防火性の

ものの区別がある。色は原製品は 白

色であるが， 自由 K，着色するととが

できる。

アームストロングのプレナムチャ

ンパーに関する設計法は，当社で実

験比較したと乙ろではほぼ同一の結

果が得られた。

天井面吹出しの方式は，空気分配

の方法として優れているばかりでな

く，更に メーンダ ク トと建築構造と

の取合わせを検討することによっ て

階高の縮小をもたらす乙とも可能で

あり ，また天井面や壁面に従来の吹

出口を取りつけないととによる新し

い内装デザインが考えられる。

しかし乙の方式における 1つの問

題点は，いわゆる聞けつ冷暖房の場

合，照明から天井装えの放熱あるい

は上階スラ ブ構造などの天ヂ|哀のjEL

度との相異による放熱や吸熱は当然

天井裂の温度の上昇ないし下降をも

たらすが，従来の吹出し方式での室

F ul1 Random 

内熱負荷の計算ではある程度乙れを

無視する乙とができた。まずこ無視し

ない場合でもそれは室温にとって安

全側にきいて来たわけであるが，乙

の天井面吹出しの方式では，天井裏

に流出入する熱誌はそのまま熱負荷

となっ てきいて くる乙と，そ して上

階スラブなどの熱容量のために吹出

口温度に無視し得ない過渡現象が起

ることが考えられる点である。

しかし ζ れがどの程度に問題にな

るかは天井裏周囲の構造や建築平面

での位置によっ て変り，一概にいう

乙とはでき ないが 1 つの対策とし

ては，外墜に面した部分のスラブ下

面あるいは最上階の場合には，屋線

スラブ下全面 lζ 断熱材を張ることが

考えられる 。何れにしてもζ れは熱

負荷計算の問題であ って， この計算

を確実にすれば問題はな くなる。

アームス卜ロング通気吸音板は乙

れからの吹出し方式として広く注目

されるであろう。
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べ ロ べ ン ト ユ ニ ッ ト

最近我国の空気調整設備において 混合チャンパー

個室 l単位に空気調節ができる乙とが 5  バイパスダンパーと水量調節弁

望まれている。そ乙で空気調和方式 の主li 動機構

の中で 1 タクト誘導方式が考えら 6.  混合空気吹出グリル並調節 No b

れる。 以 上 ＱｾＵ 項は，ユニット本体

とれから紹介する S . F. VE L OVE NT  で 1 組に総成されているが， 6 項は

- UNI T もその方式の誘導ユニットの F付属品として付いている。乙の他水

部分であり ，欧米では数多く利用さ 量調節圧力弁，接続管等は部品とし

れている。 1 : ダクト誘導方式にはー て付いている。

次空気と二次空気があり ，一次空気

品は換気と術生的必EE外気置により S.F.  VEL OV ENT -UNI T の特徴

決定されるが， 1 台当りの熱交換並 1  ユニットは，コイルの取付{ 立置

もヨ5' lu'( する必要がある。一次空気は 数起により 3 積類 ( B，C ， D型)

室内温度との差を高くする乙とがで に別れ，一次空気f立により q 置

きる。また，送入空気速度を大きく 類 ( 3 ， 4 ， 6 ， 8 型) Iζ 別れ

する乙ともできる。従って一次空気 ていて自由 lζ 組合せができる。

品を最少限度にする ζ とは可能であ 2.  熱負荷 lζ 応じて調節 No b を動か

る。一次空気処理は，季節に応じで すと ，二次空気はコイルを通過

温度調節をし送入するが， 一般中央 するものと，コイノレを通過しな

ダクト方式に比べて，ダクトが非常 い二次空気とが，パイパスダン

に少さく て良い乙とと ，地階または ノマーにより調節される。同副hの

屋上階に一括して設置する乙ともで 水量調節弁が，水量調節をもす

きる。建物の各ソぷー ン別 lζ 一次空調 る。

器を設置する ζ とも可能であり ，ー 3. 天井，床，鐙または嬰込状態で

般には一次空調器はインテリセゾー も使用できる ，また調整機階は

ンと ，ペ リメー ターゾー ンに別けら 手動操作である。

れている。一次空気送入ダクトは高

:iiliダク トで，柱沿い lζ 垂直に送る場

合と各ゾーン別に丞直 lζ 送り床下ま

たはｾ貫通で送る場合がある。誘引

ユニット方式には冷温水配管，排水

管が附属配管として必要であり ， ζ

れら配管から考えると ，建物に対し

て歪直方向 iζ 配管するのが多く設備

されている。 S. F.  VELOV E NT  - UNI T  

のうち，AE K 型』ζ つい て説明する。

S.F. VE L OVE NT - UNI T の構造

1. ウォ ーターコ イJ レ( クロスフイ

ンコイ l レ)

2. 一次空気チャンパー ( 送入管と

チャンパーは一体)

3 .  一次空気吹出ノーズノレ( ノ ーズ

J レ取替，組替可能)

4 .  二次空気のバイパスダンパー並
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S. F.  VELOV E NT- UNI T の，一次空

気と二次空気は， ノーズルの数また

は配置型式により比率ならびに状態

が変化するとは考えられないが，選

定するに当っては，最大室内負荷に

応じて，一次空気を選定し，二次空

気を調整するのが適当と思う。乙の

羽合夕、ンパー操作により混合空気立

の変化はない。調節No b全開で，パ

イパスダンパーは会開 ・二次空気は

全てコイノレを通過し，調整弁は全日目

で最大水量と なる。

次と二次空気の比皐は問一型! こ

於てノーズノレの組合せで空気11を変

えられるが，規定最大同E の場合約

2  1 ，一次空気が6796の易会約 3

1 ， 50 96の場合約 3 .5 :  1 程度の

比率になる。空気i戸過の必要性が考

えられるが，一次空気圧とノーズル

の誘引状態より見て， 抵抗の小さい

フイ J レタ ーであれば二次空気品は 10

76数低下するものと考えられる。

写真説明

本ユエツトは A E K- 4V - 16C型

一次空気盆 120m
3
/ h r ， ( 最大)

本体寸法 180m/m x3∞m/m x 750m/m 



サ ン エ ッ ク ス (Sun圃X)
伊藤忠商事版物資部

Sun-X は，米国デュポン社の新製

品であり ，製法特許の液体プラスチ

ックです。

最高の園者カ，硬度，そして透明

度をもっており ，吸熱性，紡H玄性，

透視性l乙優れております。乙の性能

により冷暖房ＧＦ用を約 ＳＰ ｾ ぢ節約する

効果をもち，たとえこれらの装置が

充分でない建物でも完備した冷暖房

装置と同様な効果を上げることがで

きます。すなわち. Sun-X は太陽光

線に より生ずるあらゆる障害を解決

する窓ガラスのカラーコ ーティング

刻です。

Sun- X の性能と 効果

防熱性 Sun-X カラ ー コーティン

グは色調 lζ より若干の差はあります

が，太陽の熱線を3 0 - 8 096を減少し

ます。したがって夏は冷房の効果を

高め，冬はその断熱効果により室内

温度の低下を防ぎます。

第 1表は株式会社大林組研究室の

試験結果です。試験方法は断熱ボッ

クスを作り ，ボックス内の熱カロリ

ーをあ らかじめ下げておき ，上面 lζ

透明 5 m m普通ガラス ，透明 5 m m普

通板ガラス lζ Sun・X フツレーをコーテ

ィングしたもので，密閉し直射日光

{こ当てたところ，第 1 :表の結果が得

られました。

防舷性 太陽光線やへ Iノドライト

の舷しさ ( Gl ore) を 30- 90 96減少

します。

第 2表iL sun- X の色調，熱吸収率 ，

腕H主率，紫外線減少率 ，フェードフア

ク宇一のデータをあげておきます。

施 工 法

Sun- X は現在ど使用に なっている

普通ガラスに簡単lζ 施工できますか

ら，経済的であります。色は 12色あ

りますが，色を替えたいときには佼

用中の色を Sun- X c1eoner で拭落し

新しい色をコーテインタできます。

特殊な特許施工法( ブローイングプ

ロセス) でコ ーティングされますか

ら，色斑がありません。効泉は半永

久的なものですから色を替える必要

が起らぬ限り塗り替える必要はあり

ません。

Sun-X は 1000分の 1 インチのj立さ

でコーティングされます。

サンエツヲスをコーテインタしていると E ろ

ガラス I  7. 5

0

C  I  24. 0

o

C  I  32. 0

o

C  I  36. 0

o

C  I抑 C 1 40. 00C  

mK Sun- Xプル I  6. 0

o

C  I  13. 0

o

C  I  18.0

o

C  I  24. 0

o

C  I  27.5

0

C  130. 0
0C  

Z1 2 表

Sun-X の 色 制
| 制 収 部 | 防舷率| 紫外線減少事| フェード 7 7 付

( %)  ( %)  ( %)  ( {古)

Cl ear  16 12 76 2.0 

Rose  Tr anspar ent  20 21 82 3. 0 

Gold T r anspar ent  22 24 85 3.0 

Rose Gl ar e 23 31  89 3. 5 

Gold 28 36 95 4. 0  

Gr ay  Tr anspar ent  29 36 81 3. 5  

Bl ue Tr ans par ent  31 39 77 2. 5 

Gr een  Tr ans parent  35 46 87 4.0  

Gr ay  Gl ar e  42 59 86 5.0  

Bl ue Gl ar e  46 65 78 3.5 

Gr een  Gl are  53 80 98 6. 0 

Gra y  Fr ost y 67  93 95  6. 0 

Bl ue Fr ost y  69 95 95 6. 0 

Gr een Fr ost y 69 94 95 6. 0 
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近代建物へ対する空気調和の表現

一 空調設備装置の美学的表現 -

東洋キャリァ工業

大 阪 支 庖 設 計 課 長 落 合 藤 雄

わが国経済の発展と産業の伸長に 間にもっとも適した空気条件にして 築家とともに完成でき得るとしたら

よっ て，それに附随しての建築物の おくという乙とは建物K 対して関連 相互の部門において建物に対する総

増加と民度の向上による文化水準の 的にその合目的性をよ果たすものであ 合的な合理性と美学的な価値をさら

進化 iζ 伴うと乙ろの建築物の建設が るが，建物内部l乙表現された空気調 lζ 高める乙ととなろう。

多くなってくるにしたがっ て， その 和装置の顔のような空気吹出口類に さらに具体的に論を進めていった

初期の頃より最近来の建物がその外 ついてその位置，形状など，私たち 場合，建築家がその建物 IC対するイ

観的表現 ICおいて高度にその美学的 が機械的な要素をも含めて総合的意 メージを具現するに当って，近代施

な見地よりの美観を増し，またその 匠へさらに今一歩進まなくてはなら 工工法の進化は建築 lζ 要する工期を

内部的表現においても関連的K その ぬ課題である乙とは一体如何に考え いちじるしく短縮してきた。それが

合 目的性を果たしつつ，また答美的 られているだろうか。もちろん問題 経済的理由にもとづく乙とは論をま

な観念に一応の満足への方向を示し を私たちが取り扱う熱学的な部門の たないが，それゆえにとくに空気調

てきている乙とは全般的に認められ 建築物 lζ 対するものだけに限定して 和装置という機械的部門がその内容

る。しかしながらわれわれの熱学応 その美学的な満足感はそれ自体. m においてもっとも建物の外観と内容

用技術においてその一分野である建 築家の分野lζ 属するととのように恩 に影響をうけるにもかかわらず，工

物 IC対する空気調和装置というもの われ勝ちであるが，乙乙にわれわれ 期などの一つの条件κ しばられて建

が，果して完全に建物!ζ 対する合目 熱学応用技術者が建物自体を空気調 築家のイメ ージが図面に表現された

的性を果し，また審美的観察 {ζ 満足 和するについて， 直ちに機械的要素 時点より実施設計に入った場合，全

を与えているかという点に至って考 の具体的な発表を建築家にその構想 体計画 lι までも影響する結果がしば

えてみた場合，既存の建物に対して 完了以前 !C要求しなくてはならな しば経験されてきた。乙の結果が建

すで1ζ 行なわれてきた装置の表現に い。非合理性をも含めて併せてまた 物外観lζ 影響を及ぼす外気取入口，

多大な疑問を感じるのは単に私だけ 外観および内観に均衡が保たれて， 排気口またはそれに類する機械的要

であるとしたら幸いである。 さらに機滅的要求を満足せしめ得る 素が機械設備の要求の本質のみを満

住うための環境を年間を通して人 空気調和を設計，施工することが建 足させるだけの結果でしかない表現

7
tl

orv'7 ｾｊ わ ｫ 塗料Ｏ
巴ニール・セメシト・ぺイシト

ヴ 0 ・、吋伶4( ，. 国

制 毛 又 は ス プ レ 塗 り

安 価 ・ 逮
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となってしまった場合が多々ある。

また内部的にいっても，内部空聞に

対する活動性のみの満足だけと なり

さらに重要な要素であるべき空間の

美学的均衡に欠けるような空気調和

装置の表現となる場合もある。しか

して少なくとも機械的基本要素を満

足させしめ得る空調装置であればせ

めてもの幸いであり ，なかI(_ はその

機械的基本要素にまでも欠点を与え

てしまう 場合も経験されている。

本質的にいった場合，建築家はそ

のイメージをスケ y チした段階にお

いて，寸法という要素が頗る介入し

難い段階である乙とを熱学応用技術

者は認識すべき ζ となのかも知れな

い。私ども熱学応用技術者はその基

本として寸法と数字lζ よっ て機械的

基本を構成させる一安紫と している

乙とも認識されてはいるが，建物と

して総合的な均衡を保持するという

起点からみて，さらに両者において

一つの創造に対 して，その設計- 時に

おけるデ ィスカッ シ ョン等の方法に

よっ て建築家のイメージと感覚をな

るべく早くキ ャッチする態度が熱学

応用技術者にさらに必要とされると

思う。今日まで戦後より空気調和装

置という技術は進歩と発展をきたし

たその成果として空気調和の方法，

装置の利点，欠点，辺転管理lζ 関係

した各識者の意見研究が発表され，

また実施さ れてますます機械的には

充実味を帯びてきている現況をさら

に美学的 lζ 検討されて，そ のイメ ー

ジを生かす具体的な方法を積極的 l乙

考えてよいH寺機がきていると思う。

ζ の事実は建築という長い歴史を確

立してしまった部門がさらに大きな

成果を求めて創造されてゆくに対し

て空気調和装置なるものが，その発

生より進歩が急速であったためにそ

の歴史が浅く ，ただ学問的基般原理

の活用が小乗的で- あるととはまとと

に止むを得ないことだと思う。今日

すでにその急速な発展と繁栄をきた

した事実を基礎として，今後はそれ

に美学的考 lむが深く払われて初めて

完成した建物に対する空気調和装置

といい得る乙とだと信ずる。

実際の傾向として，今日の米国に

おける空気調和装置の総合的な傾向

としてみた場合，どく最近の建物 lζ

対する空気の吹出口 ，還気口または

外部への空気取入口，排気口の形態

が一つの変化を建築家によって修正

をうけてよりその建築家の創造へ接

近してきている ζ とを認められると

とと思う。

今日の空気調和装置は米国におい

て開発進歩し，その繁栄を認歌し工

業水準の高度化，文化的生活水準の

高級化に伴ってそれ自体の経済的能

力を一産業として堅固なものに完成

させた。つまり空調関係者は肉体的

lζ 充分に育ったと考えてよい。そ ζ

で健全な宮を得た空調関係者は精神

的文化をその業態の中に注入すべき

l待機がき て， 今日米閣の建築物がよ

り美学的要素を加味して きたと I待機

を同じくして充分に成長し健全にな

った空気調和技術 IL対して精神的な

( 美学的な) 完成lζ 近づく乙とを求

めてきており ，また乙れが自然な在

り方であると思う。同様なことがわ

が国においても要素と して機は熟 し

ており ，機械技術者が形而上的な範

囲をも体得しい る機会を逃してはな

らない し，また，乙れは建築家の仕

事の範囲であると観念すべきではな

し、。

総合的な美学的な均衡を保たさし

める乙とは事実建築家の統合的なu

任であ り，社会において果せられた

ーつの義務であると考えるが， しか

し極度に高度化された熱学応用技術

の実質を建一築家がわれわれと同様に

会得し得る乙とは恐らく不可能に近

い乙とである。よってわれわれの機

械的応用技術を用いて建築家のイ メ

ージを如何に満足さ せるかは，かか

って熱学応用技術者の形而上学的な

要素の主主解の度合にかかるのでは な

い か 。 ( 以上〉

筆者註 : 非常 lζ 抽象的な述べ方で

あるが，指定頁数の制限によっ

てもっと具体例を上げて説明で

きなかったととと ，そのために

よる誤解がもしあったとすれば

申しわけありませんので乙 ζ で

お断り申します。

う|モ特 号/ 11，俣寄せ I ! 言支 ZL

/ 防火シャγ 9 - 全般 I ; る雄主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 l吉

大 阪 市 北 区 若 松 町30 電 話 (341 ) 9  0  0  4 .  9  0  1  6 目 4  8  2  5  

本 社 東 京 都 北 区 間 端 田 丁 寧 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市
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どしどしと投稿下さい。テーマ自由。掲臓の分

ｉ ｾ は粗品呈上。前号 ｋ ｪｩ［｝ 入 のハガキをと利用 下

.;H、。

*  

口 「空 間」 ということ ば 口

紙上で「建築空間」という乙とば

に出会う ζ とがあるが，何となく羽l

切れない感じがする。

数学用語では，位相空間，ベクト

J レ空間，ユークリッド空間など「空

間」という語がひんぱんに用いられ

る。しかし数学空間なる乙とばは用

いなし、。

乙の場合「空間」 は「場」という

怠味lζ 解され，明確な定義が与えら

れており ，かっ， 日常ー用語の意味の

「場所」との共通性もある。

日常用語からの述恕llC重点をおい

て，何か特別の窓味を含ませ，定義

をあいまいにして用いると，乙とば

の混乱をまねき易いのではないだら

うか

(金谷)

y:; 

く険ペイ④

ピニール壁塗料

ロ カラー写 真をのせて下さい口

建築雑誌にカラ ーの頁が少いのは

どうしたものか，印刷が高価な為か

「新建築」が最近カラー 23定がやっ

と33告になった。

一流雑誌でかくの如きだから総理

は申せないが「建築と社会J もカラ

ー頁を採用されたい。会践に響くの

であれば会員諸兄に異議があるかも

知れないので，一笑として掲載建物

を施工した建設会社及び関係建材メ

ーカーにスポンサーになって戴き ，

カラーの頁をのせて貰えないものだ

ろうか，現地でつぶさ K 新しい建築

をみる機会の少い地方会員はモノク

ローム写真ではどうも感じがわから

ない。ぜいたくだがカラー写点はた

だみるだけでも楽しいものだ。編集

部の方によろしく善処方を望みま

す。

( 徳島市中前)11町 2丁目 14 天羽 鴻)

y:; 

口 奈 良 部 会 を つ く ろ う 口

奈良県下の会員の先輩諸兄で奈良

部会の様なものを組織して色々な会

合をもち，少しでも会員の知識高協

をしたいものだと考へるものです。

もしこの趣旨に御同窓の方は下" 己

え御一報下されば幸甚と思います。

何ｾよろしく。

( 奈良市法強制七町l 附

岩崎l l ! 築政計事路所 岩 崎 弘〉

市K

口 「有 名 な も の」 と 本 質 口

先頃，京都山科の勧修寺( かしゅ

じ) を拝観した。少し前までは山|法

門跡の誇り( りを堅持してか，庭

園だけは見得ても， 一般人の屋内見

学を拒絶されていただけに，中々に

期待を持っ ていたのであるが，少し

変な気も起った。

ど承知の通り，同寺の現存の建物

は徳川初期の終りに，皇居の一部を

数次!ζ 亘り寄進され，移mしたもの

であっ て，その一部は旧国宝となり

他の部分は未指定なのであるが，全

体としてその時代も意匠も特に区別

の著しいものとは思えない。只有名

なデザインの優れた「勧修寺側」 は

未指定の建物に属して居り，何等の

表示も な く，却 って国宝の建物lζ 属

する比較的平凡な棚の前は麗々しく

説明札が立っ てい る。乙んな間迷い

が世に多くなければ結構だが ・

( K K大林組顧問 河合貞一郎)

y:; 

口 違 反 建 築 に 想 う 口

私は地方公務員

新聞誌上の三面記事をにぎわす記

事に逃反建築が度々挙げられてい

る。建築のノレーノレに逃反した泌物を

公然と建築し，良心を隠し，平気な

函をしている建築家，そして又，建

築主事のいない地方公共団体は ， ｾ

Iii -16...9及

5 0 0 0 級 ス ー パ ー

外 部 用 ・ 内 部 用

ｾＭＱＶＮＮＮ ，Ｎ克 ＵＰＰＰ
大 阪 ・ 東 京 ・名 古 昆

福 岡 ・ 広 島 ・仙 台

札 幌 ， 小 倉 ・神 戸

金 沢 ・浜 松 ・静 岡

藤 沢 ・群 嶋 ・新 潟
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築確認行為lζ 関する凡てを都道府県

lζ 任せきりであり ， 自分の市をよく

するための予算を数々挙げられなが

らも ， 自分の都市 lζ 建て られた都市

改惑を行な う数々の違反建築には，

余り関心を示していない。確認行為

は県の仕事だからタ ッチせずと云う

考えが多分を占めてい る。違反m築

が平然と悲てられるのは，その市の

rl 任である。

違反建築防止法には，全市民 lζ 巡

反建築の恐ろしさ と都市発展計画の

重要性を説く必要が有る。 それによ

り市民の自発的な通報連絡等に依り

述反建築を未然lζ 防 ぐという 市の積

極的な長期l乙波たる広報活動も都市

発展の重要な一つの point と恩われ

るのですが ?

( 西宮市建役部建築設計課動お 辻 峻)

れるからであります。乙れを建築構

造と ，施工業界lζ 入れて見たいとの

夢は， 建築家 な ら当然の事でしょ

う，先づ現在， 4 - 5 工程の工程を

持つ鉄骨鉄筋 コンクリ ー ト構造から

の脱出だらうと思います。一つの行

程が出来る建築えの研究について，

現在各社大建設会社叉は大建材メー

カーで技術研究にスタートしないの

がおか しくないかと思います。

出来るか出来ないかの問題ではな

い，やらねば建築革命も建築合理化

も出来ゃし ないからであります。乙

のｾ［Ｚの実現を望みます。

( 大阪市浪速区 鈴木忠五郎)

*  

口 杭 打 口

業，例えば杭先端及び廻りの土質，

杭打時の一時的野性圧縮昆，杭打機

械の性能( 打撃エ ネルギー) 等を一

つ一つ分析して行くと ，益々 判 らな

いということが判る。しかし乙の解

明は大変興味あるものですが，理論

をよく知 って， 施工すれば危険とは

思えないが， 乙の杭の上 !C科学の粋

の建物が怒っ とは皮肉な乙とではな

いか。読者の中にもにがい経験者も

あられるでしょう 。

( 京都市中京区西京内畑町中部 国鉄宿舎

8 号 工事監瞥 柳本 正 治)

*  

口 資 材 の 耐 用 年 数 の

同 一 な も の の 使 用 を 口

戦争により我が国の建築技術は 50

大 簡単なようでむづかしい。木，コ 年間遅れたと間かされていましたが

ンク リート， 鋼杭と色々特性をも っ 今日の復興を見るに実K 目ざましい

口 創 造 と 建 築 と 不 織 布 口 ている。一般に高層建築といわれる 自を見張るものが多く御同庇の到り

ものを除いて土質の予備調査という と存じます。そこで現在幾多の例は

織ら ない織物，織物の革命として ものは，案外無駄金を使うように恩 各地に於て見られますが，一口に言

フットライ トをあびた不織布は34- はれていないか ? さて抗打施工と えば建築用資材の各々の耐周年数の

5年から各社の大メーカーがスタ ー なると ， 乙の杭の支持カは何胞か， 同一なものを使用する ZJI についてー

卜して，その技術研究に没頭して居 数学的に正確な ものが出て乙 ない。 般的 !C考慮が払はれたら喜ばしい事

りました。その結果， しん地( 裏地 又建築基準法公式によ って， 計算し と思考いたします。私共も可能( 経

の乙と) では大成功を収め，しん地 てみて も安全率が 5 といわれる不確 済的) なる限り実行したいと思いつ

需要の40% を占めて来たと称せられ 実 な 数字しか判らない。といってｾ き，小さな職責の全lζ 心がけていま

ます。未だ衣料材としての一般の織 荷試験をする時間も ない，理論上は す。何卒大家諸賢には高所より御借

物を駆ちくするまでには遠い，だが 動的支持力公式は成立しているが， 革手を御願して止みません。

なぜ不織布が問題化 されたか，それ 実際は不明のものばかりの要紫によ ( 乞御叱正)

は現在の綿布だと 10工程以上かかる って構成されている乙とは衆知のと ( 香川県木 田郡山悶町1111ゐ 大 野 喜作〉

のに不織布はーつの工程で仕上げら おりですO. 乙の判らないばかりの要

特 許 吹 付 タ イ ル ・ 内 裟 ・ 外 著 書 用 化 粧 材

宮司r Z ｾ＠
C E R A MI C  S K I N 

建 造 物 の 外 壁 画 に グ 陶 器 の 壁 紙

官Z 噴r; I ' I z  
C E R A MI C  C L O T H  

宣ｾ置園調園・ ｅ

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

. 圃圃固E

一一 一 一一

大阪市東淀川区西淡路町3- 176 T  E  L (371)4851  _. 3  

関東地区取腕・小林窯業株式会社

東京都太田区新井宿 2 - 1 5 0 O T E L  (771)  6347 
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職 人 ソ リ

第 9 回- 配 管 工

-・・・・・・圃網. ヌ二

主として衛生工事において大正初期

lζ 外国品を輸入し施工を始め，かな

り普及の段階lζ 入らんとしていた頃

である。有本さんが見習工として最

初に手がけた仕事は大阪府庁で設備

工事としては当時もっとも大きいも

のであった。以後数多くの仕事を手

がけてきた中で，もっとも印象に残

9  
配 管 工 ‘

るといわれる。中でも和風大便器の

取付方法などはもっともよい例であ

る。建築上でも便所は一番多くの1総

額の入ると乙ろでいわば「ガン」と

なりがちな場所である。陶器の便器

が少しでもキズが入れば折って防水

その他を全部やり直さなければなら

ない。その点洋風使擦は取付，取替

るものは，経験もかなり i215になっ えとも簡単である。現状では和風大

有本 達雄氏( 須賀工業)

た昭和 8 年頃の大阪ガ、スビノレの設備

だといわれる。当時としては給湯工

事の画期的工事として， 材料は輸入

最近の! i ] 築設備の発展は目覚まし の黄鋼管を用い継手は全部ネジ込み

いものであるが，近代的設備の蔭lζ で施工した。現在でも給湯工事は難

は地味で精巧な配管工事が入念lζ 施 点が多く，竣工後まもなく漏水，電

工されている乙とを忘れる乙とはで 触などの問題で悩まされる場合が多

きない。もの鉛管職工，鉄管工事屋 々あるのに，ガスビ J レはいまでも長n

と呼ばれたi時代lζ は建設工事におけ 全である乙とはなんとも誇らしい司王

る設備工事の占めていた役割lはどち 実である。

らかといえば，問題ではなかったの 今日では図面，仕様書，カタログ

である。しかし今日では建設工事 などの資料が十分であるが，省は燃

に欠くことのできない職人グ J レーフ。 準となるものがなく ，いろいろの施

に加わっている。配管技術も設備機 工法を考えながら随分手直しをしな

器の近代化とともに進歩を続けてい がら施工したものである。たとえば

るが，その器本となっているものは

スミ出し，寸法取り ，加工，接続，

勾配取り ，などを一人前に行なうよ

うになるには少なくとも 4 - ，5 年の

経験を必要としている。いうまでも

なく姶物の設備は竣工後毎日直接使

用されるもので，それがすべて動的

なものである。乙乙にその機能の重

要性が強調されると ζ ろであって図

面をみて総合的に理解し施工できる

までにはどうしても 10年以上の年月

を必要とされている。

私が訪ねた有本さん( 神戸出身)

は，大正13年l乙大阪における衛生工

事の「シニセ」である初代須賀工業

に見習工として入られて以来40年間

配管一筋に生き て とられた方であ

る。当時，日本の設備工事としては

78 

トラップは手で加工して取付けてい

た。ちょっとした水封深さの取り加

減で排水の支障をきたしたことがよ

くあったそうである。 i私たちの仕

事はちょっと手を抜いても，機能的

lζ 少しでも不備な点があってもすぐ

正直に現われます。常 lζ 仕事lζ は忠

実でまた理lζ かなっていなければな

りません。結局まずければ後々自分

たちが苦労するだけですものね。ま

あ見ばえのしない地味な職業です」

という有本さんは，いかにも誠実 l床

の溢れていて人柄がうかがえる気が

した。配管工は各職方との協調が大

切で一般に温厚なタイプの人が多い

点が' 持色であろう。

永い経験で多々改善にも努めてき

たが，まだまだ改良すべき乙とはあ

郎官工事中

便器を廃止できないであろうが，逐

次洋風便器を使用するように努めた

いものである。設備の合理化が生活

の合理化lζ 結びつくとでもいいたい

と乙ろである。

今日も建築工程表をみながら工事

予定を立てておられるが，設備施工

期間が見当らない。いかlζ も残念、そ

うな表情だが，一面見方によっては

砲築工事の間隙をうまく切抜けられ

るのはやはり経験の賜であるとも思

えた。しかし設備の施工が近代化さ

れるには是非とも工程表に設備工事

の工程を加味して貰 い た い と 力 説

しておられたのが強く耳に残っ てい

る 。 ( 宮脇 主主記)



幸支

防 火
徐
二主ごL

制守 σ〉

キヰ

防火塗料は建築物 ・車騎 ・錨拍などが発火したり ， 延焼するのをでき

るだけ防止する目的で使用される塗料であるから， その真価は火災 K 出

会ったとき始めて発婦されるものであるが， もとより火災は非常の場合

であるから ，大部分の防火塗料はその防火性能を発御する 11 : いたらず塗

り替えられるのが普通であり， またその方が望ましいのである。したが

って防火塗料K は防火性能のほかに一般塗料と同線，物体の美化と保護

の役目を果たすことも要求されるわけであって， 被塗物の材質，使用目

的11 : 応じて極々のタイプの防火主主料が製造きれている。

防 火 性 能 を 発 揮 す る 主 な 原 料

1 展 色 材

(  1  ) ハロゲン化樹脂

一般に塩素化合物が用いられる。乙れらのものは加熱

されると樹脂中の塩素が，塩化水素または塩素に分解し

て不活性力。スを発生し，燃焼に必要な酸素を遮断した

り，あるいは可燃性ヵースの波度を希薄にする ζ とlζ よっ

て燃焼を妨げる。

塩化ピニーノレ系樹脂は耐薬品性が良好で耐水性も備え

ているからそのままでピヒクルとして使用される。

趨化ゴムは単独では塗践の付着性があまり良好でない

から ，一般に塩化ノぞラフィン ，塩化ディフェニノレ，アル

キド樹脂などと併用される。

塩化パラフィンは現在もっとも広く用いられている原

料で，乾性油，アノレキド樹脂，塩化コーム，ビニノレ樹脂な

どと混合して用いられる。

塩化ナフタリン ，塩化ディフ ェニ ノレは塗膜形成能力が

乏しいので他の樹脂 lζ 添加して使用され，無7 . k フタノレ酸

の瓜素化物，塩索化二極基酸( たとえばヘット酸，C
9
H

2  

0 3C16) などは難燃性アノレキド樹脂の原料として用いら

れる。

( 2 ) 難燃性樹脂

メラミン ・ホルムアノレデヒド樹脂，尿采 ・ホノレムアル

デヒド樹脂，ポリアミド樹脂などは炭化する ことはあっ

ても炎を上げて燃焼しないので，不燃性材質』ζ 用いる防

火塗料のヒヒクノレとして適している。

2. 添 加 剤

(  1  ) 不活性ヵース放出期l

頁
13 

材料部門

日本間紅葉会技術部次長 南 誠 佑

リン酸アンモニウム ・マグネシウム，炭酸カルシウ

ム，炭酸 7 グネシウム ，炭酸亜鉛， ドロマイトなどは加

熱されると比較的低温で分解して炭酸ガス ，アンモニア

ガ、スなどの不活性ガスを発生し，引火 ・延焼を防止す

る。

(  2 ) ガラス溶融殉l

種々の組成の混合ガラス ，珪酸鉛，捌君主鉛，捌酸亜鉛

などは比較的低温で溶融し，その溶融膜で可燃物質の表

面を蔽い，可燃ガスの揮数百 l火を防ぐ。

(  3 ) 消炎性添加剤

三酸化アンチモン ，硫化アンチモン ，三酸化枇索，酸

化u 鉛などはハロゲン化合物と併用される。三酸化アン

チモンがもっとも広く佼用されている。

防 火 塗 料 の 種 類

被塗物が木材のような可燃性物体の場合K は，できる

だけ熱の伝導を妨げ，木材面の温度が発火点lζ 達するの

を防ぐ乙とが必要であるが，鉄鋼のような不燃性物体の

場合lζ は単lζ 難燃性の塗膜を作る塗料を使用すればよく

布などの湯合には火炎 lζ あっても布が炭化するだけで炎

を上げて燃えないよう な塗料を布lζ 浸み込ませる乙とが

必要であるが，平常時の塗膜の外観，耐水性，耐アノレカ

リ性を要求される場合も多い。したがって前述の各種展

色剤，添加jtlJ を極々に組み合せた塗料が目的 lζ 応じて用

いられている。

(  1  ) フタル酸樹脂系塗料

仕上がりが美麗であり ，耐水位，耐iEl I性，耐久性も優

れている。屋内 ・屋外の木部用，鉄部用として使用され

る。

(  2 ) 油性系塗料

ノ、ケサパキがよく，木造建築物の外部lζ 塗装して耐久

性が優れており， mt 価である。

フタノレ酸樹脂系や油性系の塗料には嵐化ノマラフィンな

どの塩素化合物や，三酸化アンチモンのような消炎剤を

配合し，火災K よっ て塗膜が熱分解を起して不燃性の塩

素カ。スを発生し，塗膜を覆， て空気を遮断して延焼を防
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ぐ方法が一般』ζ 用いられている。

( 3  ) 発泡性塗料

炎や熱の作用で塗映が発泡して元の厚さの数 10倍ーにな

り，不燃性，多泡性の分厚い炭素質胞を作り ， しかもそ

の泡が熱伝導性の低い不燃性ガスでみたされているので

索材の而を断熱保護し，木材面の温度が発火点に達しな

いようにするか，あるいは達するまでの時間をできるだ

け長くするものである。

木材面lι 伝わる熱の量 ( Q) は， 伝熱面積 (A) ，伝

熱媒体( 塗朕) の熱伝導率 (J. ) ，媒体の厚さ (L ) ，媒

体の両面の温度差 (L1 T )  ，ζ よってきまり ， その関係は

つぎの式で現わす乙とができる。

-

L  

すなわち塗l肢の厚さ (L ) が大で，伝熱i J i i 私 (A ) が

小さく， 塗肢の熱伝導率 (2) および木材と 火炎との温

度差 (L1T ) が小さいほど木材面がうける熱量 (Q) は

小さくなって燃焼し難くなるわけである。いま熱によっ

て塗脱lζ 小さなアワが無数にできると (2) は元の塗肢

の数分のーになり ，塗l践は膨張して (L ) が元の塗膜の

数十倍 lζ 増加するから，塗膜を通して伝わる熱量 ( Q)

は数百分のーになり木材の発火を防止または遅延させる

ζ とができる。乙のよう lζ 発泡性防火塗料は木材用とし

て非常に適しているが，発泡芥IJ として用いられているも

のには水溶性物質が多いので，主 lζ 木造建築物内部用お

よび車摘の天井哀( 最近は木造の天井が少な くなったの

で需要は少ないと考えられるが) の塗装などに用いられ

ている。

( 4 ) ピニ J レ樹指系塗料

主 lζ 欽部塗装 l乙用いられる。耐油性，耐思水性，耐薬

品性なども優れている。

( 5  ) 塩化コーム系塗料

縮化ゴムは耐薬品性はあるが，付着性が乏しいのでア

J レキド樹脂などと併用さ れる。

( 6 ) 無機質系塗料

珪倣ソ ーダなどの無機質' が成分であるから，完全に不

燃性であるが，防火剤が大てい水溶性であり ，耐湿性が

劣るので近頃ではほとんど使用されていない。

建 築 用 防 火 塗 料 ( J IS)

J I5 が最近改正された。 J I5 K  5661 - 1963の要点を述べ

る。

Aill嫁i...... 主として建築物の屋内用を目的としたもので

発泡して断熱屈を形成するようにしたもの( 一極および

一極一一二極は下塗用と 上塗用とにわけ，両方で効泉を

上げるもの) と ，とく lζ 厚塗りして断熱の効果があるよ

うにしたもの( 三極) にわける。

品質・・… 容器の中での状態，作業性，乾燥l時間 ( 18時

80 

間以内) 塗膜の状態，倍、ぺイカ，耐衝撃性はいづれも

J I5 K  5400塗料一般試験方法 lζ よって試験する。ただし

耐街準性は塗面を下向きにして試験片を水平lζ おき，そ

の上lζ オモリを高さ 1 m から 5 回落し，塗面 l乙ハク落を

生じない場合は合絡とする。

乾湿繰り返し試験は，試験片を温度 20 :!: 0 .3

0

C ，湿度

約9096の容器中に鉛直にして1911寺閲おいたのち取り出し

て約 50

0

C の乾燥器中に 5 時間おく 。乙 の操作を 3 回繰

り返して塗面 lζ いちじるしい変化を認められないときは

合格とする 。

耐湿性試験は試験片を温度 20土3

0

C ，湿度約90% の容

器中に鉛直にして721時間おいたのち，取り出して塗面に

いちじるしい変化が認められない場合は合格とする。

試験板… ・作業性，塗膜の状態，耐衝掌性，耐浪性，防火性の餓

験 ｉｾ は ，日 本級林規格 Ｒ 類 ベニヤコア 一 合 格托 よる ｬ 等のもので荻叡お

よびl.l! 叡が r，ノナ」心材が「ラワン」の ものを用いる。

試験片・・…， 賦料を所定の工程で所定の盗付岱 (g / d m
2

) ｋｾ 盛り つ

けたものとする。

防火性試験 - 一J I S A  1321 ( 恕築物の内装材料および工法の熊燃性

紙験方法) によるが， Ｈ Ｑ Ｉ 銭験片は耐湿銭験 ｉｾ 合格したものを温度 ＵＰ ・

ｃ の乾煉磁中 ｉｾ 24時間おいて取り出し，常温で1時間以上飲白して用い

る。 ( 2) 加納炉は J I S A  1305  K よる。 ( 3 ) 銭験片の裏面の制限温

度は 260' C とする。( 4 ) f誕験i百は鉛直および水平におくが，当事者間

の協定による。 ( 5 ) 加熱温度測定の熱接点の位白は18 JI S  (1950年制

φ  

定，1953年確認) の第 l 図ロのとお りである。

防火性は ]I S A  1321による般燃 2級および熊燃 3 級の別で表示する。

J1S  A  1321-1959 の加熱泊度の時間的変化は第1表および第1図のと

おりである。

第 1 表
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( 戸j会員会報告 E 1

京 都 府 立 医 科 大 学 附 属 病 院 本 館

( 乙乙で仮に「本館J としたが現在その後に新館がほとんど竣工して王子えているの

で所題の建築はす く「旧館」 とな り，暫て取致たれる 述命にある。 )

京都府立医科大学の沿革と

現存建築

明治初年，京都は各種の文明開化

の新施設を着々実現させて当時の最

新尖端を行 ったことは周知の ζ とで

あるが，乙れは医学方面についても

言い得る 乙とであ った。京都府立医

科大学 ・同附属病院の創始も古く ζ

の明治初年，即ち同 5 年 ( 1872) 11 

月 l 日，当時の愛宕郡粟田村 ・青蓮

院に仮の療病院を設けてその開院式

を行な ったのに始まるという 。乙乙

では病気の治療だけでなく，治療の

傍ら医学を授けていた。 r医学」と

第 1図 本 館 正 面 ( 南面) 昭 和34. 1. 11樋

いう点で最も注意したい乙とは在来

医学を代表するオランダのそれでな

く，英米のそれに重点を置いたもの

でもなく， ドイツ 医学 lζ 傾倒 した乙

とである。 乙の療院の創立に当って

は当時参事の棋村正直および医務掛

の明石博高の大きなカを認めないわ

けには行かない。乙とに棋村は大勢

力をも った大ボスであ り，急進欧化

主義を以て強引に ζ とを進めて行っ

た勾であ った。

明治 5 年の学佑IJ 発布 {ζ は専門教育

についての規定はないが，療病院の

発足後は京都府で適当 K 療病院治療

条則 ・入学生徒条例および療病院教

師課業を定め，後 7 年， 9 年 IL も京

都府療病院教則が定められたりし

た。乙の粟田口療病院l時代の建築は

背蓮院の書院( 方丈) を転用したも

のらしく， 2 列3 行 6 室，広縁落縁

付の書院であ ったようである 。従 っ

て乙の頃には洋医学を外国人によっ

て行なってはいるが，建築の洋風化

はまだあらわれていなか ったであ ろ

う。しかし明治 9 年 ( 1876) には既

に竣工していた擬洋風の京都中学校

内lζ 医学科予科校が設けられていた

のであ ったが， J 3年 7 月』ζ 至り 上京

区第十二組梶井町 lζ 兼ねて建築中の

療病院が唆工し たので前者を廃し，

現 在 で は 後 方 ( 北) ｉｃ ｩＱＧｦＮ ｾＧ 若宮 ｅ がほとんと完成Ｈ位村組施工〉していて大 分景観 か変った。 ζ の 姐 ＳＡ｜も数年以内 ｉｃ ' t を消すであ ろ う 。 玄関左隅の平家は近

年の増祭。

81 
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第 3図 本 館 主 階 段上 り口 昭和34. 1. 12撮

ζ の階段の手間 も府庁庁合の協階 段の簡略化

された形と 見 ることもできょう。

第 4 図 本 館 前 le皮 膚科修療室

昭和3U. l l 撮

ζ の写l'.I撮影当時 . ｾ ｉｬｉ ｈ が 使 っていたが ，

その後変更 されたようであ る。

新らしく医学予科校および医学校を

乙乙に設けた。即ち梁間口療腕時代

から京都府医学校時代( 1880ー 1903)

に入ったのである。 ζ の規模は療病

院敷地8. 451坪余，医学校同693坪余

で ， 約 6 年 か か っ て 峻 工 し た も の

で， 粟 田口からの移転式は 13年 7 月

18日に行な った。府立医大としては

とのl時代K 初めて洋風建築にな った

のであ って，木造擬洋風の講堂を中

心1<::. その左右に化学実験室 ・顕微

鏡室があり，他 1<:: 4  -1mの平家建西洋

館内 lζ 診療室 ・患者控室 ・同応接

室) .  39年 3 月lζ は 3 械の解剖学教

室などができ( みな現存しない) .  

また 4 月IL青柳栄司博士による 煉瓦

造発fG室などができた。乙れらも大

部分木造であったようである。 41年

10月IL は講堂と事務室が竣工した。

明治42頃から大正 6 年頃までは専

門学校から大学昇格への法礎が確立

された期間で， 乙の聞に 10カ年計画

として学校および附属療病院の大拡

張が達成されたのであ った。現存す

る療病院本館はこの期| 切にできたも

のである。 ζ の本館の落成式が行な

われたのは大正 3

年 (1914) 11月23

日である。乙の建

築の起工関係者な

どの詳細について

は現在資料が見ら

れないので明らか

室 ・予診 ・吸入 ・

食堂 ・事務 ・医局

・大小手術 ・女科

・7U気 ・小使の各

室 や教室詰所など

があっ たし ，別の

5 練の普通室 と伝

染病室 IL分けた病

室があ った3 その

他 lζ 教師館 ・土蔵

' 1"1術詰所 ・¥t白所

第 5 図 旧 皮膚科 ｾ 療室南面皆細

『 てないが， 唆工 式

は大正 3 年でも設

計その他準備万端

はl況に明治時代 lζ

行なわれたとみて

よく，様式として

も明治後期をあら

昭和35.4.29搬

などもあ った。校

舎 は 平 家 建 3 ./Jli

で，教室 ・研究室

出入 口両脇 ICは木造イオニア式円柱をたてる 2

その上部や窓也り ，軒下飾りなど，みな木造ぺ

ンキ塗りである。

・寄宿舎に分れて

いたという 。諮堂は 2 階建傑洋Jffi¥似

55長型，丸型アーチ付，苦手練で， 大

名 ｾｉζ は旧 ￭ ｬＱ悶城天守の敏をあ け Ｇ ｴ ，こ 。

乙 れらの費用は新築ｾＺＧＨ 60. 918円 99

銭，器械薬品代約50. 000円，他に固

定資金10. 000円なとであ った。 なお

誠iEは13年 2 月5 日上品U. 大工事u梁

三上吉兵衛， 石工事u祭岡野伝三郎，

建築事務主任李家隆彦 ，問現業主任

!並良'1il1三である 。

明治36年 (1903) 6 月20円 lζ 専門

学校令の発布により医学専門学校と

な り，従来の療病院は附属病院とな

った。 そ乙で37年度から 39年度 lζ ぷ

礎宏学教室の新築が計画され， 一方

40年度から 45年度 1<:: 至る継続事業と

して臨床医学教室の改築，附属探病

院病舎数練の新築なと全般的な新 ・

改築が行なわれた。即ち38年 7 月 2

階建西洋館 ( 階上は図書室 ・同閲覧

わしている。将来

資料の実見できる機会を得て記 した

く思うので想像で書く乙とは止める

が，現建築から見られると乙ろでは

正面 は 大 体 左右対称，中央 一段高

く，京都府庁本館庁舎に似通 ったと

乙ろが認められる。完成当初の写真

がほとんと見当 らず，かえ って乙れ

に先立 つ建築の写真の方が多いのは

どういう関係であろうか。現在高層

の新館がすぐ後 1<:: 唆工しかけている

ので， ζ の建物もほどなく取払われ

るであろう。 (工博 近 藤 豊記〕

参考文献

京都府写真帖 京都府 ( 田山宗

発) 明治41. 11

京都 府 誌 上 京都 府 大 正4. 10  

京都府立医科大学 八 卜年史 昭和

30. 8 

その他



伊奈製陶械式曾漏t

本 社 ・ 工 湯 量 知 県 常 滑 市 扇 面 続 111 11l 常 滑 C5  )2700C代長)

東京事務所東京柿中央区西八丁堀 2 - 8 ¥世 (551)6371 (代)

大阪事務所 京 阪 市 西 区 析町市通 1- 23 i1!. (541)臼制( 代) ・

伊東の

衛 生 陶 器

の

カ タ ロ グi畠' rl



ドア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

. 建築様式の著しい発迷に伴い フロ ア ヒ/ ヂ も、これ

に迎応したものを要求されます 。

創立40余年を誇る最古の経験と 、J'iiaJ i の特殊工事用機 設{flil

から次々と生れるニ ュースター ・フ ロア ヒンヂは、取

扱いが簡単で、耐久カがあ り、 建築設計業者の皆様から

信頼ある理想的な製品として広範聞にこ' 使用いただいて

います 。
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ア ス フ ア ル ト 防 水 の 材 料 と 土 事 は |  

( 五 十 音 順 )

(却1) 6437 ・6438

(661) 8861- 2  

(961)4460 .  8288 

(441) 5951  

(471)3131- 2  

八尾 ( 2 ) 2308 ・3039

(391)0924- 5 ・2045

(531) 5281- 3  

( 6 ) 1788- 9  

大 阪 市 東 淀 川 区 111川 通 5 丁目 9 1  

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 間 野 6 丁 目 4 3  

大 阪 市 西 区 京 II1T 塀i 1 丁 目 7 4  

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 町 1 6 9 0  

八 尾 市 下 太 子 堂 6 2 9
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大 阪 市 西 区 新 II1T北 通 1 T 目 1 8  
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1 束 4 丁 目 2 7 0

4 製 造 業 社

協 和 建 材 工 業 K . K

K . K 工 英 社
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因島応用化工 K .K 大阪出張所

大 恵 工 業 K . K

東 亜 工 業 K . K .  

日j歴化学工業 K .K 大阪営業所

日 新 工 業 K . K . 大阪支肩

関 西 化 工 K. K

(，151)7601- 5  

(391) 2080 ・2207 ・0238

(361) 5858- 9  .  5850 

(531)4520 .  8401  

(361)0774 

(初2) 2291Ｈｾ＠

(羽1)4305 .  6285 

(441)5195- .6 . 2596 

(231)2771- 2  

(<141) 5223- 4  

(731)2514  

(<141)0255代 ・5392代
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大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁 目 2 8  
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大 阪 rl1" * 阪 大 川 1
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大 阪 市 :It 1:2<: 老 松 111} 2 丁 目 7

大 阪 市 西 灰 京 Il1 j 腕 3 l 日 2 0  

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  
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大 阪 市 小 野 l叉 '1:. 'J!i' 1日お 111] 9  4  

大 阪 市 西 区 上位 痢 述 1 丁 目 1 3  

4 販 売 業 社

丸 一 石 油 K . K .  

縄 本 石 油 K . K .  

4支 松 商 事 K . K

朝 日 渡 膏 K . K

川崎物産 K . K ， 大阪営業所

東 京 通 商 K . K . 大阪支唐

中西j歴青 K. K 大阪営業所

富士アスフアルト販売 K . K .  

日 本 建 設 興 業 K . K.  

前 田 高 広

村 井 工 業 所

山 文 商 事 K . K.  
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4 工 事 業 社

旭 化 建 工 業 K. K

K . K  井 上 i事 夫 商 底

K . K 石 田 建 材 応

大 阪 耐 酸 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 K . K .

K . K カ ナ ヱ 商 会

共 栄 j歴 青 工 業 K . K

K  K . 木 下 謹 三 商 唐

K . K 久 保 商 庖

坂 口 興 業 K . K

清 水 興 業 K . K

島 崎 興 業 所

K .  K . 新 光 商 広

K . K  大 手 日 商 会

高山工業 K . K 大阪営業所

友 田 工 業 K . K

内 外 工 業 K. K .  

日 新 工 材 K. K .  

日本渥青工業 K . K .大阪支広

フ タ パ 奥 業 K. K .  

K .  K . 双 葉 商 会

マ ル ヱ ス 工 業 K . K .  

丸 藤 商 広

三星産業 K . K . 大阪連絡所

関 本 建 材 K . K

谷 中 建 材 工 業 K . K

石 井 建 材 有 限 会 社

K . K  中 出 目 玉 会

三 信 工 業 所

中 村 j歴 青 工 業 K . K .

日 建 j歴 青 工 業 K . K .  

有 限 会 社 小 野 甚 商 腐

K . K . 浜 原 豊 商 広

青 盛 建 材 K . K .  

古 市 断 熱 工 業 K. K .  

正 和 商 事 K. K .  

K . K . 山 本 商 会

(271) 1251  Ｈ ｾ＠

l  社 団 法 人 アスファ J レト開業会関西支部 大 肺 西 一 3 了 間 一

丁 1=13  大 阪 市 南 区 長 椀 続 的jK .  K .  i由

員

石

炉賛 助 会

丸 善



特 絶 対 に 裂 け な い

永 久 に 腐 ら な い

長 冷 工 法 で施工出来る

接 着 剤

ハイダックセメン ト

NO. 1 ジョイント用

ハイダイン No. 2 s占イ寸用

圏内の気温較差の著しい

所に於ても 能 くその苛酷な

条件に抗して老化せず 特

に寒冷地に於ける投術的困

難 は 殆ん ど解決されたと云

っても 過言 ではあり ませ ん

お都屋のポイ〉ト時

@  

zま材から

4伽l J ei ...，. 

日 豪斤

ｊＦｾヲいたムード

マ ル エ ス ル ー フ イ ン グ 製 造 元

エ 業 株 式

....d... 

ｾ＠ ネ土

本 社 東 京 都 足 立 区 千 住 東町93 T E L 東京 (888)2101- 9

大 阪 支 庖 大阪市西区新町北通 1 丁目 40 T E L 大阪 (531)5281- 3

出 張 所 名古屋 T E L 名古屋 (54)9996 ・広島 T E  L  rt
'
(  2  ) 1019 

九 州 T E L 福 岡 ( 5 )0768 ・札幌 T E  L  ( 5  ) 6885 



実 務 に 直 結 し た 新 企 画 の 説 明 会口 説 明 要 旨 口

火山砂利を使用した

建築構造体用軽量 コンクリート

日本ライ トグラベル関西販売株式会社取締役 牧内 正文

天然火山砂利は既に 10 年以前より ， 関東方面では浅

間 ， 榛名，大島ｾが可成り広く使用され始め ， 次いで鹿

児島古江産が，浅間や榛名の火山砂利と同性質であるこ

とが立証され，立地条件から関西では伊豆大島産と鹿児

島古江産との二本建で軽量コンクリー卜 lζ 使われる場合

が多くなっております。しかしまだ関西ではこれらの産

地が遠隔地な点と，普通骨材の比較的笠宮な点等の理由

で使用件数が関東には遠く及んでおりません。近き将来

には人造軽量骨材も扱う計画を進めておりますが，現在

直ちに利用出来る軽量骨材としての火山砂、平IJ について説

明いたします。

構造体用怪虫コンクリ ー トとしての資料は昨秋改訂出

版されましたミ欽筋コンクリート構造計算規準 ・同解説ミ

( 日本建築学会出版) に総べてが集録されて居り ，軽量

コンクリート調合表迄も明示されて居りますが，古江の

骨材は，浅間や篠名のものと同一視していただいて良い

乙とになって居ります。概略を項目別に叙述致します。

口骨材産地伊豆大島，鹿児島古江，浅間，榛名

口 骨 材 性 質 古 江 砂 利 比 重 0. 95，容量 0. 5Kg/ l ，

合71<率 40

0

/ wt

大 島 砂 利 比 重 1. 65，容i i l : O. 8Kg/ l ， 

合水率 20

0

/ wt

口骨材成分 5i 02 Ｕ Ｐｾ ＷＰ ＹＶ ，＠ AI
2
0

3  
15- 2096， ぞの他

Fe203 等若干。 5 0
3 有機不純物等なし。

口信材粒度 20mm以下。但 し5 mm以下2096程度合有必要。

口骨材欠点吸水性のある点，形状やや不良なる点。

乙の欠点は，表面被覆処理 iζ て改良も可能であり ，人

造骨材は線本的』ζζ の欠点を改良するととを目的として

居ります。

経量コンクリートとしての概要

(  i  ) 調合，粗骨材( 火山砂利〉組l骨 材 。 11砂) 容積lζ

て等:! l J : ( 0.  63m
3
/ m

3
) づっ。セメント 350Kg/ m

3

0

71< 

比55- 60% 。スランプ20cm程度。

古江コンクリ ー ト 四週強度 14 0 - 170Kg/ c m
2

比重 1. 6 - 1.7

大島コンクリート 四週強度 190- 220Kg/ c m
2

比重 1 . 9

( ii ) 熱伝導率は普通コンクリートの約半分。

( iii ) 吸水性はあっても透水性は普通コンクリートと差

なし。

( iv ) 亀裂の発生する可飽性は普通コンクリ ー トと同等

程度。

軽量コンクリー卜 施工上の注意

火山砂利にあらかじめ十分散水する乙と。細骨材は

0. 3mm以下209ぢ含有されること。活性予測は必ず添加し，

絞り時間 1 分以上厳守。突締めおよびタンピング( 亀裂

防止策) 突胞する乙と。

軽量コンク リー卜の特徴

構造用鋼材が節減され基礎は的業化。保温保冷耐火性

大。上厄部! 怪盆化により建築物の非転倒性が有利となる。

概略は以上でありますが，今後共，御各位より一層の

御指導を賜り，少しでも御役に立つ機会の多くなります

よう心から御願い申し上げる次第であります。

ウェザーパンシーラーについて

住友スリーエム株式会社工業用品製品営業部

接着剤課長 加 藤 賢 介

ミウェザーノミンミシ ーラーはポリサ J レファイド重合体

を基材とするこ液性の充填予測で，カーテ ンウオ ールその

他建物各所K 使用される耐久性ある充填材で，通常のコ

ーキング材又はパテでは不可能な条件の下でもよく充棋

の役目を果します。 ミウェザーパンミシーラーは手動又

は圧さく空気によるコ ーキングガンで，その場所へ注入

され，そ乙で太陽，オゾン酸素，種々の工業排気水等 lζ

恒久的 lζ 耐える勝力性の強いゴム状lζ キュアーします。

或種の石造物， コンクリ ー トの表面はとウェザーノぜンミ

プライ 7 ーで下塗りする必要があります。本品は黒 ，白，

アルミ色と 3 種あり ， アルミ色の場合， 固形成分 : 98 

労土 296重量，粘度 : 中濃度の糊状， 重量 : 1. 318Kg :t

0. 091/ 1 です。

口接合部の事前処理

新しい作業の場合にはミウ ェザーパンミシ ーラーの使

用を経済的にする為にスペーサー， しきパテとしてたウ

ェザーパンミリボンシーラー， ゴムガスケット，その他

適当なものを蔀分的K 充填します。現在の油性コーキン

グ1tIJJ i ¥t はグレージング刻その他のものの上にミウェザー

パンミを使用する場合には注意を要し，使用箇所の表面

油膜を完全に除去する乙とが必要です。

口混合する方法

1  基剤を平滑なアノレミ ，又はガラス板或は容器にうつ

す。全部一度にまぜる場合 [ζ は，勿論ついている硬

化刻全部をその上にあけるか一部しか混合しない場

合には怠剤，硬化剤が定められた割合になるよう正

確に計品します。 巾のひ ろいパテ ナイフ， コテのよ

うなものを使用，刃を切り ζ むように又つつみ乙む

ように動かしながら硬化剤が全く見えなくなるまで

徹底的に混ぜ合せます。基剤の中に硬化剤が均一に

万べんなく行きわたるととが大切です。

2 .  充填作業に使用する器具

イ 手!llIJ コーキ ングガン

ロ 圧送式コ ーキングガン

ハ カー トリッヂ充腿罷

口作業可能時間

混合後のシ ーラーは硬化が始まりだんだん粘度を増し

て来ますので，使用可能の時間は 3 - 6 1時間です。硬化

速度は温度の影響が大きく ，叉湿度IC も或る程度影響さ

れますので温度，湿度が高くなれば硬化速度は早くなり

ます。

住友スリーエム株式会社

東 京 都 港 区 赤 坂 薮 田IJ 3 の 1 スリーエムヒツレ

T E  L  (402)  1  1  3  1  

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 の 7 1  瓦 町 ピ ル

T E  L  (203) 0  4  2  1  

83 
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断熱材について

特にスタイロフォームを中，むとして

旭ずウ株式会社プラスチツヲス加工研究 所 所 長 永 井 聡

I  は じ め に

現用断熱材には，スタイロフォーム( 押出発泡スチロ

ーノレ板) ・ビーズボード( 型内発泡スチロー J レ板) ・炭

化コル ク板 ・泡ガラス ・ウレタンフォーム ・塩ビフォー

ム ・フォームラパー ・フェノーノレ発泡板 ・ガラス繊維等

がある。高分子発泡体は下記のように分類される。

独立気泡集合体と非独立気泡集合体

硬質 ・半硬質と軟質

現場発泡と非現場発泡

E 構 造 強 度

圧縮 ・引張 ・鈎断 ・曲げが荷重の基本形態であり ，各

種断熱材のストレス ースト レイン ・カーブの観察をする

と断熱材の降伏点の持つ意義は大きい。岡IJ さは猟性係数

をもって表わす。密度が高い程構造強度が俊れる。気泡

は小さい程，配向皮は大きい程強い。スタイロフォ ーム

は押出発泡によって製造されるため厚み方向が一番強

い，圧縮強さが実用上ではー番重要である。

温度の影響は室温より高い場合は構造強度は低下し，

室温より低い場合には梢々強度は増加する。

班 熱 的 性 質

①熱伝稽係数

入 (K cal /mh r Oc) で表わす。平均温度と熱伝導係数の関係はA S T

M ;  C 177- 4511 : 依札

入= 0. 032+0.0∞160 以下

ただし ，0 は平均温度 (Oc ) を示す。気泡は小きい寂熱伝導係数は

{低い。

②線膨脹係数

スタイロフオームの線膨限係数は ー ＱＵ Ｐ ｣ｾＳＰ ｯ ｣ の祖広範囲では Ｕ ｾＷ
X  l O- 5cm/cm

o
c である。

極々の物質の線膨脹係数を比較すると下砲の通りである。

炭化コ J レヲ板 5. 6x 10-
5  

(cm/cmOc) 

ファイパーグラス 6. 7x 10-
o  

フオームラパー 6. 2x 10-
5  

スタイロフオ ーム 7.2 x 10-
5  

③ 比 熱

K cal/K gOc で表わされる。比熱の高い色のは所定の冷凍温度まで

下げるのに大きな熱訟を除去しなければならない。

各fill 物質の熱容1 i ! K cal/ m"oc は下記の通りである。

比熱 (K ca1/K gOc) 密度 ( g/c mS) 熱容抵 (Kcal /mSOc)

コンクリート Ｐ Ｎ ＱＵＶｾＰＮＲＵ＠ ＱＮ ＵｾＲＮＴ＠ ＲＳＴｾＶ ∞＠
炭化 コルク 0.48  0.12  58 

氷 0.53 0.90 480 

プラスター 0. 20 0.20 40 

鋼 材 0. 107 7  ＮＰｾＸＮＰ＠ ＷＴＹｾ お Ｖ
1 タイロフオーム 0. 27 0. 03  8.1 

@ 実用最高羽皮スタイロフオ ーム 75
0

c

⑤収 縮

スタイロフオームはその製造工程の中 IL 熟成工程を役てけおり ，c. 

ζ で充分に残留応力の除去が行なわれているので線膨J I L l 係数以外の寸

法変化はない。

IV 耐 水 性

断熱性と機械強度 lζ 及ぼす水の影響は実に大きい。熱

伝噂率は材料の l及7.k fC依ってその値が増加し，断熱性能

は怒くなるので l汲水性の高い断熱材は長時間の使用 ICは

耐えない。吸水した水分が氷結した場合は氷の熱伝導率

は水より大なるため更に断熱性能は悪くなる。スタイロ

フォ ームは吸水性は実質上全くないので高い断熱性能を

永久的 lζ 保持される。

( リ川……イ付山ロ目山~…フ九r一 オγ一 一 づ 一 ムy水1<く 0 . 5引5引1  

氷 1. 91 

静止空気 0. 021  

V  水分含有機構

水分の合有機構を分類すると吸収 ・毛主; : 現象 ・吸着 ・

水蒸気透過などに大別出来るがスタイロフォ ームはその

何れにおいても水分の合有量は他の断熱材に比べて小さ

し、。
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スタイロフ ォ ームの施工法について

旭' ; f ウ株式会社プラスチツヲス加工研究所研究員

中 村 六 郎

工 スタイ ロフォ ームの特長

スタイロフォ ームは連続押出発泡するため，パラッキ

の少ない安定した製品であります。スタイロフォームは

熱可塑性樹脂でありますから ，その機械的強度が上昇し

加熱変形温度即ち気泡構造が崩壊する温度 ( 8 0 - 9 0

0

c)

に近づくに従い低くなりますが，低温で強度が低くなる

ζ とはありません。スタイロフォ ーム FRーIBおよびFR-

C B は，比較的密度が高く構造強度も充分に備えており

ます。圧縮強さは 2. 5Kgj cm
2
，すなわち 25t onj m

2
であ

り，冷凍倉庫の床用断熱材として使用出来ます。天井，

壁，床を同一材料で施工できますから施工も容易です。

亦，スタイロフォ ームは，熔融樹脂を連続仰出発泡する

ため，気泡は完全独立であり ，水分の表面吸若はありま

すが，内部への
l汲水は実質上全くないとみなすことが出

来ます。スタイロフォ ームFRは「自己消炎性J でありま

す。スタイロフォームをしっくい，或は石f- r 等の不燃物

質の間K 挟んでサンドイツチ構造を構成させることに依

り，全く火災の危険をなくす乙とが出来ます。

スタイロフォームは，高熱』ζ 依り通常燃える先 IC熔融

し，加熱部分から充分へだたりが出来て発火点lζ 達しな

い故，熔接作業のスパークや電気工事中の短絡等の原因

で簡単に発火するような乙とはありません。スタイロフ

ォームの難燃処理については，難燃刻』ζ 青色をつけて，

主原料「スタイロン J f乙混入し，連続拘l出発泡させてい

るため，混和された難燃剤が均一分散されている状態が

外観から一目瞭然です。

E  水蒸気透過率と防湿工事との関係

スタイロフォ ームは従来一般に使用されて来たアスフ

ァノレトルーフィングフェル卜の 5 倍以上の防湿性能を有

している低温用断熱材料であります。すなわち厚さ 25

mm のスタイロフォ ームの両側の水蒸気圧の差が 0. 035

Kgj c m
2

である時に面積 1m
2

を 1 1時間当りに透過する水

蒸気品は 1 9 であり ，一方アスフアルトルーフィングフ

ェルトは約 5 倍の 5 9 も透過します。従ってスタイロフ

ォームを使用して，多層張りの断熱工事を行なう場合に

はアノレミ箔のついていないアスフアルトルーフィングフ

ェルト張りの工事を何屈も行う従来の習慣的な防湿工事

は省略しでも何等差支えありません。墜と天井，Ii.x，は壁

と墜とのコーナ一部分には，局部的にア J レミ箔つきの J レ

ーフィングフェルトをあてて温度変化に依ってコ ーナ一

部分に僅かに発生する可能性のある目地からの水蒸気の

透過を くい止めるためコ ーナーの防湿処理をする ζ とが

必変ーであります。コ ーナーの防湿処理さえ完全に行なえ

ば，スタイロフォームを多屈に張る工事ではコーナー以

外の広い面積のノレーフィング工事を省略でき ，スタイロ

フォームの各局の目地を互にずらして張る ζ とに依って

断熱材料自体の有する優れた防湿性能に依って充分に防

湿工事の目的をも達します。

上述したように，スタイロフォームは特別の防湿工事

を必要としないので施工貿が安くてすみ経済的です。



建設および建設関連市場における最近の企業進出

について 一建設業界の動態調杏ー

N AC  ( 新迎築家集団) 脚産業プレハブ部会 担 当 森 脇 久 嘉

紹 介 ・

最近のｪ｝Ａ投ｭＱ ｭ の問題の研究訴Ａ魁のーっとして ｲｲｵ 般市場への企業進出」のテ ー マがある。乙れは ， 経済的 ｉｾ みた場合 ， 産業ｴＮＡｩ盤

を:Il'!.!l oするためのm化学工業の設備投資，i 1! 路，港湾，水資源の公共投資，そ れら IC伴なうと乙ろのj ] ! 築投資，住宅投資等々から ，

j ] ! 波市治がクローズアップされてきた。 ι のm立市場民生産過程から流通部門，組立部門 IC至るまで独占資本その他の資本が乗り出

してきた。 ζ れらがEEZ量産業締迭にどういう影響を与え ，どういう再編成をうながすか，m要はテーマにちがいない。

部品製造部門 (ru材メーカー) ，流通部門( 建材販，完) ，組立部門( 施工会社) のそれぞれの部門の新しい相互関係ならびにその

再編成の動きをどう法則的ICとらえるかである。

わたくしたち新建築家集団 Ｈ ｎａｃ Ｉ では ，氾 ｉｦ役ｭＱｾプレハプ部会吾作って ， ｲｵ 投 ｭＱ ｭｭｬｬｬ なら び にプレハブ問題について研究し

ようとしてきたが ， そのーっとして森脇久 ｘｉｾｉｃ 上 述のテーマについて報告レポ ー トを 作 成してもら っ た。か つ てわたくしがむいた

小論「日本の建設産業防法の諸問題J ( 建築と社会1961年10月号) では「部品工場生産と磁波産業J r独占資本の建設市場への進出

と海外遊出の問題」の項が未定になっていたが，森脇君のレポートは E れらのテーマの資料ともなれば幸いと思っている。

(松 井 昭 光記)

は じ め に

日常，建築関係の仕事lこたづさわっている人々の多くは，建築のデテイルや施工監理lζ 多くの注意

を向けているが， 自分たちの職業の場である建築業界の主b向については案外無感心である人が多い。

乙のレポートで。は最近のあわただしい建築界の$1) 向の一つの函である企業進出について述べる。企

業進出の性格については後の項で述べるが，今日では乙の現象は建築産業に限られた乙とでは な く，

資本主義的生産組織の高度に発展した段階では一般的現象と して表われてくるものとして うけとられ，

さらには最近のいちじるしい工業技術の発展がより高次の応用加工業を可能にするために必然的に生

じてくる乙とであって，そ乙 l乙産業界全般の生産組織の再編成が進められる側面が存在する。建築業

界でも乙の再編成の動きは建築材料生産の発展とともにすでにみられると乙ろである。

乙のようなときに，建築家，技術家の建築生産，建築活動 [ζ 対しての考えをより進歩的な姿勢を確

立するためには，創造という言葉の意味を充分に自己のものとしなければならない。

I  J 概要 |

建築材料，建築施工に進出してきた企業をその性格より分類するとつぎのように表わせる。

(A) 石油化学，紡績などの大企業の建材方面への進出( 応用加工業としての進出)

( B) 上とは別の建材，建築などにまったく関係のない企業のこの方面への進出

( C) 建設会社とm材会社による合弁資本の新会社の設立

(D) 既存の建材，建設会社の経営多角化の傾向として新部門の設置または既存部門の強化

(E) 外国資本と技術または資本の提携をし，新会社を設立または経営強化をしていると ζ ろ

・以上の企業進出で注意を引くものは，最近とくに発展してきた石油化学方面( プラスチック) ，超

高層建築に関連した乾式建材( ボード，合板) とアルミ建材部門，そしてプレハプ関連部門などで

ある。それらの多くが大資本lζ よって大規模に進められている。

・乾王I : m材部門は超高居建築，プ レハフe 住宅などに関係が多いので，最近の設備投資のすさ、ましさは

特1fi f L 値する。そのために生産過剰となり ，乙の 8 月』ζ は2096前後の操短が考えられている。

・プ レハブ住宅には，鉄骨造の一戸，辺住宅とコンクリ ー ト造( 普通コンクリート ，発泡コンクリ ー ト〕

の共同住宅および一戸建住宅( しかし共同住宅が主体) の二極類がある。乙の部門はまさしくコ-

J レド ラッシュのような観があって，技術者が念願した建築生産の近代化とは関係がないという珍し

い ? 乙と lζ なりそうである。
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I  n  建材部門に進出してきた企業 |  

( 分類として A，B， C， D， E の記号をつけたものは前ページ K 示した企業のタイプである。〉

1  ) ボード ( 石綿ボード ，石膏ボード，セメントボードなど)

rr .  1  .1 表

会 社 名 | 分 類 | 資 本 制 出 資 会 社 製 品 名 | 公表生産力

久保田鉄工， ニューメタリアル| カラ ーベスト

m
2
/ 月

久保田建材工業 B  1. 50 

住 鉱 吉 野 石 王i
。

0 .30 住友金属鉱山，吉野石背

日 産 建 材 B  0. 30 日産化学 330，000 

新 潟 石 干j'
B . D  0. 30 日本石官，新潟硫酸，三菱商事

東 洋 高 圧
B  87. 6 500，000 

大 倉 工 業
B  2 .0 450，000 

東 洋 テ ッ ク ス
D  

三 菱 旭 硝 子 D  ( 計画のみ) 三菱商事，旭硝子 830，000 

旭 化 成 B  93. 6 

大 阪 金 属 工 業 B  55 .0  330，000 

既存のメーカーは 13社 ( 4 ，950，000m
2
/ 月一37年度) ある。企業名を上げれば ，吉野石行， 日本石Tr ，

菱化吉野石管，同和ジプサムボード，千代田建材工業， 臼本耐火ボート¥サンエス石fi: ，東洋行板，

日東石rr ，大平工業，大平商事，二村化学，清光社の 13*-土である o

石 fi ボードは建築乾式工法の普及とラスボードとしての普及により昭和32年当時より急主sl 乙生産が

伸び， さら lζ プレハブ住宅，超高層建築などの気迩によって大規模な設備投資が行なわれてきた。最

大のボードメーカーである吉野石口を始め日東石U ，東洋n板などの既存大手メーカーも今までの生

産能力を 50- 100 96引上げる態勢を整えている。

吉野石灯 1，320，000m
2
/ 月，日東石n 330，000m

2
/ 月，東洋ff 板 430，000m

2
/ 月， 乙の三社の増加，生

産力だけで今までの4096以上 になり ， さらに 1.1表の企業が参加する。そのためκ 早くも生産過剰の

傾向がみられ 8 月! とは 2096前後の操短が必要といわれている。

2) 人造軽 量骨材 〔粗骨材 ( 砂利に代るもの) J  

rr .2.1  ｾ＠

会 社 名 | 分類| 資本( 議) I出資会社又は技術提携会社| 製品| -ullj 考

i 三PTi 喜柑 i イ ; 高燥張，も焼立岩成を，膨粉砕張，さ乾せ
日本メサライト工業 B . C.  D  4. 0 

設友島 ・設竹中・ 起ｅ 庖ｾ ・問主大且成・
イ

建設 ・ 設

た の

宇 部 興 産 D  153 .0  
イ

ィ、野田セメント D  130. 42 
イ

ロ ; フライアるシュとセ

日 本 セ メ ン ト D  100. 0  ロ
メント及も 企業毎れlζ 

加独合自の のを乙 lζ 

して作る

日 本 水 系 B  5. 1  ロ

常 磐 炭 砿 B  13. 0 ロ

那 須 電 気 鉄 工 B  4. 0 ロ

三 菱 鉱 業 B  64. 465 ロ



東電フライアッシ ュ B  

。 ぺ 東 招 力 ｼ ロ Ｑ Ｑｪｾ叩メントと技術提
旭 イじ 成

携して開発に当る)

B  93 .6  
ロ

山 陽 パ ル プ B  48 .0 l ロ

住 友 金 属 工 業 B  458.92 I  l ロ

八 幡 化 学 B  ロ

八 幡 製 鉄 B  905. 148  ノ、
ハ ; スラブを原料とした

もの

日 本 鋼 管 B  572 .89 ノ、

コンクリート用骨材は自然砂， 自然砂利を用いているが，乙れらの自然資源、は今の需要速度で考え

た場合， ｉ 昭和 ＴＳ ｾ ＴＵ 年までの閣になくなっ て しまうといわれている。これに代っ て 砕石利用が考えら

れているが，主に土木用で建築方面では技術的にもいろいろ問題があるといわれている。

それlζ 建築物の軽盆化，工業化の方向に添うために人造の t陸品骨材の開発が急がれているが，一部

を除いてまだほとんどが研究の段階に止まっ ている。なおアメリカでは人造 ;1蚤品骨材の利用が毎年15

%以上の伸びを示し， 37年では年内 1，000 万トンの需要があったといわれている。

3  ) アル ミニ ウム建材

rr .  3.1 表

sl; 社
名 |分類| 資本( 議) I  出資会社又は技術提携会社 製 ロロロ

| 備
ニぷ"手に

( カーテン ｾ Ｉ＠神鋼ノースロップ B. E 1. 00 神戸製鋼とノースロップ ( 米) サ ッ シ 合併会社

スノマン ドレ

不 二 サ ッ シ E  20.0  
フェントロン ・インダストリ ー

11 
技術提悦

ズ ( 米)

不 二 サ ッ シ E  11 
カイザーア J レミニウム (11) 11 11 

不 ニ サ ッ シ E  11 
アルミニウム インダストリ ー

11 11 

ズ ( スイス)

日 経 ア ル ミ E  4. 63 ジエ ネラJ レ・スロンズ ( 米) 11 11 

昭和コ ウニア ・
D  . E  1. 00 

l昭和アルミとコ ウニア ・アルミ
11 

合併会社
アJ レミニウム ニウム

理研アルミ工業 C . D 0.35 
日経アルミ ・理研鋼機・竹中工務庖

11 11 

不 ニ サ ッ シ 20. 0 古河ア J レミ
企者懇器jr

東 京 カ ー テ ン

2.1  住友軽金属 / /  (11) 
オ J レ

日本ｾ欽 6. 0 昭和アルミ / /  

い〕

超高層建築のカ ーテンウォー J レを目標として各企業とも動いており ，乙の方面では研究の進んでい

る欧米の会社との結びつきが多く ，ほとんどが設計→製作→施工を行なう乙とにしている。もともと

アルミニウム工業部門は外国( 米) 資本の進出が強く ， 日本最大のア J レミメ ーカ一日本軽金属( 資本

金 82 .74 億) でもアルキャン ・カンパニー( カナダ) の資本参加があり ，入幡製鉄とカイザ ーアルミ

( 米) K よる「八幡ア J レミj ，東洋アルミとアノレコア( 米) ，三菱金属とレイ J レJ レズ( 米) などいづ

れも外国( 米) 側の資本出資率3096以上 という強大な外国資本のトラス トのアミの 中にある。

4) プラスチ γ ク建材

E .  4.1 表

会 社 名 | 分類 |内 議 ) I出資会社又は技術提携会社| 製 4市 考

旭 化 成 I A  I  93 .6  I 米国フイリップ ( 米) 技術提悦

三 井 化 学 I A  I  57. 5 I デュポシ (11) / /  

東 洋 ゴ ム I B  1  50 .0  1 バイエル ( 西独) 1/ 
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一 洋 化 成 A  3.50 

ロッキード ・エアクラッ
1 /  

卜 山) ' r l

旭 タ ウ A  11 .8  ダウケミカノレ ( 米) ポリスチレン ( スタイロン)

フォーム

鋼 管 化 学
A  17 .0  コッノマーズ ( 1 / )  

1/  

油化ノてーディ y

A  3. 00 ノミーディッシュ ( 西独)
1/  

(11召和油化と

シュ
合併予定)

積 水 化 学
A  57. 0  ロビンス ( 米)

ポ リウン タン ( コンブ 1) パ
1 /  

フ化ォーム
ンド)

電 気 化 学
A  41. 6 

アメリカン ・ビノレ ト(リ米ッ:  
取 ビ ニ ーJ レ

卜・ラパーズ )  系

東洋リノリウム
A .B 6. 0  ラベロイド ( 米)

1/  

松 下 電 工
A  337 .0  

ペク ラ ン 川 町 1/  I  

1 /  

日 東 紡 あ!I
A  3 .5  アスピトン ( オランダ) ュリア発泡材1

1/  

プラス チックの原材料の多くは石油化学工業から作 り出される。石油化学工業は電子工業と ならん

で| 企界でもっとも新しい工業であり ，石油化学工業の水準がその国の工業水準を表わす指標となって

いる。プラスチックの建材への応用は今後ますます盛んになる乙とが予怨されている。その可能性は

表装材，インシュレーション材 ，構造材，耐薬品材として各方面におよび，アメリカの統計によれば

1960年度は 1996，1961年度は249ぢがプ ラスチックの全生産量の内建設需要にふ り向けられた価であっ

て，単一産業の需要としては最高となっている。

石油化学工業の外国資本の進出はアルミ工業以上のものがあって，その一例を 4.2表に示す。

4.2 表

巴 三ヨｾ
巨工T -{ .( i  ;111 I  _ _  62_ 一 日 夕イドウ「 ターωIi J_2Q_ -[豆玉E

:i 'I' IJ . 資本 Il¥貰平 を 品 -，

( 大企 .¥>1よ附叫 1 スーよ り引 111)

5  ) 発泡コン クリー卜

rr .  5.1 表

会 社 名
|分 類 | 町議) I  

出 資 会 ネ土 |提携又は導入先| 製 品 | 慨

白木シポレック
日 3 .00 大日 本インキ ・旭硝子

シポレックス

シポ レックス

ス工業
( スエーデン)

住友竹金中属鉱山 ・清大水建設

シ ポ レ ックス
B. C 0.50 工務庖 ・ 成建設

1/  1/  

三井建設

日本セメント D  100 .0  イトン (  1/  )  イトン

新 旭 化 成 B  20 .0  旭 化 成
公ソ逮団捕i貨輸出入

シ リカリチ

ー ト

- 発泡コンク リー トの需要先は高居ビγ レの壁，床板，耐火被監から プ レハブ住宅の躯体にと多方面に

わたっている。

・発泡コンクリ ー トをA ・い C (Aut oc loved  Li ght weight Concrete) と呼び建築学会で設計規準の作

成を進めている。

・シポレックスの内日 本シポレックス工業は関西を，シポレックスは関東を市場とする ζ とにしてお

り，両者の閣にカルテ J レ化の動 きが伝えら れている。

・乙れらの メー カーは今のと乙ろアッセンブ リーの供給者として市場lζ 出るといわれているが，乙の

ためには設計の標準化あるいは供給能力が大きな問題となっ て くる。アッセンブ リーメ ーカーの経

営上の供述事項→施工業者との関係 (入札，指名など) ，設計の綴準化と適合市場の確保，オーダ
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ーの場合の同時供給能力，技術サービスの確立と代理庖組織の拡充など色々な問題がある。それだ

けに乙の企業がこの問題を解決したとき ，新しいタイプの建築生産組織が生まれる乙とになる。

6 ) その他の建材 (筏着剤，ガラス繊維，着色剤，土襲安定剤など)

TI • 6.1 表

会 社
名 | 分 類 何 台 高 |

出資会社又は技術提携会社 製 ロEロ3  三ｾ Ｎ

ソニ ーケミカノレ B  

ソニーとピッツノてーグ ・プレー

コ ム 丹 づ術 酬
トグラス ( 米) ック系接着剤

三 井 金 属 鉱 山 D  30 .0  ケニテックス (，，) 防水系接着剤

日 本 舗 道 D  10. 0 ベ J レシコ ール (，，) 
アスフアルト者 l

色弗l "  

東 北 パ J レプ)
B  25. 886 

共同経営でマラソン社 (  "  )  セメン卜分散剤 l

西 松 建 設 D  13 .00 "  

1 三 井 金 属 鉱 山 D  30 .0  
タイ J レ事業

内 外 硝 子 繊 維 B. D 

小野田セメント ・日本レイヨン

ガラス繊維
- 三井化学

1 住 友 化 学 A  
土壌安定剤l

保 土 谷 化 学 B  15 .07 

"  

. 6 . 1 表中，タイ J レおよびガラス繊維はプラスチックの進出により市場が狭まくなってきていて，既

存のメーカーがすでに操短lζ 入っ ている。そのためにこの大企業の進出が業界では問題化したが，

結局のと乙ろ企業進出を認める形となったようである。

I  m 商事会社の建築部門 |  

ほとんどの商事会社が建設郎門をもっている。これらの会社はもちろん工事は下請に全面的にまか

せてしまう。施主ももちろんそれを知っている。要すると乙ろ，乙れらの大企業は企業信用と対商取

引上の条件で建築工事を請負う ，t主主も下titi 業者もむしろ商社を中介として建築を行なう方が資金面

で都合のよい ζ とがあって歓迎する向きがある。

会社名を列挙すると c (  ) 内は資本金単位億円〕

伊藤忠商事 ( 108. 0) ，丸紅飯田 ( 50. 0) ，安宅産業 ( 60. 0) ，木下産商( 一一) ，三井物産 ( 68 .59) ，

住友商事 ( 70. 0) ，東洋綿花 ( 20. 0) ，三菱商事 ( 150 . 0)

乙れらの企業進出は新しいものではないが，テ ーマ と関連があるので上け' ておいた。

|  lV プレハブ部門に進出してきた企業 |  

プレハプブーム はすぎましいものがある。住宅の絶対数の不足と人口構造から予想される住宅需要

が企業進出のもっとも大きな理由である。政府の住宅対策によれば昭和43年までに 1 千万戸の住宅が

新たに必要と なる。乙の内の6096を公団，地方公共団体の公営住宅で残りの 400 万戸を公庫，その他

の機関の融資にもとづくものを含めて民間の個人住宅建設に期待している。乙の 400 万戸の内純粋に

1 戸建の個人住宅として建設されるものが何96になるかは不明であるが 1 戸建住宅を主体としてい

るプレハフソーカ ーの生産計画を全体的にみてみると年間 5 万戸約 1，000 憶の金額になるといわれて

いる。今仮に 1 戸当りの敷地面私を道路，緑地も含めて60坪と仮定すると年間 300 万坪の宅地が必要

となり，毎年にわたって乙の数字が増えていかねばならない乙とになってくる。プレハプメ ーカーは

まづ団地の確保K 走らなければならない。年間 5 万戸という数字は住宅建設総戸数からみればきわめ

てわずかなものであるが，敷地の多くを都心より離れたところにしか得られないと乙ろにいろいろの

問題がある。
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1) 1戸建住宅 (主として鉄骨梼造によるもの)

IV • 1.1 表

会 社 名
| 分類| 資鷺) I  出資会社又は技術提携会社 製 品 名 |侃l 考

積水ノ、ウス産業 A  1.00 積水化学，旭化成，他 セキスイノ、ウス

ナショナ l レ住宅

D  3 .00 
松下電工 松下O号型住宅

建材工業

大 和 ハ ウ ス D  28 . 20 
ダイワハウス

富士製鉄 ・小野自田セメント ・昭和

日本プレハフや B  0. 50 
電工 トヨタ 動車( 日立製作 ・ フジ ノ¥ウス

丸紅飯田)

八幡工コンスチ

B  8. 00 八幡製鉄 エコン ノ、ウス
- )レ

冨 土 製 鉄 B  780 .00 フジノ、 ウス

川 崎 製 鉄 B  446 .00 

日本鋼浅管 ・日本セメント ・日東紡

鋼 管 プ レ ハ フーA . B . D  1. 35 菱絞商・言白野語車スレ飯田ト 東芙蓉京通開商詰計材・3三目 N. K ホーム

立化 ・ 不動大産産 ・昭和

日 産 動 ・永 業 社

倉 敷 レ ー ヨ ン A  60. 00 

永 大 産 業 D  5 .00 
国民ハウス

川 岸 工 業
。

八幡製鉄

ビクタ ハウス B  
高島屋百貨庖 ビクタ ・ハウス

大 阪 鋼 材 B  10 .00 

以上の外 lζ も，第一フ。レハブ住宅，大建木材工業，西武百貨庖，大日工業などがある。鉄骨を主体

としたプレハブ住宅には一時は大小合せて50数社の企業が存在した。そして今でも激しい表盛を繰り

返しているが，プレハフ1主宅そのものは現実にはほとんどオ ーダーとして建設されており ， レディメ

ー ドの大量販売という姿にはまだまだ速いようである。

プレハブ住宅( 鉄骨造によるもの) が最近やかましくいわれるようになっ てきたのは軽孟鉄骨の生

産の推移と無関係でない。メ ーカーの努力もプレハブ住宅を世に出し，乙れによって市場を確保する

ことに向けられた。プレハブ住宅の世に出た当初( 最近の乙とのみをいっ ているから念のため) は，

すべて軽量鉄骨メ ーカーによって行なわれたものばかりであった。ことにブームあるいはムードの発

端があったことに注意したい。と乙ろが最近ではプレハブ企業は充分に企業としてのペ ースを整えて

いないままに進出し，安直な計画がいたると乙ろ lζ みられる。プレハブ産業を可能にするものがある

としたら ，そのもっとも大きな理由は消資者と企業に対 しての政策的な長期の低金利にもとづく融資

である。そしてさらには住宅産業そのものが国家経済の中での比重を高めるほどのエネノレギーをもっ

た部門になるために業界内での施策が対内外的に考えられねばならない乙とである。なお乙の乙とに

ついては別の機会に詳しく述べる予定である。

2  ) 共同住宅 ( コンクリ ー卜 を主体にしたもの)

IV • 1.2 表

会 ネ土 名 | 分類 l資 鳴 ) I  出資会社又は技術提携会社 |  製l ロロロ 備 考

日本プレハフー B  0 .50 
前 述 -‘ ;、ち 公営住宅l句

日本プレスコン
B  3 .00 八幡製鉄，八幡化学，木下産商 11 

クリート

日 本 プ レ コ ン D  0 .40 
オリエンタ J レ・コンクリート

11 

三井金属鉱業

東 洋 ゴ ー セ ー
D  

ゴーセーノ、ウス 11 

笠田コンクリ ー ト B  
豊田自動車

トヨラ イ ト・ハ

ウス

11 

国 土 プ レ ハ フe D  国土建設
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i大 成 プ レ ハ ブ
D  

1. 00 I 大成建設 | 公団向け中居

字 部 興 産
。

153 .00 

中央仮設鋼院長 D  5. 00 

| 公団向け中層

東 洋 プ レ ハ プ

住 友 グ ル ープ D . B  

シポレ γ クス，住友建設 ・住 |

住友林友軽業金・住属友ベークライ ト・
I  ｾｾ パネルで‘

中居住宅

プレハブ住宅の本来の: t t 味というものがあるとすればくそれは建築生産の近代化にある> と答える

のが一般的であろう。しかし社会的な側面からみた場合，それは住宅不足を短時日の閣に解決するた

めの技術的予段にすぎない。近代化とはとれの結果である。という乙ともできる。乙の後者の意味 lζ

合致するのがコンクリ ート による中高層の共同住宅である。そして ζ ζ には住宅不足の短期間の解消，

m市の立体化，建設工事の機械化など技術的側面からみて好ましい内容をもっている。またヨ ーロッ

パでは住宅建設はほとんどが公蛍' の共同住宅としてプレハブ工法で建設されている。アメリカの住宅

Ｎ ｾ設のほとんどが個人住宅で ， 共同住宅Ｈ公営のＩはスラム ・ クリアランスとしてしか建設されない

のときわ立った対象をなしている。

日本での場合， もちろん共同住宅による大盈建設が技術上好ましい乙とであるが，乙れに取り組む

企業fillJ よりみると過少資本と大規模な設備投資，市場の地域性，集中皮の低さ ，道路事情，行政処置

などまだまだ問題があって急には実行できない状態である。

乙の場合も 1 戸建と同様もっとも問題になるのは企業育成についての行政処置なのである。

結 び

今までみてきたと乙ろでは一見，建材または建設業とはまったく関係のないような企業，それも大

企業がど しどし進出してくるような感じをうける。そのために建設関係者の中には実体の併わないム

ードのような不安な感悩をうけている人も少なくない。乙のレポ ートでは一応、の勤きを報告する程度

でとくに論評めいたものは苔かなかったが，乙れらの企業進出の一般的な共通事項としてつぎの乙と

が上げられるだろう。もちろん建材，建設方面 lζ 限られたものではない乙とに注意しなくてはいけな

心、。

1  ) 企業進出ーそして経営の多角化は一種の流行的なもの「パス l ζ 采 りおくれるな」の面がある。

2 ) 一次製品から 二次，三次の製品とする乙とによって，つまり 原材料((.加工を施す乙と加工度を

高める乙とによって，より多くの利潤を上げようとする。

3) 商品を多機化する乙とが対商取引上 lζ 何かと有利なととが多く ，競走1(. 有利になる。

4 ) 加工部門を別会社にすることによ って，企業の利益保護ー危険負担の分散ー税制対策ならびに

会社人事の合理化のためなどに新会社を必要とする 。

以上の4 項目が企業進出の主な理由である。

そしてこのレポ ート で取り 上げた各企業について注な采く観察すると何らか D 形で注材，建設方面

に関係をも っているものが多く，材料関係では原材料の加工の多隊化，廃材の利用，資本系列などの

廠工方面では建材メーカーの加工分野への進出といった形にみる ζ とができるのである。乙の勤きに

積極的 lζ 参加している建設業者のあるのは，特定の大手建設業にかなりの資本力が蓄駁されてきてい

る乙とを物語っ ている。そして乙れら建設業の考えはかなり近代的資本の傾向をもつに到った乙とを

表わしている。企業経営の函では建設業は株式の公開，経営の多角化，企業系列の強化などを通じて

かなり近代化されてきているのは事実であるが，企業組織としての下請制度とくに労務監理の函では

まだ前近代的な態勢にとどまっている ζ とを忘れではならない。

〔謝 意〕

ζ のレポ ート の作成K ついては日本建築協会の松井! 昭光氏，能勢建築事務所長の能勢善樹氏，ダイ

ヤモンドネ土の加賀谷満之新氏に大きくお位話1(， なり，生まれたもので各位 lζ 謝意を述べる次第です。
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( 岩波新型n

( 新潮ポケット ・ライブラリー)

日本建築学会

- プレハプ住宅 日本住宅協会

・アメリカの建設産業 日本生産性本部

Ｎ ｾ投 経済日報 建設省

- 会社四季報 烈洋経済新報社
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|理事会1

10日 4 時一一 5 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚 本 副 会 長 外 6 理 事 山 内 兵 庫 支 部 長，

福知監事

議 事 ( 1  ) 明年開催' f i E の建築間E述合大会参加に関

する件

( 2 ) 委員会委員追加並 lζ 交代委嘱の件

( 3 )  i中国前書記長退職金支給の件

( 4 ) その他

( イ〕日本建築学会との事務受托などに関する

契約沓更改の件

( ロ) 国立劇場応募作品展後援の件

( ハ) 1" ζ れからの住い展」協賛の件

( ニ) 1 " 工高生の建築展」後援の件

( 5 ) 入退会者承認の件

( 6 ) 報告事項

|運営審議会|

10日 6 1時一- 8 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 塚 本 委 員 長 外 7 委員

議 事 ( 1  ) 出版委員会に関する検討

( 2  ) 編集委員会に関する検討

委 員 会

3 日 3 1時半- 5 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 海 上 委 員 長 外 8 委員

議 事 ( 1  ) 委員交代及ひ. 迫力日委嘱の件

( 2  ) コンクーノレ図袋発行』ζ 関する件

電 気 扇 付 屋 上 強 制 捜 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 杜

報 (  7月分)

( 3 ) 日本プレスコンクリ ー ト工場見学の件

( 4 ) ラジオ放送その他に関する件

( 5  ) 定例開催日の件

見 学 会

19日 101時一一 5 1時

出 席 者 海上委員長外 13委員

紀三井寺の団地主主IC橋本市 の日本プレスコンクリ ー ト

K Kの工場を見学

小 委 員 会 (若い会員の集 L、)

2 日 1 時一一 7 1時 於 奈 良

出 席 者 角 橋 委 員 片 寄 俊 秀 氏

tf'; Ｓ 回「若い会員のｾい」企画の現地調査

10日 正午一一 1 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 角 橋 委 員

第 3 回「若い会員の集いJ 実施について打合せ

17日 正午一一 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 紙 野 ， 藤 井 両 委 員

30日 正午一一 1 1時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 紙 野，藤井，回: 阻各委員

第 4 回「若い会員の集い」の企画協議

小 委 員 会 (古建築見学会〉

4 日 5 1時半- 6 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 佐 古 主 査，小;低 森 田 各 委 員

古建築見学会の企図協議

小 委 員 会 ( 講演映商〕

建築基準法 にフリー パスのカ' ラス 屋根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工場 ・プラットホーム ・

体育館 ・アーケ ー ドに品逓

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 各 種 ベ ン チ レ ー タ ー

設 計 施 工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町23 ( 大阪商工ビ J レ) T  E  L  ( 44 1) 3983 

工 場 大 阪 市 城 東 区 天 王 田 町 1 の 14 1 T  E  L  ( 981) 1149  
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8 日 正午一一 1 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 井 上 主 査 ， 佐 々 木 委 員

講演と映画の会の企画協議

打 合 会 ( 各種説明会〕

9 日 正午ー一一 2 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 岡 本，広瀬両委員

出都会社 3 社係員

安J 3 図説明会の実施について打合せ

小 委 員 会 ( 工場見学会)

13 B  6 1時一一 7 時 於 京 都 郵 政 会 館

出 席 者 中 村 主 査 外 3 委員

工場見学会の企画協議

委 員 会

19日 6 時一- 6 1時 半 於J町 屋 市 交 通 局 音 楽

山荘

出席者 士首井，矢野正副委員長外 19委口

議 事 ( 1 ) 8 月の事業企画について

( 2 ) 各小委員会の企画事業κ ついて審議

| 編 集 委 員 会 |

幹 事 会

9 日 3 時一- 6 1時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 大 久 保 幹 事 外 5 幹事

11 月「建築と芸術特集」号の企間協議

委 員 会

11 日 4 時一- 6 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 大 久 保 委 員 外 6 委日

議 事 ( 1  ) 委員長渡欧外報告事項

( 2 ) 経過報告

( イ) 8 月「金属外装特集」号

( ロ) Ｙ 月「空気調和設ｾＱｉｩ特集」号

( ハ) 10月「地下街特集」号

( 3 )  11 月「建築と芸術特集」号企画策議

( 4 )  12月「超高府特集」号什事会の件

室議
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23日 1 時一一 五時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 渡 辺 幹 事 外 執 筆 会 社 10社

23日 1 11寺半一一 3 1時 於会館集会室

出 席 者 羽 馬 委 員 長 外 執m会社 5 社

24日 1 1時半一一 3 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 清 水 幹 事 外 執 筆 会 社 5 社

各担当章の執筆に関して打合せ

| 建 材 委 員 会 1

26日 3 時一一 4 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岡 本 委 員 長 外 6 委日

議 事 ( 1  ) 次回検討テ ー7 の決定

( 2  ) 次回検討会主査の決定

室談会

間

以

討

館

委
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A

五

3
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議

近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

16日 31時半一一 51時半 於会館会議室

出席者 施 沢 委 員 長 外 7 委口

a  
v  

宇部渡型スレート( ヰ;Frit-ω

宇都コンタヲ-55ク{ 軽量/ 門イト防水・フ‘ 口い/ ク)

大阪市南区鰻谷西之町25 川西ビル 大阪 (271 ) 4700.・3434- 5 ・7676- 9  ｾ一一「戸一一一一一一『

本社 宇部 営業所 宇部名古屋福岡 出張所 東京 岡山徳山 小企熊本新居浜 工場 大阪宇部 ) 口( ) 口口口(
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議 事 ( 1  ) 木委品会の事業についての; 立見交換

( 2 ) 未発表建物の リス ト検討

( 3  ) 京都翠ヨハネ教会移築』ζ 関する件報告

| 建 築 試 験所 設 置 問 題 検 討 会 1

9 日 31時一一 4 1時 半 於 大 阪 建 設 会 館

出 席 者 関 係 6 団体より 9 名

24日 31時半一一 5 1時 半 於 大 阪 建 設 会 館

出 席 者 関 係 6 団体より 10名

大阪に建築試験所か建築研究所を新設することについ

て意見交換，設Wl 内容の検討

|説 明 会 |

軽量建築材料と新し い充唄剤の説明会

1. と き 18日 1 1時一一- 5 11寺

1.  と乙ろ 千代田生命ビル 91糖ホーノレ

1  演題と講師

火山砂平IJを使用した建築構造体用経E コンクリ

ートについて( スライド併用)

日本ライトグラベル関西販売 K K

取 締 役 牧 内 正 文 氏

ウエザーバン ・カーテンオウール ・シーラーに

ついて

住友スリーエム K K工業用製品営業部

接着剤課長 加 藤 賢 介 氏

スタイロフォームの販売について

旭ダウ K K大阪スタイロフォーム課長

荻 野 吟 逸 氏

スタイロフォームの施工法について

旭ダウ K Kプラスチック加工研究所

研 究 員 中 村 六 郎 氏

映画「スタイロフォームの用途」

「スタイロフ ォー ムのー般住宅施工例」

1. 協 賛 旭ダウ株式会社

住友スリーエム株式会社

日本ライトグラベ、 J レ関西販売株式会社

杭

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J l l (弁池筋) 旭洋ピル 3 階

電話 ( 202) 3233 ・3234

94 

1 聴 衆 190名

| 若 い 会 員 の 集 い |

「大都市の陪路と矛盾」

27日 1 1時半一- 61時 半 参 加 者35名

阪市大者sr打JI 園教室斉藤和夫氏を 'i;Wi 飾としてパスに

より大阪市内を巡廻して車内討論会を開催

I  6 会 長 午 餐 会 1

30日 12時半一一 3 時 於 ガ ス ビ ル 食 堂

建材協会の当番で開催。建築試験所設置問題について

協議し. D敢行に隙仙の件を決定。出席者各会より 19名

| 欧 洲建 築 事 情視 察 団 の 帰 国 l

視察団員の内アメリカへ渡航した 4 名を除いた一行は

8 日元気で羽田に帰着した。

館
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1  名 称 国立劇場設計競技応募作品関西展

1. 主 催 向上展実行委員会

1  会 場 新朝日ビル朝日文化ホール

1. 会 期 7 月29日一一 31日

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 11111111 1111 1111111 111111 11 1111 111111111111111111111 1  

編 集 後 記

毎年 ｬ 問 ｾＲ wlは 1投Il a関係の特集を企画しているが， 今回は空気持居

和i役仰を取り上げる乙とにした。それも最新の空刺殺仰の問題を主1 1 : し

てみた。デュアル ・グ世ト方式， スリーパイプシステム ， フレンガ「ーν

ステムとテト 7 ) レワカーテン . 1照明: 1! : ¥' i 司会成方式， 等々の汲新の空綱方

式を取り出したものである。 トピツ合スとしては， スキヤニング装位，

断熱塗料としてのサンエックス ， アームストロング， ベロベント等々を

紹介した。きち1 1 : . 新しいピルで採用されている空調設備の迎転結果は

どうか， その問題点はどうか等々について， 大阪の主要ピルの管理担者よ

り:l'i' ill な絡を集録する乙とができた。また ， 般備'J'l と経常'J'l の問題にも

焦点をあててみた。以上のテーマを考えたわけであるが，一般の建築伎

術者 ｉｾ もＺＱＡ凋股備計画を知ってて色らうために冒頭論文として守安氏 ｉｾ

「空気耳目和股附計闘について」の原摘をまとめていたTごいた。

以上， 企画にと協力いたT点、た幹事は， 生方文次( 日正s) . 石原正雄

( 京工大) Ｎ 宮脇ｾＨ大林組ＩＮ g }11消{ 鋭井氾l築殻術研) . 長谷川幸

雄( 同) Ｎ 大 ｴｉｾ 芳郎Ｈ日本熱学Ｉの各氏である。また ， 座談会 ｉｾ 款問尖

則氏( 高砂熱学) .  中畿雄氏( 三機工業) のと協力も得た。 Z志して} ! ] く

感謂/r1l し上け. ます。

・次号 10月号は「地下街特集J . 11月号は「建築と主主術特集J . 12月号

は「超高層特集」の予定で巡めている。

「会貝の頁 ｊ 欄 ｉｾ ハガキでと投稿下さい。大いに利Ｉｔｊして下さい。

- 訂正 : 前号 ( 8月号} の作品紹介「大.l i E金ピルJ のプランの方位 (23

頁Ｉが南北逆 ｉｾ えよっていましたので訂正いたします。
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一一特 命 又 は 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の れ お 闘 い 致 し ま す一一

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 鐙 装 置

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新 阪 急ピノレ 8 階〉

匂 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表〉

本 社 東 京 都 千 代 田 区神田駿河台 4 丁目 2 番地

給 排 水 ・衛 生

暖 冷 房 ・換 気 設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

代 表 取 締 役 城 口 町 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪371局7575( 代表)

京都市東山区大和大路正面上ぷ立話京都 56 局4945(代表)

』 神戸市生田区下山手通六 J 一 ・電話料1戸 4 局 5 8 9 2  I  

水道 ・衛生 ・l援冷房 ・其{ 出管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式l レーブドレイン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所J

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 田r 1  1 番 地

ｾ ι 話大阪 ＨＴＴＳＩ 3  9  5  6  - 8 添

本 庖 東京都中央区新 ｴｾ ｬｉｉ ｲ 3丁目 5 都地( 議j栄ビノレ)

電 話 ( 551  )  7  4  5  0  - 9 答

222線 審ムFh生息子I町三5 E語22831;i
Ｏ［Ｎ ・ｾ｜強 ｪ 軒 高 松 市 二 番 了 九 nnli 同 総 @ Ｕ Ｑ Ｙ ｾ＠
間山山儀所 悶山市大供絞ノ木三八Oノ - ｾￛ 話 ｬ 判 ＱＱ Ｑ ③ ＷＰＴ Ｗ

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷 役 運 搬 機 械 ・環 境 衛 生 施 設

化 学 ・鉱 山 機 械

一 機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 Jl券 栄

大阪市東区北浜2- 22(三井信託ピル) m話大阪(202) 代表3071

本 庖 東 京 都 千 代 国 区 訂 楽 町 1 丁 目 1 0  1荘 地

支庖 ・出銭所 名古屋 ・福岡 ・札幌・広島・仙台・官Ill .金沢・静岡・高総

工 繊 細 線・鶴 見・六 郷・中 山・高 槻

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・l皮 冷 房 設備

25 西原衛生工業所大阪庖

!  大阪市大淀区中糊通 4 丁目 11

2  

電話大阪⑮3531 番

空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

大阪rli 北区5幻ゐ船大工町五三番地( 侮日大阪会館内)

旬 話 大 阪 ⑪ 局 8 3  5  6  ( 代表)

本 社 東 京 都 中央区日本橋兜町三丁目 二四帯地

支} ，li 東 京 ・名古屋 出 張 所 九 州

工 場 末 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 器 地

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株式 大 阪 電 気 商 会

会社 大 阪 暖 房 商 会

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

本 庖 大阪市西区江ーヨ堀一丁目 60番 地

ifE 話 大 阪 ⑩ 大 代 表 8 2 3 1 番

支 底 東 京 ? 名 古 屋 ・福 岡 山

張 所 京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・樫本

キL腕 ・仙台 ・新潟 ・富山 ・金沢 ・福井

創 業 畷 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

大 正 二 年 病院諸機械・給排水・衛生

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 広 東 京 駅 前 丸 ビ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 信 大 阪 市 西区 土 佐 摘 通 大 間ピ ノレ714 号

包 語 大 阪 ( 443) 3  3  6  1  - 5  

机 幌 広 札幌市北四条西16丁目 l 務地 高問屋ビノレ二 階

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ " 6 6 1

名 古 屋 唐 名古屋市中区南大津通一丁 目千代田ビ ノレ522号

';11 話 中 局 @ 1  7  6  6 ⑫ 3  0  4  2  

須 賀 工 業 株 式 会 社

空 気 調 和 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 14 電話 441- 5171

支 脂 一 一 東 京 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

空 気 調 和 装 置 ・ 塗 装 設 備

設 計 施 工

式

社

株

会
材 社

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ島二丁目 ( 新朝日ピル 5 階)

ES話大阪⑫6041 ・⑫7046(代)

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁目七

営 業 所 ・名 古 屋 市 中 区 菅 原町 2 丁目

( セ ンターピル)

連 絡 所 広 島 ・北 陸 ・浜 松

建
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冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 吠阪市西区京町揃1丁目62 m筋( “ 1)代表2613・代表9431

出銭所東京都北区上十条 1丁目10 m 筋 (911)  3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野田Jl の6 電 舷 (5  4)  0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 1の1 電陪 ( 4) 1778 .4386 

広島市中町 2 番地の 4 電 話 ( 2) 7575 ・75 88

l暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

株式会社 栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

本 庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一審地

包 括 大 阪 ⑫ 3 3 9 1 - 5 1書

支 広 東 京 都 新 宿 区 荒 木 IOJ 一 九 番 地

電 話 (351) 2  l '  7  7  - 8 番

神戸出現所 神戸市生閃区下山手通八丁目三三 官E鮪元町0 3035番

仙台出張所 仙台市東四番丁四五電鯖② ＵＱ Ｓ Ｖ ｾ

A

Q

Z

 

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 宮 間 IUJ 30 電話大阪⑪ jjSE;ぉ。

本 社 東 京 都 千 代旺i 区メL ノ 内 2 ー 10

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 支 応 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 JI可3 - 6

電 話 ① 2 8  9  3  

。 暖 冷 房 空気調和 i 環 境衛生 工 事 一 切

、ｾ 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大阪 市北区万才町 50 北大阪 ピル

電話大阪Q i i 8  6  7  1  

大阪 事業本部 大阪市北区万 ;r 町50 北大阪ヒ' ) v

電話大阪Q i i 8  6  7  1  

東京事業本部 東京都新宿区四ッ谷三条町18 自然ヒ' ) v

名 電 話 ⑮ 4 臼 2 4  - 7  

古屋支 底 名 古 屋 市 中 区 成 代 町 7

電 話 @ 4  6  9  0 ・3 5  2  0  

営業所 ・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京部

冷房・暖房・温湿度調整装置 |  

換気・. ，; 令下水・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 店

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・21 3 4

本 社 東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

株 式 会 社 三 晃 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 富 田 町 16 代表 (341) 7  0  3  1  

支 庖 :uoirl l l S千代 III 区小川町 2丁目 l 桧ピル . (201)  7751- 3  

福 岡 市 養 巴 町 22 (  74  )  1  1  5  8  

出張所名古屋市中区新栄町 2 丁目 1 ( 97 )  1  8 2  0  

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5 ( 2 ) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 5 0  9  8  

広 島 市 紙 屋 町 8 ( 2 ) 4 5 3 7  

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生

温 湿 度 調 整 装 置

設 計 施 工

φ 日 朝 日 工 業 社

大阪市北区中之島4- 39 屯⑭6671- 5

東京支社東京都港区芝浜訟町2ー 7 電(431) 7341- 5

支 庖北海道 ・仙台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

温湿度調整・暖冷・房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

4  代表取締役 市 川 繁 郎

本 社 京 都 市 中京 区 両笹川j 通 Y声li小路上ノレ

H[ 話 @ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大 阪 営 業 所 大阪市 北 区天満橋筋 Ｑ Ｍ ＳＷ Ｈ Ｗｚｾ 渦ー 橋 ・ 北 詰〉

m話 ⑩ 8 8  2  9  

四日市営業所 四日市市浜田西末広J l lJ m話7503・3665

津 営 業 所 津 市 栄 町 2 - 111 Ｇｾｮ 話 Ｓ Ｖ Ｑ Ｐ

暖 房 ・ 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会 社

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

大 阪 大 阪 市 北 区 万 才 IU] 四 三 浪 速 ピ ノレ六階

1 0 : 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7  2  5  

( 代) 9851 - 9 ・9951 - 9  

東 京 東 京 郎 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ /

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  - 3  

出議所 愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

温 湿 度 調 整 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営業所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 (大 ピJ レ)

電 大 阪 代 ⑭ 8 6 2 1 番

本社・工場 東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

本社 ・分室 東京都港区芝佐久間町 l の46 ( 大同 ピル〉

電 東 京 代 (501) 3  1  5  (j 番

営 業 所 名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

3  
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電 気 工 事 設 計 施 工

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

危 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 郷 二 丁 目 十 二

m 話 (551) 8  3  3  0 ・8 3  0  3  

営 業 所 名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・高松

電 気 工 事 設 計 施 工

栗 原 工 業 株 式

.6. .  

社: D:  

取 締 役 社 長 栗 原 信 英

大阪市北区永楽町 8 1i陸地 ( 日産生命館)

包話大阪⑩代表 ＱＲＳＴｾＹ

支 社 東 京
.  

名 古 屋

出張所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

盤

底

置

び

作

社

電

霧

装

及

製

品

削

Z

A

Z
持

受

止

助

一

計

弘

氏

F
凶

5

4

尚

一

ず

1

4

8

3
タ

設

d

z

一
1

三

3

六

剖

寸

三

5

パ
パ

.

訪

巨

ぺ

器

.

町

-

一
5

4

M

M

四

5

4

3

2

盤

問

視

ヒ

機

"

に

綱

M

T

o

九
丁

4

ニ

凶

冗

目

政

ス

気

式

m

-

F

=一4

T

慌

間
一
向

恥

品
開
一
間
一
一

定

船

舶

鑑

・

叫

印

私

L

持

関

東7

仁

配

電

視

チ

其

業

+

区

市

官

官

剣

川

用

・

監

'
γ

醤

調

印

私

れ

嫡

肺

結

阿

佐

作

品

艦

置

介

一

-

n

L
草

京

J

g白

録

作

装

ト

ザ

雷

京

従

来

世

大

電

名

岬

恐

怖

電

広

劾

操

動

Y

7

6

社

場

底

所

所

所

自

ザ

自

コ

t

;

民

4

r

h

E

タ

+

T
本

支

叫

綴

遠

度

フ

一

割

E

E

刷

動

動

湿

積

一
A

百

臨

古

閑

砧

官

温

各

ク

森

来

工

大

名

桶

広

電気 ・暖冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 o ( 堂ビ J レ三階)

電 話 (312) 1  4  7  1  ( 代)

支 庖 東京都中央区西八丁堀四丁目十( 後関ピル三階)

電 話 ( 日2) 0  5  9  1  - 4  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 ニ 0 答 地

m : 話 ( 99)  5  1  3  1  - 3  

出張所 小 松 市 符 津 町 オ 四 四 ノ ー

篭 話 ( 粟津) 2  3  7  

出 液 所 堺 市 三 宝 l町 七 丁 目 三 六 九

電 気 工 事 設 計 施 工

江 東 電 気 株 式 会 社

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

本 社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁 目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

支 社 東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

出事所 金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

4  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海

昌 -

ヌL 株 式
A

Q

2

 

社電

取締役社長 浅 海 正 雄

本 社 大 阪 市 北 区 老 松 町 2 丁 目 22

匂 話 大 阪 (362) 8  7  0  1  

東 京 支 社 東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

包 話 (481) 8 6 2 1  - 4 ・3 5 7 3

営 業 所 名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 二 五 番 地

電 話 大 阪 代 表 ⑪ "8 1 3 1 - 7

* 京支庖 東京都港区芝金杉町二丁目十三番地

営 業 所 名古屋・神 戸・新 宮 ・剣幼 ・松山 ・草津

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0  5  6  

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館607号室 t U: 話東京(541)7464 

出 張 所 大 阪 商 ・ 北 海 道 ・名古屋四日市 ・福 山 福 岡

電 気 工 事

設 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 本 惇 ・ 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝日ピル 6 階

電 穏 大 阪 局 @ 9  5  3  1  _ ( 大代荻)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 八 番 地

電 宮古 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1 番( 代表) - 3

出現所 京都市中京区西/ 京中合同T二 十 八 ノ 十 一

官E 結 京 都 局 ⑧ 3 4 8 1 番

電気工事・設計・施工

中 本 電

A: =  

ヌL 株 式 社
ゐ

宮

取締役社長 中 本 正 明

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

ｭ 諾大阪 Ｈ ＹＳＱ Ｉ 代表 ＷＳＴＱ ｾ Ｕ
機器工場 大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町 三 丁 目一一三 |

資材倉庫 氾 話 (931) 2  1  9 3  I  



電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 輿 社

代表取締役 林 敏 夫

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ビ J レ7 階)

電 話 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

支庖 東京都中央区日本橋箱崎町 Ｓ 丁目 Ｒ ｾ 地

電 話 ⑪ 1 4 7 8 - 1 4 7 8

出 張 所 川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

'" 、、 . ζ ?

社 寺 数 寄 屋 用 瓦…大 悌 瓦

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦… 大 和 瓦

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1  3  (941) 0  9  7  5  

名古屋営業所 名 古 屋 市 瑞 鯨 区 嶋 田 通 1 丁目 (88) 2  7  0  3  

株 式

会 社
矢 橋 大 理 石 商 厄

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二丁目九 野村ピノレ五階

m語 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 '(，書

陳 鰍

耐 ｊ ｬ ｾ 粍性床材 「 フエロコ ン 」内 ， 商

標的不正使用に対する隙 ｾｴ の主主を 、

主主に lt' n ん で 表 明 い た し ま す 。

r A  B C 商 会 的 フ エ ロ コ ンJ は 、 金 園 内 強 築 業 各 界、 あ る い は 製 造

ノ ー カ 一 帯 に お い て 、 l既 に 世 知 町 床 用 材 料 で あ り ま す .

昭 和 31年 5 月 15目、 I商根 股 定 登 録 的 「フ エ ロ コ ン」 を 、 不 正 使 用

す る こ と に よ っ て 、 砲 事 距 離 各 界 と( 株 ) エーピ - " ー 閥 会 殿 町 娘 む ら

札た迷惑敏審は、骨十 ') 知 れ な い も 町 が あ り ま す .

そ の 事 実 を I a 的 、 不 正 行 為 に 対 し 、 ま ま に 深 〈 隙 樹 の 意 を 、 表 明 い

た し ま す . 今 後 、 i'J ・ 、 る 不 正 行 為 に よ っ て . 皆 械 に 師 迷 惑 を お か け

しな い 事 を 誓 い ま す .

昭 和 38 年 9 月 日 旭 カ ラ コ ン株 式 会 社

取 締 役 社 長 森 山 拾 爾 朗

株 式 会 社 エ ー ビ ー シ ー 商 会 殿

特約販売・ 工事庖

東洋キャリア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

(株) 大阪パ y キング製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

③日

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  ｾ＠ 9 務

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 UIJ

屯 話 大 阪 ⑪ 6531 ( 代) ｾ＠ 6  

支 庖 名 古 屋

出張所 東 京 ・岡 山 ・北九州

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ ホ イ ス ト ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー ト ベ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 続 》 製 作

自 本 工 レ ベ ー タ 工 業 株 式 曾 赴

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 崎 筋 6 ( 天六阪急ピル)

m 鯖 ( 351)  4  9  2  7 代 表 7 0  7  1 交 挽

東 京 営 業 所 東 京 高11 台 東 区 長 者 町 2 - 7  O!!t 1:Iピ ル)

m 総 ( 831)  7949直 通 ( 866)  5276交 検

名 古 訟 判 業 所 才 ， 官 邸 市 中 l互 富 山 町 5 8  

i1t 1訴 ( 24 ) 8  4  1  6  

ヘ ミp 商 月 報 無 料 送呈

. . 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市浪速区西円手町一O一七番地 淡町駅貨物八号門前

電 話 (562)  0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

販 売 工 事

各種保温保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音工 事

冷 凍 機 ・石綿製品 各種配管工事

各 種 樹 脂 加 工 品 設 計 施 工

本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石 川 良 輿

本 社 及 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 よ 佐 凋 i且 1 の 16 ( 石川ピル)

o'li j古 大 阪 (443) 3  6  6  1  - 5  

九州支社及長崎営蝶所 長崎市茂車町 13番地 1tt 3古 (4) 0092 ・0308

営 業 所 及 出 張 所 広島 ・福間 ・小倉 ・大分 ・徒、ぬ ・舞鶴 ・東京

5  



アルミニウム

本社及工場カーテンウオールス テ ン レ ス

大 阪 支 庖

名古屋支庖

福岡出張所

ズロ' ンプ

| 白 蟻 |許特

所防予滅殺蟻白式平松

雨 水 浸 入 刻 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナ

ニ

奈 良 市 南 城 戸 南 方 Il lJ 28 電話奈良 4 0 9 8

( 近日移転先)

奈良市笠大路ニ務町( 博物館前) 電話来良4098

111娘所奈良市春日I l IJ 尾 間 組 内 電 話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 111] " 2639

ナニワ緩匂 ｾＲ 荒

ワ

瓦

株

式

会

社

大

阪

市

浪

速

区

元

町

一

丁

目

週

一

電

話

酬

き

毛

素晴らしい花格子グ

コ 次 立 体 1m工 の 決 定 盤

掲管・線五-とューム苦

ベンft-9ー'1.シれし

⑬.  

g ・u ヲミJマー

-・岨.1/，.・.，
璽里璽w

の新建材

プ リ ン ト 合 板

巴 雫 オ 〉

ビ ニ ラ イ ト

11 Z"J. 今叩，.

美 稜 ， 、 本 IL

允 a量 采 持 滋

強 力 合 成 接 漕 剤

ＧＷＮＮ，，，，・ ｱＮＮｾＺ］ＮＮ

BoardCS late 

東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 株 式 会 社

( 1日社名東京鋼板工業株式会社)

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0 0  

1U 話 ( 891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区 絹 笠:}IJ 18 番地( 来日書ピノレ 3 階〉

出 話 題T 9 1 5 4 - 7  

名古屋市東区久屋町5の9 ( { 主商ヒソレ) 0 2 5 78 - 9  

福岡市橋口I l IJ 凶器地の 1 ( サンヒソレ3階) @8825 

書

τ

自

由

抗

日

幸

呪

一

一

一

加

問

6  

装 庖

負

塗

TEL . 大 阪 ⑫ 1756- 7・東 京 ⑫ 1335

CONTRACTOR 

3寸

日I-J
:EjJ 工

PAI NTI NG 

装

林
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会 社
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j
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曹
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商アタ木鈴ネ土

. . ".  

:z:;;: 式株

fU 話 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・6810大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3  

2  2  8  7  

宮

山

日

E

U
都

叩

種

士

冗

広

明

倒

細

川

ω

各

樋

ρ

夕

、

芳

♂

ポ

術

委

百

回

日制

…ツ

陶

鵠

吉

位

置

阿

川

'

材

料

4

P

L

t
大

1

耐

苅

.
2
P

制

一

創

② 話屯金 沢 市 長 田 町 1 1 9

⑪去を 1U! ま窯業商1 &

大阪市西区初本田 f 2 丁 目 98 I朽i[[ 靭 Iキi通り句作 Ilii

ft } : 話大阪 ・⑭ 8 4 6 7 - 9 需

北陸営業所

Z スロシqィIL

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神 ｉ ｊｾ 道 野望笛{争前

製 造 元 東 京 サ ン ヒ γ ト商 会 氾 大 阪 ⑬0417・4091

、;

ff;; ヲI Z- ] ，

流し台・調理台
内装新建械

天井から床まで/

E彊亙FZl l I

h ..JIIII 

....."固園周"'-可圃且a ・a・・・L.- ーーーーーーー

且 司r A..."""'l・..・・E ・二亙・・・・

圃:・:・r;;;;;:・..r.1.J. ・・・

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

工

カタログ進呈

施売 並 責 任

報

販

商

電話 .(531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

おじた

真

す

写

り

築

な

建

ねつ

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 四 ノ ー

電 話 @ 0  8  8  1 一 0 8 8 3  

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂ビル 5 階)

電 話 ⑫ 2 0 3 1 - 2 0 3 4

岡 山 市 内 田 京 町 一 五 八 の 二

電 話 ② 5 1 8 9  

社

庖

本

支

出張所

大 阪 市 東 区 北 浜 ・屯 ⑫ o1  4  1  

7  



近代建築は

O K K  

アルミ・サ' シシ

. サ ッ シ ・ ド ア

. ル ー バ

. カ ー テ ン ウ オ ー ル

. プ レ ハ ブ サ ッ シ

く其 他 特 殊 設 計 と 製 作>

L O K I C 大阪機工株式奮社

サ ッ シ 事 業 部

本 社 大 阪 市 大 時 区 盟 問 西 通 1 町 4 電 話 ( 371) 6 6  4  - 5  

工 場 兵 雌 山 伊 丹 市 北 村 指 名 川 製 造 所 世 話 伊 丹 ( 大 代 ) 5121  

{ 相 知 山 組 北 伊 丹 駅 前 )

面の厚紙でへリ

折り被覆した強

靭 で美麗な新し

い耐火ボード

ド

ン

ド

十

一

一

一

が

ボ

ト

ポ

火

ス

一

ト

耐

ラ

カ

ラ

常

イ

一

酌

石

タ

ア

秋

ド

ば

7

一

れ

一

ポ

す

3

る

ス

に

が

来

ラ

地

壁

出

膏

下

洋

で

石

を

和

日

E N. g r童書
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何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地 区 組
ぷE〉3、

Q  名 f主 所 電 Eきf，fj

( 株) 久 f呆 日話 l苫 大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 大 阪 (341) 0207- 8・4836- 7

近 ( 株) 木 下 謹 三 尚 l苫 大阪市西区江戸期南通 5 / 35 大 阪 包41) 5408 ・5486

( 株) 井 上 浄 失 陥 底 大 阪 市 西 区 江 戸 城 下 通 1 ノ 7 大 阪 (441) 8531 - 5  

( 株) 大 痢l 簡 ｾ＠ 大 阪 市 南 区 高 津PIT 4 番 丁73 大 阪 Ｈ ＶＳＱ Ｉ ＶＲＲｾ Ｍ 4  

( 株) 石 回 主主 4オ I邑 大阪市東淀川区元今里北通り 1 / 31  大 阪 (301) 3340 ・3505

畿

内 外 工 業 株 式 会 社 大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 1 / 51 大 阪 何41)3434- 6  

旭 化 建 仁 業 株 式 会 社 大 阪 市 北 区 茶 屋 町38 大 阪 (371) 6555- 7  

順

日 本 波 音 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 宮 凹 町40 大 阪 (341 )  1804 

不

石 井 建 材 行 限 会 社 神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1 丁目 神 戸 ⑤2140 ・2697

同
( 株) 中 出 商 ｾ＠ 神 戸 市 兵 庫 区 上 沢 通 6 / 9 神 戸 ⑤4630

)  

タ ア

ノ、e  

ヤ 工ノ 商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 京 都 ⑮0871 - 2  

目玉五応用化工( 株) 大阪出張所 大阪市西区京田丁堀 1 / 74 大 阪 (441) 5951代ぷ

東
阿 国 建 材 株 式 会 社 名 古 屋 市 西 区 桜 木町 3 ノ 8 名 古 屋 ⑫7461- 3  

( 株) 名 !it! 
商、

Z之〉え、
名 古 屋 市 中 区 寓 出 町41 ノ 2 名 古 屋 ⑫1329 ・2817 ・2106

海

泊i 続物 建 株 材 庖 名古古屋屋ミ市市中中区区材木町町 1  / 12 
名名古古屋屋ぬω 36219756 ~9  

日 東 証E 式 会 社 名 東 瓦 39

北 川 澄 背 工 業 株 式 会 社
金 沢 市 西 側 町 8 金 沢 ②4552- 3  

ヰヒ
北 川 涯 背 工 業 ( 株 ) 白 山 出 張 所

富 山 市 奥 田 新 阿23 Z富 山 ②2218 ③ 1014

北 川 澄背 工 業 ( 株 ) 福 井 出 張 所
福 井 市 大 和 中 町70 福 井 ②4532

陸

( 株) 品 工 務 庖 高岡市大坪1 ! ! l 町 2 丁目 32/ 1  高 岡 ③2463

( 株 ) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富 山 市 神j豆町 3 区 1003 富 山 ②8221

中

1'Y 盛 建 材 株 式 会 社 広 島 市 鉄 砲 町108 中 ⑫ 2281- 4  

l i ' 盛建材( 株) I向 山 営 業 所 岡 山 市 東 田 町 3 岡 山 ③¥8285- 7  

国

( 有) 里子 主主 商 庖 岡 山 市 内 山 下30 ノ 10 間 山 ②4272

( 株) j兵 原 量是 簡 庖 尾道市吉手口町新 浜 尾 道 2760

四
( 株) J兵 J京 鐙 商 庖 防 府 支 庖 防 府 市 大 林 寺 防 府 ②3611 - 2  

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 よ"tJ 松 市 宮 脇 町960 尚 松 ③5034

正 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番 町21 松 山 ②8161- 5  

九
j' T 盛 建 材 ( 株 ) 福 岡 営 業 所 稿! 向市万行寺前町14 東 ③ 1225- 6  

高 稲 工 業 株 式 会 社 長 崎 市 大 橋 町 13&
長 崎 ④1726

川|
高 稲 工 業 ( 移 転 ) 小 倉 営 業 所

小 倉 市 西 本 町 2 小 倉 前i)6177

建設省阪建22号認可

皇
西日本アスフ到しト事業協同組合

大 阪 大 阪 市 . 西 区 京 町 姻 1 ー 7 4  T  E  L ⑩ 代 表 5 9 5  1  

東 京 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町13 ( 悶島応用内) T  E  L  (お6) 代表 6101

東 海 名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3 - 8 T E L @ 2 7 3 2  

博 多 揃 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  T  E  L ② 2  8  0  7  

岡 山 岡 山 市 西 古 訟 2 9 9 - 5 T E L O 2 6 9 2  

9  
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争謡、

本 邦 最 初

(8 4 5 モリブデン

ステンレス製)

畳高性能・経済的・安全な

(暖 房 ・ 給 湯)

営 業 品 目

オ イ ル バ ー ナ ー

瓦Wi 熱 風H愛房機

軽 油 ボ イ ラ ( 銅 水 管 製 )

重油全自動ポイラ

( 水管支 ;73' 之製)

都 市

プロパン瓦斯ボイラ

続 iUI 全自動ボイラ 重油全自動ポイラ 瓦 Wi ボ イ ラ

N O . K 2 0 0 引

(鈴j水管一製)

( 型録贈呈)

笠松工業株式会社

取締役社長 笠 松 正

本社工場 大阪市生野区大友町 1 - 18 電話 (716)

位 三 |

雨 の 多 い 日 本 に は … -

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い



オ ー ト メ ー シ ョ ン で ボ ン デ ー 並 び に 完 全 焼 付 塗 装 に 依 る

錆びない・ Z 菖 試

ヌチー ｊｾ サ ｶ シ・ドアー・シャッター
オペレーター・ドアーJ 、ンガー

ヌテン・アルミサッシ・ドアー

oJ >E 同 併

、』- - 4〆

(B.T. K. S)  

| 幻 三 高 製 作 所 |

本社工場尼ケ崎市神崎五反田200 電 話 大 阪 (401) 6158 ・6159

マν 予込J の S K式 軽 量 鉄 骨 天 井 下 地

燃 え な い

狂 わ な い

取 り つ け 易 い

MAN⑥T E N 

発 売 元 住 友 商 事 株 式 会 社

製 造 元 株 式 会 社 満 点 製 作 所

東 京 出 張 所 東 京 都江 東 区 亀 戸 田T2丁 目 114 ( 祈 協 相 ビ ル 内 ) ｾＺｴｬＮ ￢ 舌東京 ＨＶＸ Ｑ Ｉ 8425 

、

C  

11 



12  

西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26( 富国信用 ヒリレ) (361)  6501 

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 市 木 太 町 洲 端 2169 高松 ( 3) 3181 

旭 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大阪市城東区野江西之町1ノ44 (931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

尼 崎 市 西 向 島 町 2 7  0  (401)  6  3  0  1  

( 株) 石 居 工・業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区老松町3- 23( 新老松ピノレ) ( 361) 5965 

岩 住 サ ッ シ ( 株 )

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5  (401)  6  7  5  1  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町2- 2 (931)  8  2  C  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 烏 1 ( 551)  1  7  1  8  

大 阪 機 工 ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 西 通 1ノ4 (371)  0  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 k ノ 6 (0722)  (3)  5241 

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 ノ 4 4  ( 531)  1  2  5  4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

笠 中 市 大 字 洲 到 止 3 5  9  ( 391)  0  6  6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株)

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ 15 (731)  1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 神戸 (85) 4343 

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町2ノ5 (931)  6  0  4  5  

( 株) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 町rr 1  0  0  2 広島 ( 31) 7293 

三 機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市東区北浜 2 の22( 三井信託ピ J レ) ( 202) 3071 

昭 和 鋼 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 f[fl I町3 - 155 ( 471)  6 0 5 1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼 ケ 崎 市 南 竹 谷 町 2 ｾ＠ 8 9  ( 401)  6  3  4  1  

( 株〉 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木 2 2 3 新居浜 5 1 1  1  

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株〉

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 1 -- 1  2  (931)  3  3  5  1  

谷 山 鋼 機 ( 株)

大阪市城東区吉正問横堤l町230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 苅 入 幸 町 6 1  2 ノ 1 広島 (31) 2081

東京カーテンオール工業 ( 株) 大阪支庖

大阪市北区絹笠IIIn8 ( 衆暗 ビJ レ) (361)  9  1  5  4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ 74 (451)  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 田 横 淀 町41 (931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

北 区 南 森 田r 1  1  ( 第一 ピJ レ) ( 361)  2  5  3  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノ36(毎 日産業 ピJ レ) (361) 6758

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市東区備後1 I1J 3  ( 綿業会館) (202)  ＷＹＹＱｾＳ＠

( 株〉 汎 建 製 作 所

大 阪 市 此 花 区 西 島 町 3 - 1  5  (461)  2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株〉大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区御幣島中3ノ4 (471)  7  6  5  1  

不 動 サ ッ シ 工 業 株 式 会 社 広 島 出 張 所

広 島 市 富 士 見 町 239 広 島 (41)7 2  1  2  

( 株) 三 高 製 作 所

尼 グ 崎 市 神 崎 五 反 因 2 8 0 ( 401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区宗是町1 ( 大阪ピノレ) ( 441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 ( 株)

大 阪 市 西 成 区 旭 北 通 2 ー 2 ( 632)  2  9  2  "1 

社 団

法 人 日 本 サ ッ シ 協 会 関 西 支 部

支 部 長 福 田 好 雄

大 阪 市 北 区 神 山 町 2 6  ( 富 国 信 用 ビ ル ) ( 361 )  6501 
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二 葉屋 装備工 業 株式会主l

( (;1):た人:if 7  (j'. l  

取 締 役 十 | 長 若 林 繁 六

大 阪 市 大 波 紋 木11τ川崎町 2 の 6

Ｈ 天六Ｍ［ｲ［伴 ｪｊ 可 ｾｴ 2  r  l  

'，[1話 ・大I坂 町11 3321- 3  - 3630 
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カタログ進l E _ . 乞i卸氏名御職業御記入

⑫ 製造元自 ( 1日社名 劇 |金物株式 鋭)

ｊ ｲＺ Ｑ Ｑｾ＠ ＭＱ， 高官ｾｾ圭妻家主

志社工‘ A 相 高 図 rt Ｉ｜Ｑ 事 ＳＸＱＱＱ ｊｴ ｔｅｌ ｌ ｫ 柑高制Ｑｩ ｴｬＡＵＳＸＱｾ

東 京 曾 集 商 業京a江東区深川 i" iI 町2 丁目 911地 T E L (641) 7 2 5 0 1  

大阪曾篠原 大 阪 巾 糊 低 高 成 町 10 書丁 1 9 1 1色 T E  L  ( 211 ) 代 k 1 4 8 3 1i

福岡111健所 緬岡 ml l 家・I f l 4 1"雄 ( ‘ ポピ ル T  E  L  ( 2)  5  5  9  3  11 

礼 慢 . . 漸 札 健 市 耐 ニ 条 信 3 T  Q  1  0 昏 地

岩 元 式

iスカイライト並開べンチレ+I
サッシュ、ドア一、シャッター

伸縮扉、オベレータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

4

E

-
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4
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山

日

式

馴
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味

山
町
一
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中

川

崎

元

利

山

一

相

網 入 光 り 波 型 ガ ラ ス (ZC二[ 域) 長サ965% 1818弘

，明..，、，頃'"、，、，.

ダ イ ニ チ ・ ア ー 毛 ラ イ ト
波 板 ・平 板

1I! 

( 硝子繊維強化ポ リエス テノレ板) 各種波，す法 L長尺物有)

、"... ＢＧＮＮＮＮＮＮＮＮＮ，ＮＮＢＮＮＮＮＮＮＮＮ，Ｎｾ‘Ｎ＠ '" ＮＮＮｾ＠ .， ｾＫＢ ｾｾ＠ ...，......... :'"叫... ｾＮＮＮ叩ゆ

⑮ 製 造 販 売 大日本硝子工業株式会社

大阪支庖 大阪市北区玉江町 2 ノ 4 ( 三菱念日Zピノレ) m⑩1389 ・3389

本 社 神 奈 川 県 相模 原 市小 仏 ｬ 字久 保 ＲＲＴ ・ 電⑦ Ｓ Ｑ ＰＱｾ 4  
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鉄 骨 ・ 加 工

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 吉 田 信 武

本 社 大阪市内区立売姻北通 l ー 76

m話 (531) 0609・6575・7418

(541)  8  1  6  6 ・8 3 4 9

夜間専用 (531) 2  0  5  3  

工 場 大 阪 府 大 東 市 三 箇 425

緒 n 庁 御 指 定

吹 付 及 び 鐙 落 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン ) 製 造

床 材 ( 合 同 リ グ ノ イ ド ) マグネシート〉 販 売

外壁シリコン防水・ゴァレジン樹脂防水) 責 任施 工

リヤール吹f寸筏械代 理 庖

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大阪市m住古区東之町3- 193 m (621)  9  0  8  6  

営 業 所 大阪市 東住吉区 駒川 町3- 54 惜 (市1)7814- 6 (51)4967 

出 強 所 広 島 市 比 治 山 本 町 1180 旬 広 島 0 4 9 6 7

東 京 都 新 宿 区 花 園 通 46 電東京 (351) 5298 ・5264

55 5  
ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ ア 扉 の 開 聞 が 軽 快 グ

三栄建材工業株式会社

大 阪 市 ' Uf l互総矢柄町一五一帯I也

大 阪 (741) 4655 (716)  0188 ・0189

ｾｩｦｴ ゅトビシヲー
7 ロアーヒ 21安

本] 7印ヲストシュート

画ポンデライ ジ ングに 依 る 完 全 防 Ui 1111 L  ，'，，'， 

特 徴

圃 l"hT.対u/ o)l ) i こナイロンベアリングを 保Jl J した耐久川

KANDAN 媛冷房温湿度調整 l  

各 種 送 排 風 機 F  

j  J 関 1議開伊;

寄 木 ft ，5  床 キ反

フ ロ ー リ ン グ 施 工 5青 負

プ ロ y  
ク

ベニヤフラ ッシ ュドア ー 造 作 取 イオ

グ ラ イ ン ダ ー 床 削

d u  寄 木 商

，0.  

会 社 ｾ＠

営 業 所 大 阪 市 東 区 検 堀 6 - 49  

電 話 (25 1)3 7 3 1 ・3 Y  6  0  

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 田T 1  

15 



超硬骨・衿に顔料、薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 削 で そ の 俄

水 練り 、 金 銭仕 上 げ の 為 特 に 技 術 を 袈 せ ず 、 色 ムラ、

/ 口汚れ主事的岐点がない耐腿粍性特に 強 大 、 表面 i1l

ら か で 美 し < ￬ｬＧ ｬｩ 紫、耐水性に Ｑ ｾ み 伽 格低 廉 であ り ま

す 。 ( 坪 当 リ 材 料 代 ￥ 950) 仕 上 り厚 さ 約 2 明呼呈j変

学 校 、 工 場、 病院、事務所、日現庖、ガレ ー ヂ 、 ガ ソ

リンス タ ン ド 、 住 宅 の 玄 関 、 流 し 、 浴 室、 プ ー ル 等

にfi，れ盛でLあ り ま す .

( カタ ログ進呈)

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市此 花 区 四 賞 品 旭町 1- 3 T  E  L  ( 461) 3  5  9  4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1

I I . G. C式

シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

ュ D . M38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会結

‘脇 . 山 ー静 夫

N .  G .  

r一一

16 

経 験 と ⑥ 技 術

y. c. コンべス( リ初イド)

大 阪 ヨ レ ペ ス 建 材 註

当

綜合建築設計への道

設 計部 1 . 各州鉄' 口 ・鉄 筋 コ ン ク リ ー ト進

ｩｬｬｾ の託生 日 Ｑ ＱＱｚ 迎

2. ダ イ ヤ モ ン ド ト ラ ス ・ジグサ' グ

トラス ・平 行 ト ラ ス 等

各州大恨 ｉ ｂｬ 鉄 Ｇｾｊ 造 的 設 計 監 理

l  耐 震 耐 風 木 材 接 合 金 具A の 製 造 販 売

P A T .  0 式 ( 織 本 式 ) ヂ ベ ル 及 ク ラ ン プ

2  欽 筋 の 按 手 及 末 端 定 渚 金 具

P A T  ノぐコ及ノぐスト

、、

地 質 部 ポ ー リ ン グ ・建 築 物 基 礎 工 事

のねの土質問司査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

ＨＱ 円織ＭＱ ｾｬｬｩ 築設計々算事務所 ・ 総本特殊 椛 造研究所 ・ 合体Ｉ

来京都中央区日本怖かきがら IIIT 3 の 2 電話(671) 6443 ・7007 ・7062

ｾ＠

. ー
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震 111イ色券の

色メント効ァ? に

製 造 発 売 元 ・ 責 任 施 工

芸 思 黒 川 化 学 工 業 所

事広 工場 神戸市束通区住吉町丘高休 T E L 側 幻 幻

• • • 国• • 

般

フE

社

τ士

ヲ己

室 内 装 飾 紙 底、舗 床 材

東リ拘ーペ・・，ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋)

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) -- 6  

日際、壁紙窓掛、綴帳、

東洋リノリユームの

亀

特 許 ニ ッ ポ ン 防 水 液

ニ ッ ポ ン | 坊 水 液 B 号

ニ ッ ポ ン 急 結 液 壱 号

ニ ッ ポ ン 耐 来 高1)

ニ ッ ポ ン |坊7. k 目 J也 材

ビ ル コ ー ト

標準包〆ント防水剤

‘

 

• 
・・周申空賢明14ア

‘ ーーーー パ ス 沿

大阪ガス会社指定

田 中 風 呂 難 信 京

大阪市浪速区 J C日T l 丁目 742 但シ販僑' 必停前 (641) .5313 ・8128
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T E L  (632)  5771 - 3  

(64 1) 57 50.  8836 
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切 了 寧

在 庫 豊 富

信 用 を 誇 る

( 乞 御 照 会 )
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- 御 申越次第カタログ進呈

新 日 東 軍

陸屋根防水には

特許 絶 縁 工 法 を 。

11. "11ミー陣取事

特 許 奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥 山化工業株式曾紅

点京都中央区銀座凶 8 の 3 '，!i ;活 ( 571) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264

名古屋 ｈＧ ，ｾｬｩＺ所名古良市南区 粁 依 田 ｲ 3  3  '，!i JIi ( 81)  3  6  6  0  

J ' F  .... 1・‘ k I  

- 塗 り つ け る 酬 酬 → l R ピロ〉聾

ｉ 壁 ｪ ← ｾＩ ｶ 7' 0)  B  '* 

ωす芯' かベ'

製造発売元 株 式 会 社 新 興 建 材 工 業

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 半 島 電 話 大 阪 ( 541) 5756- 9  

営 業 所 明 石 市 西王 子町 1丁目 3 9  電 話 明 石 5  8  5  2  

営業 所 福 | 河 市 西 唐 人 間T 1 番 地 電 話 福 間

'!-
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..:t 'i_/  

浪建式

アルミサ・νシュ・ド?ー

スチールサ' リシュ・ドJ ' -

シヤ，，)9-. it べレーター

j トカライジル処理工場完成

d 舗 h 一製造販売ー

'IHI Il l!llil 

第二工場 建 捗

浪速建枚Z業様式会誌

問問|
全国線代理庖 l  

本社 ・工場 ・大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 帯 地 電話 大 阪(931) 1171- 3 帯

第 二 工 場・ 大 阪 市 城 東 区 茨 国 情 』 且 町 四 一 需 j也市路大阪( 幻1)6153 ・ω 24需

東京営業所 ・東京m中央区銀座東六丁目木被館ピル六号館 607号室 電話 東京 ( 54 1) 4611需

品i阪l営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンピル内 ) 電話 煩 悶 ③ 制62帯

出 張 所 ・ 大 分 市 輩 町 下 市 三 - .1 : 需 I也 電 路 大 分 1 3  6  6 需

責任施工 1  

燃えなも1参ザ aB g  ｾＱ 暮し
， 

石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド 協 会

波 形 石 綿 ス レ ー ト 協 会

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

ノf ー ラ イ ト 唯 反

手し あ き 地底

サ ン ドイ ツチノ ぐネ ル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・化 粧板 他 )

各 種加 工 品 あ り ノ

美 し い カ タ ロ グ お 送 りし ま す

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ- 3 朝 日 石 綿 ビ ル

電 話 " ( 5 ワ 1 ) 1  3 5 9 ・6 9 1 4

19 



アルミニウム天弁 鉄 鋼 会 館 日進式ボード下地 新阪急ビル

⑧ 大 阪 建 制 王 葉 窓

20  

ボード下地や アルミニウムの

仕事につきましては 何卒

奥村重兵衛商唐 に ご照会下さい

. 大 阪 市 北 区 木 幡 町 60 番 地

K . K . 奥 村 重 兵 衛 商 庖

電 話 大 阪 ⑪ 413' ( 代)

福岡 出張所 電 話 福 岡 ② 6460

写 真 は 京 都 紅 券 ピ ル

本 社 i押 市 松 屋 町 1 - 6  T  E  L  ( 3  )  5241- 9  

東 京 事 務 所 東京 師 千 代 凹 区平 河町 1 - 2  T  E  L  (301)  1  2  4  8  

名 古 屋 営 業 所 名 占 "1 市 東 新 町 4 T  E  L  ( 97)  7  2  6  4  

{ イ ー ス タ ン ピ ル ) - - - ( 94) 3 9 1 1  

金 沢 営 業 所 金 沢 市 下 新 町 1 3  T E L ( 3 ) 3427- 8  

長 野 代 理 底 品 野 市 古 悶 東 町 1 2  5  1  T  E  L  ( 2  )  1  4  2  3  

‘  



日本建築協会優震謹明
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セ メ ン ト 増 強 防 水 剤

S 総 “ 瞥 吋 嶋 、

対 齢 、

川1 m. ト

株式会社日本セメント防水剤製造所
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量主量盃Z 歯 車 星 遅 過E責 任 ・ 施 工 ・ 請 負
E白 書 通 草 ヨ 子 諸 諸]11

幻 ミ 由 脂 化 工 社本

八 幡 メ タ ル ホ ー ム K K 推 奨 品

一一ー

社 京 京 郡 品 川 lズー: 柴田r1  - 441 Ｇ， ｬｌ 活恥［ｾ 781)  1715言

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 業 所 大 阪 市 東 成 区 内 今 別 f 2  48 '，U，lli (971  4765・00635

.  ，. ......111・E・111111111111111111111111111111111111111111111川=- ーーーーー一ー- - ， 

防火己ヤ・: . wg :  :1  
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Iρ 凍枝
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、pζ 7)#

株 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 犠 I軒 通 5 ノ 3 5  

電 話 (441) 5  4  0  8  .  5  4  8  6  

高 庖

砂 町 5

1!!話 (341) 0207- 8  .  4836- 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大阪市西( > 1.1軒 峨 江 大 通 1 町 1 9  1世 話 (541) ' 6161 - 4  

合 名 会 社 寺 I j 倉 孝 商 庖

大阪市南区民堀 憎 筋 Ｒ ノ ＲＰ ｇ 且 ｾｩ ｬ｜ｬＮ句作前 ｽ
電話 (211)  0  5  7  1  4  

京都営業所 京都市中京区河原町必川下ル 地 ｊｾ @  3 2 9 9  

和 泉 産 業 株 式 会 社

x 阪 市 南 区 日 本 橋 筋 2 ノ 3 6  

1!!:1i (632) 

限 会 社

田 町 1

1!! lt ⑤ 2  6  9  7  

宜

冗

縮

刷

一

割

即

金

百

八

十

円

0871 - 2  

キ土

官J.. 1i @  7461- 3  

- 6-

τ E  

4468 ・

底タ テ パ ヤ シ 商

京 仰 市 干 京 区 大 宮 i ! f ! 四 条 下 ル

電 話

岡 田 建 材 株 式 会

名 古 屋 市 白 区 +草 木 町 3 - 8  

株式会 社 名 建 商

01' ，占 1;1 rli 中 区 宮 山 個r 4  1 ノ 2

司 ｬＡｾ

広

久 保

市 北 区 民

株式会社

X  1111 

(
送

料

品

犬

)

21侃・ 28 17

キ土

地 話 ⑪ 6 1 7 6 - 9

o1W① 2201 ・2360

社

ＱＡＡ， Ｑｾ ② ＲＲＸ Ｑ＠ - 6  

mお ② 7911 ・8169

o'¥l JIi:V 5 5 6 6  - 8  

J )  12 2 5 - 6  

関西三星タイル会員

1329 

日 東 物 産 株 式 会

本 社 . 01'， 市 屋 市 中 区 東 瓦 町 3 9  

岐阜出損所 ・岐 ! ，l lli 竹，，1 町 2 7  

青 盛 建 材 株 式 会

本 社 fi . :向 rl 1 鉄砲町 1 0  8  

岡 山 l岡 山 ，1; JI! m 町 3

福 岡 . ｾｉｉ 問 Ｑ 市 ｽｪ fi ，，' ; =前町 1 4  

0 1  2  1  - 4  

一恥

;

区

建 材

市 兵 '4i

石 井

神 戸

2  1  4  0  

電 話 大 阪 ( 231 ) 9 6 4 8 ・9 6 4 9 ・9 6 4 0

媛 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ・・・・ ・・ ・・・

「建 築 と 社 会J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北浜 3 - 3 7  


